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●本学の目的● 

 

 本学は，広汎な学問領域における急激な知の拡大深化に対応して教育と研究の絶えざる質の向上を図り，

２０世紀の社会と科学技術が残した「持続発展可能な社会の実現」の課題を正面から受け止め，農学・工

学およびその融合領域における教育研究を中心に社会や環境と調和した科学技術の進展に貢献することを

目的とする使命指向型の科学技術大学を構築することを目標としています。 

 使命指向型の科学技術大学として， 

○教育においては，知識伝授に限定されず，知の開拓能力・課題解決能力の育成を主眼とし，高い倫理性  

 を有する高度専門職業人や研究者を養成することを目標としています。 

○研究においては，学術の展開や社会的な要請に留意しつつ，自由な発想に基づく創造的研究に加えて， 

 社会との連携により総合的・学際的な研究も活発に展開し，社会的責任を果たすことを目標としていま

す。 

○教育と研究の両面で国際的な交流・協力を推進し，世界に学び世界に貢献することを目標としています。 

○本学は，教育研究と業務運営の全活動について，目標・計画の立案と遂行状況の点検評価を実施・公表 

 し，開かれた大学として資源活用の最適化を図り，全学の組織体制と活動内容の絶えざる改善を図るこ 

 とを目標としています。 

 

●農学部の目的● 

 

 本学部では，さまざまな人間活動の拡大に伴う食料・資源問題，環境問題，人口問題等が地球規模で深

刻化しつつある現状を直視し，以下のような人材の養成を目的としています。 

１)２１世紀の人口・食料・資源・環境問題の解決に欠かせない，生命・生物機能・生物資源・環境・動物 

 医学・人文社会系の諸科学に関する専門性を身に付け，課題探求能力を持ち，社会の要請に応えて，積 

 極的に使命指向型科学を遂行できる人材 

２)専門以外の領域にも関心を持ち，それらを学習する能力を備え，自然と人間および社会・文化に関して 

 深い理解と洞察のできる教養豊かな人材 

３)豊かなコミュニケーション能力を備え，諸外国の文化を理解し，国際社会において活躍できる人材 
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●ディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシー● 
 

 

教育担当副学長 國見裕久 

 

 

 東京農工大学は，大学憲章において「使命志向型教育研究（MORE SENSE）」を行うことを基本理

念として掲げています。これは，本学の教育目標が，課題解決能力のある実践的な人材の育成にあるこ

とを意味します。この基本理念に沿って，専門分野別の学部・学科における教育の到達目標を定めたも

のがディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）です。 

 

 学部のディプロマ・ポリシーには，所属する学科を超えて，新入生の皆さんが卒業するまでに身につ

けて欲しい能力が示されています。そこでは，基礎学力・専門知識・応用力・社会性の４つの観点に基

づいて，必要な能力が文章で述べられています。 

 

 履修案内には，皆さんがこれから４年間で学ぶ科目を示した課程表，履修する科目の順番を示した

コース・ツリーが掲載されています。これらは，大学が皆さんにどのような科目を提供しているか，す

なわち，大学側の取組みを示しています。これに対して，ディプロマ・ポリシーには，それらの科目を

学ぶことによって，皆さんがどのような能力を身につけることができるか，すなわち，皆さん自身の成

長目標が示されています。実験・実習科目で身につく能力はわかりやすいと思いますが，講義では知識

を吸収するだけではなく，考え方や要点をまとめる能力および文章で表現する能力を修得することが大

切です。 

 

 学科のディプロマ・ポリシーには，専門分野に即して，身につけて欲しい能力が観点別に説明されて

います。カリキュラム・マップ，カリキュラム・フローチャート（この２つをカリキュラム・ポリシー

といいます）を確認することによって，それぞれの科目がディプロマ・ポリシーのどの観点に対応する

のか理解できるようになっています。これらの表を，今後，時々，見直すことによって，どのような能

力が身についたか，また，どのような能力が不足しているかを確認しながら，学習を進めるようにして

下さい。４年後，皆さんがディプロマ・ポリシーの掲げる能力を身につけ，自信を持って卒業すること

ができるよう，大学も応援しています。 

- 2 - 



農学部学士課程ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 
 
学士（農学・獣医学）号授与時に期待される到達目標 
 

農学とそれに関連した食料・生命・資源・環境に関わる自然科学・社会科学について， 
Ａ 幅広い基礎学力・柔軟かつ論理的な思考力を有していること（学力・知識・思考） 
Ｂ 高度な専門的知識を持つこと（理解・専門・発展） 
Ｃ 科学的な研究手法を身につけていること（技術・分析力・考察力） 
Ｄ 社会的倫理観やコミュニケーション力を備えていること（関心・意欲・態度・表現） 

  
生物生産学科 応用生物科学科 環境資源科学科 地域生態システム学科 共同獣医学科 

A 

生物生産学とそ
れに関連する領
域の幅広い基礎
学力・知識を身
につけ，問題解
決のための柔軟
な思考力を有し
ていること。 

応用生物科学とそれに
関連した領域の課題に
取り組む基盤となる幅
広い知識と教養を学び，
柔軟な思考力を身につ
けていること。 

環境や資源問題
を理解するため
に必要な自然科
学の基礎知識を
身につけている
こと。 

広範囲に及ぶ生命・食料
生産・環境に関わる課題
に取り組むための幅広い
基礎学力を身につけ，異
なる文化の人々とも円滑
にコミュニケーションが
できる能力を持っている
こと。 

獣医師としての任
務を遂行するため，
高度な専門的知識
のみならず，低学
年次からの導入教
育により論理性や
倫理性を兼ね備え
た高い行動規範を
持つこと。 

B 

生物生産学に関
する専門領域を
理解し，高度な
専門的知識を有
すること。 

生物のもつ生命現象や
生物個体間相互作用と
共存様式を解明し，人
類の持続可能な発展に
貢献するために，応用
生物科学の基礎から先
端にいたる専門領域お
よびそれに関連した科
学を国際的な観点も考
慮しながら体系的に学
習していること。 

人類が直面する
食料・生命・資
源・環境問題に
関わる世界水準
の自然科学研究
を理解でき，科
学的に思考する
力を有している
こと。 

森林・農村・都会を連続
した地域と捉え，農の営
みや自然と人間活動の多
様な関係を対象として，
自然科学と人文社会科学
の協働による地域管理・
計画に関する知識を身に
つけ，食料・生命・資
源・環境に関わる世界水
準の自然科学・社会科学
研究が理解できているこ
と。 

動物の健康・福祉，
公衆衛生などに関
する実践力を兼ね
備えた，基礎的な
知識・技能を持つ
こと。 

C 

人類が直面する
食料・農業・農
村問題，持続的
農業等の課題に
対して，解決に
向けての科学的
な研究手法を身
につけているこ
と。 

応用生物科学の分野に
おいて不可欠な，化学
と生物学を基盤とした
実験技術を学び，分子，
細胞，個体から生物群
集の活動，相互作用に
いたる一連の生命現象
と生物機能を理解する
ための分析力と考察力
を身につけていること。 

環境と資源の科
学に必要な基礎
的技能・技術を
習得しているこ
と。 

人類が直面する食料・生
命・資源・環境問題等の
課題に対して，科学的な
解決方法を構想できてい
ること。 

生命現象の解明を
基盤とする生命科
学や応用開発等に
おいて，獣医学を
基礎とした問題解
決能力を持つこと。 

D 

農林水産業およ
び関連産業に高
い関心と意欲を
もち，高い倫理
性をもってその
発展に寄与しう
る能力を有し，
異なる文化の
人々とも円滑に
コミュニケー
ションができる
能力を備えてい
ること。 

バイオサイエンス，バ
イオテクノロジー，食
品，生命科学，植物保
護等の研究によってそ
れらの発展に寄与する
とともに，成果を発信
するために必要なプレ
ゼンテーション法と，
異なる文化の人をはじ
め様々な人々と交流す
るためのコミュニケー
ション法を学習し，高
い倫理性を持って社会
に貢献することが期待
できること。 

環境資源問題に
関わる幅広い見
識をもち，異な
る文化の人々と
もコミュニケー
トできる力を備
えていること。 

農林水産業および食品・
生命科学関連産業の意義
と重要性を理解し，高い
倫理性を持って，その発
展に寄与することをめざ
した行動ができているこ
と。 

地球規模での感染
症や畜産物の安全
確保などに対して
貢献する，知識・
技能を持つこと。 
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○

土壌学 食料リスクアナリシス

農業気象学 地域パートナーシップ論

フィールド実験実習Ⅱ

農地工学

フィールド実験実習Ⅰ

土壌物質循環・肥料科学 動物福祉論

作物保護学 学部共通専門科目

灌漑排水工学

遺伝子細胞工学

生物生産学実験基礎

生物生産学特別講義Ⅰ（環境系）

アグリバイオ実験

生物生産学特別講義Ⅱ（植物系）

学外実習（農家）

生物生産学特別講義Ⅲ（動物系）卒業論文

生物生産学特別講義Ⅳ（経済系）

農

業

経

営

経

済

系

科

目

農業経済学

生物生産学原論

農業経営学

情報処理学

農産物製造学

農業資源経済学

生物生産学英語入門

サステイナブルツーリズム論

English Listening and Reading for Biological production I

農業経営経済学総合演習

食料システム経済学

生化学

農業市場学

農業微生物学

国際農業開発論

分析科学

農業数量経済分析

English Listening and Reading for Biological production II

農村社会調査実習

生物統計学

バイオマスエネルギー論

農業分野専攻実習

TATⅠ数学

動

物

生

産

系

科

目

畜産学総論

TATⅠ物理学 農業昆虫学Ⅰ

TATⅠ化学

TATⅡ化学 家畜育種学

TATⅡ生物学 蚕糸学

昆虫利用学

家畜形態・生理学

TATⅠ生物学 農業昆虫学Ⅱ

TATⅡ数学 家畜飼養学

TATⅡ物理学 家畜繁殖学

TATⅡ地学

家畜衛生学

植物栄養学

リテラシー科目 園芸学Ⅰ

スポーツ健康科学科目 園芸学Ⅱ

観 点

大学導入科目

植

物

生

産

系

科

目

植物生理学

自校教育 植物分子遺伝学

科学技術と社会 植物生態生理学

共生人文社会科学A

＊日本語科目 植物育種学

＊日本事情科目 植物生態学

全

学

共

通

教

育

科

目

学外実習（研究所）

学

科

共

通

科

目

作物栽培学生

産

技

術

環

境

系

科

目

新

領

域

科

目

１．学士課程の卒業にあっては、以下の点に到達していることを方針とする。

ディプロマ・ポリシー

生物生産学とそれに関連する領域の幅広い基礎学力・知識を身につけ、問題解決のための柔軟な思考力を有していること。

生物生産学に関する専門領域を理解し、高度な専門的知識を有すること。

観点(A)

観点(B)

人類が直面する食料・農業・農村問題、持続的農業等の課題に対して、解決に向けての科学的な研究手法を身につけていること。

農林水産業および関連産業に高い関心と意欲をもち、高い倫理性をもってその発展に寄与しうる能力を有し、異なる文化の人々とも円滑にコミュニケーションができる能力を備えていること。

区

分
授 業 科 目

観 点 区

分
授 業 科 目

観点(C)

観点(D)

作物学

共生人文社会科学B

●と○がある場合は●は主たる関与であることを示す。

*日本語科目、日本事情科目は留学生対象科目。
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生物生産学科 
カリキュラムマップ 



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

共生人文社会科学A 共生人文社会科学A TATⅡ数学 TATⅡ数学 共生人文社会科学A 共生人文社会科学A 農地工学 学部共通専門科目

共生人文社会科学B 共生人文社会科学B TATⅡ物理学 TATⅡ化学 共生人文社会科学B 共生人文社会科学B 学部共通専門科目

TATⅠ数学 TATⅠ数学 TATⅡ化学 TATⅡ生物学 農業微生物学 農産物製造学

TATⅠ物理学 TATⅡ物理学 TATⅡ生物学 TATⅡ地学 分析科学 作物保護学

TATⅠ化学 TATⅡ化学 TATⅡ地学 作物学 土壌物質循環・肥料科学 灌漑排水工学

TATⅠ生物学 TATⅡ生物学 生化学 植物栄養学 園芸学Ⅱ 蚕糸学

生物生産学原論 TATⅡ地学 土壌学 園芸学Ⅰ 植物育種学 昆虫利用学

作物栽培学 生物生産学原論 農業気象学 農業昆虫学Ⅱ 植物生態学 家畜衛生学

植物生理学 植物分子遺伝学 植物生態生理学 家畜形態・生理学 作物保護学 農業資源経済学

畜産学総論 農業昆虫学Ⅰ 農業経営学 家畜飼養学 農業数量経済分析

農業経済学 食料システム経済学 家畜繁殖学
English Listening and Reading

for Biological production Ⅰ・Ⅱ

学部共通専門科目 遺伝子細胞工学 家畜育種学 学部共通専門科目

学部共通専門科目 農業市場学

国際農業開発論

生物生産学英語入門

バイオマスエネルギー論

学部共通専門科目

科学技術と社会 フィールド実験実習Ⅱ 農業分野専攻実習 農業分野専攻実習 アグリバイオ実験 科学技術と社会 卒業論文 科学技術と社会

情報処理学 生物生産学実験基礎 農業経営経済学総合演習 生物統計学 卒業論文

フィールド実験実習Ⅰ 卒業論文 （生物生産学特別講義Ⅰ（環境系））

（生物生産学特別講義Ⅰ（環境系）） （生物生産学特別講義Ⅱ（植物系））

（生物生産学特別講義Ⅱ（植物系）） （生物生産学特別講義Ⅲ（動物系））

（生物生産学特別講義Ⅲ（動物系）） （生物生産学特別講義Ⅳ（経済系））

（生物生産学特別講義Ⅳ（経済系））

自校教育 学外実習（農家） 農村社会調査実習 地域パートナーシップ論 サステイナブルツーリズム論

学外実習（研究所） 食料リスクアナリシス

動物福祉論

大学導入科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目

リテラシー科目 スポーツ健康科学科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目

スポーツ健康科学科目 ＊日本語科目 ＊日本事情科目 ＊日本事情科目 ＊日本事情科目

＊日本語科目 ＊日本事情科目

＊日本事情科目

（　　　　）は隔年開講科目。

 ※　観点の（A），（B），（C），（D）はそれぞれディプロマ・ポリシーの観点に対応する。

観点
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

Ａ

B

C

D

*日本語科目、日本事情科目は留学生対象科目。
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生物生産学科 
カリキュラム・フローチャート 



 

A B C D A B C D

○ ○

○ ○

● ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ●

○ ○

学

科

共

通

科

目

区

分
授 業 科 目

観 点 区

分
授 業 科 目

食品化学Ⅰ 応用生物科学実習

微生物生化学 卒業論文

天然物有機化学 学部共通専門科目

植物生理学 応用生物科学専門実験Ⅳ

免疫生物学 応用生物科学専門実験Ⅴ

分子生物学Ⅱ 応用生物科学専門実験Ⅵ

分子細胞生物学 応用生物科学共通実験Ⅱ

全

学

共

通

教

育

科

目

分析化学Ⅱ 応用生物科学専門実験Ⅰ

有機化学Ⅲ 応用生物科学専門実験Ⅱ

生化学Ⅲ 応用生物科学専門実験Ⅲ

観 点

生化学Ⅱ 応用生物科学特別講義Ⅱ

分子生物学Ⅰ 科学英語論文演習Ⅰ

植物保護学 科学英語論文演習Ⅱ

発生生物学 農場実習

昆虫生物学 応用生物科学共通実験Ⅰ

生化学Ⅰ 国際展開力科目Ⅰ

分析化学Ⅰ 国際展開力科目Ⅱ

有機化学Ⅱ 応用生物科学特別講義Ⅰ

農薬化学

TATⅡ地学実験 植物病原微生物学

情報処理学 昆虫生理学

有機化学Ⅰ 食品衛生学

TATⅡ化学実験 生体高分子利用学

TATⅡ生物学実験

共生人文社会科学B 食品化学Ⅱ

リテラシー科目 栄養化学Ⅰ

TATⅡ物理学（実験科目を除く） 栄養化学Ⅱ

TATⅡ化学（実験科目を除く） 植物工学

TATⅡ生物学（実験科目を除く） 代謝工学

*日本事情科目 応用微生物学

TATⅠ数学 生理活性物質化学

TATⅠ物理学

大学導入科目 生物相関学

自校教育 天敵微生物学

科学技術と社会

学

科

共

通

科

目

科学英語

TATⅠ化学 食品製造学

TATⅠ生物学 専門自由科目（食品工学）

TATⅡ数学 細胞工学

スポーツ健康科学科目 遺伝子工学

*日本語科目 神経生物学

TATⅡ地学（実験科目を除く） 蛋白学

TATⅡ物理学実験 有機合成化学

バイオロジカルコントロール

共生人文社会科学A 植物病理学

応用生物科学の分野において不可欠な、化学と生物学を基盤とした実験技術を学び、分子、細胞、個体から生物群集の活動、相互作用にいたる一連の生命現象と生物機能を理解するための分

析力と考察力を身につけていること。

バイオサイエンス、バイオテクノロジー、食品、生命科学、植物保護等の研究によってそれらの発展に寄与するとともに、成果を発信するために必要なプレゼンテーション法と、異なる文化

の人をはじめ様々な人々と交流するためのコミュニケーション法を学習し、高い倫理性を持って社会に貢献することが期待できること。

１．学士課程の卒業にあっては、以下の点に到達していることを方針とする。

ディプロマ・ポリシー

応用生物科学とそれに関連した領域の課題に取り組む基盤となる幅広い知識と教養を学び、柔軟な思考力を身につけていること。

生物の持つ生命現象や生物個体間相互作用と共存様式を解明し、人類の持続可能な発展に貢献するために、応用生物科学の基礎から先端にいたる専門領域およびそれに関連した科学を体系的

に学習していること。

観点(A)

観点(B)

観点(C)

観点(D)

●と○がある場合は●は主たる関与であることを示す。

*日本語科目、日本事情科目は留学生対象科目。

応用生物科学科 
カリキュラムマップ 
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

大学導入科目 共生人文社会科学A TATⅡ数学 TATⅡ数学 共生人文社会科学A 科学技術と社会 学部共通専門科目 科学技術と社会

自校教育 共生人文社会科学B TATⅡ物理学（実験科目を除く） TATⅡ化学（実験科目を除く） 共生人文社会科学B 共生人文社会科学A 学部共通専門科目

科学技術と社会 スポーツ健康科学科目 TATⅡ化学（実験科目を除く） TATⅡ生物学（実験科目を除く） 学部共通専門科目 共生人文社会科学B

共生人文社会科学A TATⅠ数学 TATⅡ生物学（実験科目を除く） TATⅡ地学（実験科目を除く） 学部共通専門科目

共生人文社会科学B TATⅡ化学（実験科目を除く） TATⅡ物理学実験 学部共通専門科目

スポーツ健康科学科目 TATⅡ生物学（実験科目を除く） TATⅡ地学実験

TATⅠ数学 TATⅡ地学（実験科目を除く） 学部共通専門科目

TATⅠ物理学 TATⅡ物理学実験

TATⅠ化学

TATⅠ生物学

情報処理学 分析化学Ⅰ 発生生物学 分子生物学Ⅱ バイオロジカルコントロール 食品製造学 専門自由科目（食品工学）

有機化学Ⅰ 有機化学Ⅱ 昆虫生物学 食品化学Ⅰ 植物病理学 細胞工学 食品衛生学

生化学Ⅰ 生化学Ⅱ 分子細胞生物学 微生物生化学 食品化学Ⅱ 栄養化学Ⅱ （応用生物科学特別講義Ⅰ）

農場実習 分子生物学Ⅰ 分析化学Ⅱ 天然物有機化学 栄養化学Ⅰ 植物工学 （応用生物科学特別講義Ⅱ）

植物保護学 有機化学Ⅲ 生物相関学 遺伝子工学 代謝工学

生化学Ⅲ 天敵微生物学 神経生物学 蛋白学

植物生理学 応用微生物学 有機合成化学

免疫生物学 生理活性物質化学 生体高分子利用学

科学英語 農薬化学

（応用生物科学特別講義Ⅰ） 植物病原微生物学

（応用生物科学特別講義Ⅱ） 昆虫生理学

応用生物科学実習 国際展開力科目Ⅰ

国際展開力科目Ⅱ

TATⅡ化学実験 TATⅡ化学実験 応用生物科学共通実験Ⅰ 応用生物科学専門実験Ⅱ

TATⅡ生物学実験 TATⅡ生物学実験 応用生物科学共通実験Ⅱ 応用生物科学専門実験Ⅲ

応用生物科学専門実験Ⅰ 応用生物科学専門実験Ⅳ

応用生物科学専門実験Ⅴ

応用生物科学専門実験Ⅵ

リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目

＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目

＊日本事情科目 ＊日本事情科目 ＊日本事情科目 ＊日本事情科目 科学英語論文演習Ⅰ ＊日本事情科目

卒業論文 科学英語論文演習Ⅱ

卒業論文

Ａ

B

C

D

 ※　観点の（A），（B），（C），（D）はそれぞれディプロマ・ポリシーの観点に対応する。

観点
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

（ ）は隔年開講科目。

*日本語科目、日本事情科目は留学生対象科目。
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応用生物科学科 
カリキュラム・フローチャート 



 

A B C D A B C D

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○

○ ○ ●

○ ○

○ ○ ●

○ ○

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ○ ●

○ ● ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○

学

科

基

礎

科

目

地球化学

環境植物学

生態系管理学

紙パルプ科学

環境資源科学実習A

環境資源科学特別講義I

資源材料力学

環境資源科学特別講義II

代謝生化学

微生物生理生態学

森林実習

機器分析学II

環境情報解析学

環境気候学

環境アセスメント学

環境資源有機化学

機器分析学I

環境資源科学特別講義IV

水溶液化学

環境資源科学特別講義V

資源高分子物理学

環境資源科学特別講義VI

環境統計解析学演習

森林・林業論

森林資源科学

環境分子生物学

環境資源科学実習B

植物組織形態制御学

TATⅠ化学

エコマテリアル学

TATⅠ生物学

環境土壌学

住環境構造学

環境分析化学

ライフサイクルアセスメント

環境計測学

物質生化学

TATⅡ地学実験

情報処理学

環境毒性学

TATⅠ数学

資源高分子化学

TATⅡ生物学

観 点

大学導入科目

住環境学

自校教育

資源リサイクル学

科学技術と社会

地圏環境学

共生人文社会科学A

TATⅠ物理学

環境資源科学実験IV（地学）

学

科

専

門

科

目

学

科

基

礎

科

目

大気環境学

共生人文社会科学B

海洋環境学

リテラシー科目

大気化学

環境資源科学特別講義III

資源分解・廃棄学

環境資源熱力学

環境活動指導法

木質資源物理学

科学英語論文講読

樹木生態生理学

卒業論文

区

分
授 業 科 目

観 点 区

分
授 業 科 目

スポーツ健康科学科目

木質資源化学

生分解学

森林資源利用学

森林資源形成学

TATⅡ数学

環境汚染化学

TATⅡ物理学

環境微生物学

TATⅡ化学

生態系生態学

＊日本語科目

陸水環境学

＊日本事情科目

観点(D)

環境資源科学実験I（物理学応用）

環境資源科学実験II（化学応用）

環境資源科学実験III（生物学応用）

１．学士課程の卒業にあっては、以下の点に到達していることを方針とする。

ディプロマ・ポリシー

環境や資源問題を理解するために必要な自然科学の基礎知識を身につけていること。

人類が直面する食料・生命・資源・環境問題に関わる世界水準の自然科学研究を理解でき、科学的に思考する力を有していること。

観点(A)

観点(B)

観点(C) 環境と資源の科学に必要な基礎的技能・技術を習得していること。

環境資源問題に関わる幅広い見識をもち、異なる文化の人々ともコミュニケートできる力を備えていること。

全

学

共

通

教

育

科

目

●と○がある場合は●は主たる関与であることを示す。

*日本語科目、日本事情科目は留学生対象科目。
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環境資源科学科 
カリキュラムマップ 



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

共生人文社会科学A 共生人文社会科学A TATⅡ数学 TATⅡ数学 共生人文社会科学A 共生人文社会科学A 学部共通専門科目 学部共通専門科目

共生人文社会科学B 共生人文社会科学B TATⅡ物理学 TATⅡ化学 共生人文社会科学B 共生人文社会科学B 科学英語論文購読 卒業論文

TATⅠ数学 TATⅠ数学 TATⅡ化学 TATⅡ生物学 代謝生化学 機器分析学Ⅱ 卒業論文

TATⅠ物理学 TATⅡ物理学 TATⅡ生物学 TATⅡ地学 機器分析学Ⅰ 環境情報解析学

TATⅠ化学 TATⅡ化学 TATⅡ地学 物質生化学 水溶液化学 環境気候学

TATⅠ生物学 TATⅡ生物学 環境資源熱力学 資源材料力学 資源高分子物理学 学部共通専門科目

地球化学 TATⅡ地学 森林資源科学 学部共通専門科目 環境資源有機化学

生態系管理学 環境分析化学
学部共通専門科目

木質資源物理学

環境計測学 樹木生態生理学

微生物生理生態学

学部共通専門科目

自校教育 資源リサイクル学 大気化学 資源高分子化学 生分解学 紙パルプ科学 科学英語論文購読 卒業論文

住環境学 地圏環境学 木質資源化学 植物組織形態制御学 森林資源利用学 住環境構造学 卒業論文

大気環境学 陸水環境学 エコマテリアル学 森林資源形成学 ライフサイクルアセスメント

海洋環境学 環境毒性学 環境土壌学 環境植物学 資源分解・廃棄学

環境汚染化学 森林・林業論

環境微生物学 環境分子生物学

生態系生態学 環境アセスメント学

環境資源科学特別講義Ⅰ

環境資源科学特別講義Ⅱ

環境資源科学特別講義Ⅲ

環境資源科学特別講義Ⅳ

環境資源科学特別講義Ⅴ

環境資源科学特別講義Ⅵ

科学技術と社会 環境資源科学実習B 環境資源科学実験Ⅰ（物理学応用） 森林実習 科学技術と社会 環境統計解析学演習 科学技術と社会

情報処理学 環境資源科学実験Ⅱ（化学応用） 環境資源科学実験Ⅲ（生物学応用） 環境活動指導法 卒業論文

環境資源科学実習A 環境資源科学実験Ⅳ（地学） 卒業論文

大学導入科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目

リテラシー科目 スポーツ健康科学科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目

スポーツ健康科学科目 ＊日本語科目 ＊日本事情科目 ＊日本事情科目 科学英語論文講読 ＊日本事情科目

＊日本語科目 ＊日本事情科目 卒業論文 卒業論文

＊日本事情科目

Ａ

B

C

D

 ※　観点の（A），（B），（C），（D）はそれぞれディプロマ・ポリシーの観点に対応する。

観点
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

*日本語科目、日本事情科目は留学生対象科目。
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環境資源科学科 
カリキュラム・フローチャート 



  

A B C D A B C D

○ ● ○ ○

○ ● ○

○ ● ○

○ ● ○

共生人文社会科学B ○ ● ○

○ ● ○

○ ● ○ ○

○ ● ○ ○

○ ○ ●

○ ● ○

○ ● ○

○ ● ○

○ ● ○

○ ● ○ ○

○ ● ○

○ ● ○

○ ● ○ ○

○ ● ○ ○

○ ● ○ ○

○ ● ○ ○

○ ● ○ ○

○ ● ○ ○

○ ● ○

○ ● ○ ○

○ ● ○ ○

○ ● ○ ○

○ ○ ○ ○ ●

○ ● ○ ○

○ ● ○

○ ● ○

○ ● ○

○ ● ○

○ ○ ○ ● ● ○

○ ● ○

○ ● ○

● ○ ○ ● ○

● ○ ○ ● ○

● ○ ● ○

● ○ ○ ● ○

● ○ ● ○

● ○ ● ○ ○

● ○ ● ○ ○

● ○ ○ ● ○ ○

地域生態システム学Ⅱ

全

学

共

通

教

育

科

目

学

科

共

通

科

目

ECO-TOPインターンシップⅠ

生態・環境情報工学

パ

ッ

ケ

ー

ジ

科

目

・

推

奨

科

目

１．学士課程の卒業にあっては、以下の点に到達していることを方針とする。

ディプロマ・ポリシー

広範囲に及ぶ生命・食料生産・環境に関わる課題に取り組むための幅広い基礎学力を身につけ、異なる文化の人々とも円滑にコミュニケーションができる能力を持っていること。

森林・農村・都会を連続した地域と捉え、農の営みや自然と人間活動の多様な関係を対象として、自然科学と人文社会科学の協働による地域管理・計画に関する知識を身につけ、食料・生

命・資源・環境に関わる世界水準の自然科学・社会科学研究が理解できていること。

観点(A)

観点(B)

観点(C) 人類が直面する食料・生命・資源・環境問題等の課題に対して、科学的な解決方法を構想できていること。

農林水産業および食品・生命科学関連産業の意義と重要性を理解し、高い倫理性を持って、その発展に寄与することをめざした行動ができていること。

区

分
授 業 科 目

観 点 区

分
授 業 科 目

観点(D)

空間情報学

土壌生態管理学

リテラシー科目 森林計画学

スポーツ健康科学科目 山地保全学

環境文化史TATⅡ地学

比較心理学

TATⅡ数学 農村地域計画学

TATⅡ物理学 農業機械学

TATⅡ化学 エコマテリアル

観 点

大学導入科目 サステイナブルツーリズム論

自校教育 農業経済学

科学技術と社会 農の共生学

共生人文社会科学A

TATⅠ物理学 応用力学

TATⅠ化学 土質力学

TATⅠ生物学 水理学

＊日本語科目 森林生産システム学

＊日本事情科目 GISの基礎と演習

TATⅠ数学 樹木学

TATⅡ生物学 環境哲学

フィールド安全管理学 造園学

情報処理学 動物環境生理学

インターンシップ リモートセンシング論

動物生態学

地域生態システム学特別演習Ⅰ 農村社会論

地域生態システム学特別演習Ⅱ 健康アメニティ論

地域生態システム学特別演習Ⅲ インタープリテーション技術

地域生態システム学セミナー

ECO-TOPインターンシップⅡ

森林施設工学

卒業論文

砂防工学

パ

ッ

ケ

ー

ジ

科

目

・

推

奨

科

目

生物多様性保全学

森林立地学

水資源管理論

農地工学

地域社会システム計画論

地域生態システム学Ⅰ

環境公法

地域生態システム学Ⅲ 環境経済学

地域生態システム学実習Ⅰ 持続可能な開発のための教育(ESD)

地域生態システム学実習Ⅱ 農業経営学

森林生態学

熱工学

水文学

構造解析学

土壌物理学 環境教育学

地盤工学

人と動物の関係論

生物生産環境学Ⅰ

測量学

生物生産環境学Ⅱ

植生管理学

機械基礎工学

地域パートナーシップ論 環境倫理学
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地域生態システム学科 
カリキュラムマップ 



 

A B C D

● ○ ○

● ○ ○

● ○ ○

● ○ ○

● ○

● ○ ○

● ○ ○

● ○

● ○ ○

● ○ ○

● ○

● ○ ○

● ○

● ○

● ○

● ○

● ○

● ○ ○

● ○ ○

● ○ ○

● ○ ○

● ○ ○

● ○ ○

● ○

● ○

● ○

○ ●

○ ●

○ ●

○ ●

○ ●

○ ●

○ ●

○ ●

○ ●

○ ●

○ ●

○ ● ○

○ ● ○

○ ● ○

○ ● ○

○ ● ○

○ ● ○

○ ● ○

○ ● ○

○ ● ○

○

区

分
授 業 科 目

観 点

野生動物保全技術論

景観生態学

比較行動学

植生学

野生動物保全学

持続的森林管理論

作物栽培学

共生社会思想

国際開発論

地方自治論

パ

ッ

ケ

ー

ジ

科

目

・

推

奨

科

目

共生福祉論

地域環境社会学

国際協力論

農業市場学

水利施設工学

土壌物質動態学

動物福祉論

環境生理生態学

森林施業論

森林政策学

循環資源利用学概論

農産プロセス工学

灌漑排水工学

バイオマス利用論

農業環境工学実習

森林生産システム学実習

農業環境工学実験Ⅱ

CAD設計演習

植生管理学実習

育林学実習

山地保全・砂防計画学実習

森林保護学

空間情報学実習

土地利用学

学部共通専門科目

比較行動学実験・実習

森林保護・樹木医学実習

森林土壌学実験・実習

実

験

・

実

習

科

目

測量学実習

地域社会システム調査実習

森林計画学実習

山地測量学実習

応用水理学

農村地域計画学演習

野生動物保全学実習

樹木学実習

農業環境工学実験Ⅰ

●と○がある場合は●は主たる関与であることを示す。

*日本語科目、日本事情科目は留学生対象科目。
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

共生人文社会科学A 共生人文社会科学A TATⅡ数学 TATⅡ数学 共生人文社会科学A 共生人文社会科学A 持続的森林管理論 学部共通専門科目

共生人文社会科学B 共生人文社会科学B TATⅡ物理学 TATⅡ化学 共生人文社会科学B 共生人文社会科学B 作物栽培学

TATⅠ数学 TATⅠ数学 TATⅡ化学 TATⅡ生物学 地域生態システム学セミナー 野生動物保全技術論 土地利用学

TATⅠ物理学 TATⅡ物理学 TATⅡ生物学 TATⅡ地学 農村社会論 景観生態学 学部共通専門科目

TATⅠ化学 TATⅡ化学 TATⅡ地学 農の共生学 健康アメニティ論 植生学

TATⅠ生物学 TATⅡ生物学 測量学 空間情報学 造園学 野生動物保全学

地域生態システム学Ⅰ TATⅡ地学 植生管理学 土壌生態管理学 動物環境生理学 環境生理生態学

地域生態システム学実習Ⅰ 地域生態システム学実習Ⅱ 森林生態学 森林計画学 リモートセンシング論 森林施業論

生物多様性保全学 水文学 山地保全学 森林施設工学 森林政策学

水資源管理論 土壌物理学 森林生産システム学 砂防工学 循環資源利用学概論

地域社会システム計画論 地域パートナーシップ論 樹木学 森林立地学 農産プロセス工学

人と動物の関係論 サステイナブルツーリズム論 応用力学 農地工学 灌漑排水工学

地域生態システム学Ⅱ 農業経済学 土質力学 地盤工学 水利施設工学

地域生態システム学Ⅲ 水理学 生物生産環境学Ⅰ 土壌物質動態学

学部共通専門科目 農村地域計画学 機械基礎工学 動物福祉論

農業機械学 熱工学 共生社会思想

エコマテリアル 構造解析学 国際開発論

環境哲学 生態・環境情報工学 地方自治論

環境文化史 環境教育学 生物生産環境学Ⅱ

環境公法 環境倫理学 学部共通専門科目

環境経済学 比較心理学 学部共通専門科目

持続可能な開発のための教育(ESD) 比較行動学 森林保護学

農業経営学 地域環境社会学

動物生態学 国際協力論

学部共通専門科目 農業市場学

共生福祉論 バイオマス利用論

学部共通専門科目

科学技術と社会 測量学実習 GISの基礎と演習 育林学実習 科学技術と社会 科学技術と社会

フィールド安全管理学 地域社会システム調査実習 森林計画学実習 山地保全・砂防計画学実習 地域生態システム学特別演習Ⅰ

情報処理学 空間情報学実習 樹木学実習 森林土壌学実験・実習

山地測量学実習 農業環境工学実験Ⅰ 森林生産システム学実習

植生管理学実習 農業環境工学実習 農業環境工学実験Ⅱ

水理学演習 CAD設計演習

農村地域計画学演習

野生動物保全学実習

比較行動学実験・実習

森林保護・樹木医学実習

自校教育 インターンシップ インターンシップ インターンシップ インターンシップ 地域生態システム学特別演習Ⅱ インターンシップ

ECO-TOPインターンシップⅠ ECO-TOPインターンシップⅠ ECO-TOPインターンシップⅠ ECO-TOPインターンシップⅠ インターンシップ ECO-TOPインターンシップⅠ

ECO-TOPインターンシップⅡ ECO-TOPインターンシップⅡ ECO-TOPインターンシップⅡ ECO-TOPインターンシップⅡ ECO-TOPインターンシップⅠ ECO-TOPインターンシップⅡ

ECO-TOPインターンシップⅡ

大学導入科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目 リテラシー科目

リテラシー科目 スポーツ健康科学科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目

スポーツ健康科学科目 ＊日本語科目 ＊日本事情科目 インタープリテーション技術 ＊日本事情科目 ＊日本事情科目

＊日本語科目 ＊日本事情科目 地域生態システム学特別演習Ⅲ

＊日本事情科目 卒業論文

Ａ

B

C

D

※　観点の（A），（B），（C），（D）はそれぞれディプロマ・ポリシーの観点に対応する。

観点
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

*日本語科目、日本事情科目は留学生対象科目。
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地域生態システム学科 
カリキュラム・フローチャート 



  

A B C D A B C D

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○

○

○

○

総合参加型臨床実習Ⅱ

蠕虫・蠕虫病・衛生動物学

総合参加型臨床実習Ⅲ

寄生虫学実習

総合参加型臨床実習Ⅳ

病

態

獣

医

学

科

目

群

微生物学総論

画像診断実習

病原微生物学

眼科学

微生物学実習

動物行動治療学

免疫学

総合参加型臨床実習Ⅰ

原虫・原虫病学 臨床栄養学

専

門

教

育

科

目

基

盤

獣

医

学

科

目

基

礎

獣

医

学

科

目

群

獣医学概論

野生動物学

臨床腫瘍学

統合薬理学

消化器病学

薬理学実習

画像診断学

獣医基礎生化学

泌尿器病・生殖器病学

獣医代謝生化学

臨床病理学

生化学実習

臨床薬理学

神経病・運動器病学

代謝病・中毒学

実験動物学実習

血液免疫病学

基礎放射線学

生理学実習

小動物外科学実習・基礎編

獣医遺伝育種学

小動物外科学実習・応用編

動物行動学

内分泌病・皮膚病学

基盤薬理学

獣医倫理

食品衛生学

獣医事法規

食品衛生学実習

運動器・神経系解剖学

公衆衛生実践実習

内臓・脈管系解剖学

実

証

獣

医

学

科

目

小

動

物

臨

床

獣

医

学

科

目

群

内科学総論

解剖学実習

統合生理学

軟部外科学

器官制御生理学

小動物内科学実習・基礎編

内分泌学

小動物内科学実習・応用編

呼吸器病・循環器病学

組織学

組織学実習

外科学総論

発生学

麻酔学・手術学

実験動物学

観 点

大学教育導入

専

門

教

育

科

目

基

盤

獣

医

学

科

目

病

態

獣

医

学

科

目

群

動物感染症学

スポーツ健康 家禽疾病学

外国語

環境衛生学

公衆衛生学実習

毒性学

毒性学実習

持続可能な環境・社会 病理学実習

理数系アドバンス

応

用

獣

医

学

科

目

群

公衆衛生学総論

＊日本語科目 疫学

＊日本事情科目 人獣共通感染症学

動物衛生学

動物衛生学実習

１．学士課程の卒業にあっては、以下の点に到達していることを方針とする。

ディプロマ・ポリシー

獣医師としての任務を遂行するため、高度な専門的知識のみならず、低学年次からの導入教育により論理性や倫理性を兼ね備えた高い行動規範を持つこと。

動物の健康・福祉、公衆衛生などに関する実践力を兼ね備えた、基礎的な知識・技能を持つこと。

全

学

共

通

教

育

科

目

観点(A)

観点(B)

観点(C)

観点(D)

生命現象の解明を基盤とする生命科学や応用開発等において、獣医学を基礎とした問題解決能力を持つこと。

地球規模での感染症や畜産物の安全確保などに対して貢献する、知識・技能を持つこと。

科目区分 授 業 科 目
観 点

科目区分 授 業 科 目

魚病学

人文社会科学 動物病理学総論

理数系基礎 動物病理学各論A（主要臓器）

外国語アドバンス 動物病理学各論B（他臓器・組織）
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共同獣医学科 
カリキュラムマップ 



 

A B C D

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

食品安全管理学

動物園動物学

国際感染症制御学

動物病院経営学

専

門

教

育

科

目

実

証

獣

医

学

科

目

大

動

物

臨

床

獣

医

学

科

目

群

繁殖機能制御学

臨床繁殖学

繁殖機能制御学実習

臨床繁殖学実習

産業動物臨床学Ⅰ

産業動物臨床学Ⅱ

馬臨床学

大動物臨床実習･基礎編

大動物臨床実習･応用編

総合参加型臨床実習Ⅴ

総合参加型臨床実習Ⅵ

選

択

科

目

インターンシップ

海外実習

人と動物関係学

動物品種論

専修

科目

獣医学演習

卒業研究

科目区分 授 業 科 目
観 点

*日本語科目、日本事情科目は留学生対象科目。

- 14 - 



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

大学教育導入 スポーツ健康 外国語 外国語

スポーツ健康 外国語 人文社会科学 持続可能な環境・社会

外国語 人文社会科学 理数系基礎 理数系アドバンス

人文社会科学 理数系基礎 理数系アドバンス

理数系基礎 外国語アドバンス

外国語アドバンス 持続可能な環境・社会

持続可能な環境・社会 理数系アドバンス

理数系アドバンス 獣医倫理

獣医学概論

発生学 運動器・神経系解剖学 内臓・脈管系解剖学 内分泌学 統合薬理学 病理学実習 消化器病学 内分泌病・皮膚病学 代謝病・中毒学

解剖学実習 解剖学実習 獣医代謝生化学 免疫学 呼吸器病・循環器病学 軟部外科学 神経病・運動器病学 血液免疫病学

組織学 器官制御生理学 生化学実習 蠕虫・蠕虫病・衛生動物学 麻酔学・手術学 臨床繁殖学 臨床薬理学 泌尿器病・生殖器病学

組織学実習 生理学実習 基盤薬理学 寄生虫学実習 小動物内科学実習・基礎編 臨床繁殖学実習 画像診断学 臨床腫痬学

統合生理学 動物行動学 薬理学実習 臨床病理学 小動物外科学実習・基礎編 動物行動治療学 画像診断実習 臨床栄養学

獣医遺伝育種学 実験動物学実習 病原微生物学 動物病理学各論Ａ（主要臓器） 繁殖機能制御学 産業動物臨床学Ⅱ 大動物臨床実習・基礎編 眼科学

実験動物学 基礎放射線学 微生物学実習 病理学実習 繁殖機能制御学実習 馬臨床学

人と動物関係学 獣医基礎生化学 原虫・原虫病学 内科学総論 動物病理学各論B（他臓器・組織）

微生物学総論 動物品種論 外科学総論 産業動物臨床学Ⅰ

微生物学実習 動物病理学総論

食品安全管理学 獣医事法規 総合参加型臨床実習Ⅰ 総合参加型臨床実習Ⅲ 総合参加型臨床実習Ⅴ 卒業研究

小動物内科学実習・応用編 総合参加型臨床実習Ⅱ 総合参加型臨床実習Ⅳ 総合参加型臨床実習Ⅵ

小動物外科学実習・応用編 大動物臨床実習・応用編 卒業研究 卒業研究

動物病院経営学 獣医学演習

獣医学演習

＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 ＊日本語科目 インターンシップ インターンシップ

＊日本事情科目 ＊日本事情科目 ＊日本事情科目 公衆衛生学総論 ＊日本事情科目 動物感染症学 ＊日本事情科目 海外実習 海外実習

動物園動物学 疫学 人獣共通感染症学 家禽疾病学 魚病学 公衆衛生実践実習 公衆衛生実践実習

公衆衛生実践実習 環境衛生学 食品衛生学 インターンシップ

インターンシップ 公衆衛生学実習 食品衛生学実習 海外実習

海外実習 動物衛生学 公衆衛生実践実習 毒性学

動物衛生学実習 インターンシップ 毒性学実習

野生動物学 海外実習 公衆衛生実践実習

インターンシップ

海外実習

国際感染症制御学

公衆衛生実践実習

※　観点の（A），（B），（C），（D）はそれぞれディプロマ・ポリシーの観点に対応する。

観点
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

A

B

C

D

*日本語科目、日本事情科目は留学生対象科目。
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共同獣医学科 
カリキュラム・フローチャート 



日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9 9日 水曜日の授業を実施

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30 30日 火曜日の授業を実施

31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13 13日 月曜日の授業を実施

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18 20日 海の日：通常どおり授業実施

19 20 21 22 23 24 25 23～29日 前学期調整期間

26 27 28 29 30 31 7月30日 夏季休業

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15 夏季休業

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 夏季休業

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19 16日 秋季修了式

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 30日 前学期終了

平　　成　　 ２7　　年　　度　　前　　学　　期

学年開始、前学期開始
定期健康診断
入学式
新入生オリエンテーション
授業開始

昭和の日：通常どおり授業実施

学　部　年　間　予　定

9

１日
3～6日

7日
８日
9日

29日

7月30日
 ～9月30日

7月30日
 ～9月30日

5

4

6

7

8

１．基本的事項 

（１） 学年と学期 

  学年は，４月１日に始まり翌年３月３１日に終わります。学年を分けて前学期，後学期の２学期と 

 し，前学期は４月１日から９月３０日まで，後学期は１０月１日から翌年３月３１日までとします。 

 

（２） 平成２7年度学年暦 
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●Ⅰ．授業について● 



：土日・祝日 ：休業期間

：調整期間 ：土曜開講日 及び 祝日の授業実施日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17 12日 体育の日：通常どおり授業実施

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14 13～15日 学園祭

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28 23日 勤労感謝の日：通常どおり授業実施

29 30 28日 金曜日の授業を実施

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9 5日 授業開始

10 11 12 13 14 15 16 15日 センター試験準備のため休講

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 2日～8日 後学期調整期間

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26 25日 卒業式

27 28 29 30 31 31日 学年終了、後学期終了

平　　成　　 ２7　　年　　度　　後　　学　　期

10

学　部　年　間　予　定

11

冬季休業

12

後学期開始
授業開始
秋季入学式

1日
2日
7日

春季休業

2月9日
 ～3月31日

春季休業

3

12月23日
  ～１月4日

1

2
2月9日

 ～3月31日
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 ※学年暦に変更があった場合は，本館掲示板に変更点を掲示します。 

  なお，学年暦は毎年更新されます。平成28年度以降の学年暦は，WEB掲示板および本学ホーム 

  ページに掲載します。 



（３） 授業時間割表 

  ①授業は，学期ごとに週単位で編成された授業時間割表に従って行われます。ただし，不定期開講 

   や集中講義の開講日時・場所についてはその都度WEB 掲示板で周知します。 

  ②授業時間割表は，毎学期の授業開始約１週間前に掲示するとともに各自に配付します。 

  ③授業時間割表の変更，休講，補講などがある場合は，その都度ＷＥＢ掲示板で周知しますので， 

   必ず確認してください。 

  ④教育課程表の開講予定時期と実際の開講時期が変更されることがあります。時間割表を参照の上， 

   不明な点は教務係に問い合わせて下さい。 

 

（４） 授業時間 

 授業時間は，下記のとおりです。 

（５）交通機関の運休などによる休講 

  天災等により交通機関が運休し，または運休する予定である旨，JR 中央線・JR 武蔵野線および京 

 王線のうち２路線以上（以下交通機関という）が布告している場合，当該日の授業については次のよ 

 うに取り扱います。 

  ①午前６時までに，当該事由による交通機関の運休が解決した場合，平常通り授業を行います。 

  ②午前１０時までに，当該事由による交通機関の運休が解決した場合，午後の授業からを行います。 

  ③午前１０時を過ぎて，当該事由による交通機関の運休が解決しない場合は，午後も休講とします。 

 

  学長が登校停止を命じた場合は，次の申し合わせによります。 

※授業等における欠席の取扱いに関する申し合わせ 

～平成１９年１２月１８日大学教育委員会承認～ 

 大学が責任を負うべき措置として，学長が登校停止を命じた場合は，大学は当該学生にとっ

て不利益とならないよう配慮し，出席停止期間について次のとおり取り扱う。なお，処分によ

る登校停止は，これには含めない。 

１．授業の取扱い 

    授業については，欠席として扱わない。 

２．定期試験の取扱い 

    状況に応じ代替の試験又はレポート，中間試験若しくは出席状況等による評価を行い， 

    これをもって定期試験による評価に代える。 
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時  限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 ６時限 

時  間 

8 : 45 10 : 30 13 : 00 14 : 45 16 : 30 18 : 15 

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

10 : 15 12 : 00 14 : 30 16 : 15 18 : 00 19 : 45 

授業時間は，実験・実習・演習など特定の場合を除き，一区切90分間とします。 



（６） 学科の略号 

  授業時間割表，掲示等には，次の学科略号を用います。 

 【学科略号】 

学            科 略    号 

生  物  生  産  学  科 An 

応  用  生  物  科  学  科 Bn 

環  境  資  源  科  学  科 En 

地 域 生 態 シ ス テ ム 学 科 Rn 

共  同  獣  医  学  科  * Vn 

＊岩手大学・東京農工大学農学部共同獣医学科 

（７） 学籍番号 

  学籍番号は，履修届，試験の答案，諸証明書の発行申請などを記入する際に使用します。学籍番号 

 は，８桁で以下のような決まりで割り振られます。 

  平成２７年度（２０１５年度）入学生の学籍番号は，以下のようになります。 

１ ５ １ * * ♯ ♯ ♯ 

（入学年度）     （学部コード）     （学科コード）           （各学科連番） 

＊（学科コード） 
生 物 生 産 学 科 
応 用 生 物 科 学 科 
環 境 資 源 科 学 科 
地域生態システム学科 
共 同 獣 医 学 科 

 
： 
： 
： 
： 
： 

 
５１ 
５２ 
５３ 
５４ 
５６ 

生 物 生 産 学 科 
応 用 生 物 科 学 科 
環 境 資 源 科 学 科 
地 域 生 態 シ ス テ ム 学 科 
共 同 獣 医 学 科 

： 
： 
： 
： 
： 

１５１５１００１～ 
１５１５２００１～ 
１５１５３００１～ 
１５１５４００１～ 
１５１５６００１～ 

なお，３年次編入学生は，下３桁が５０１から割り振られます。 

 （例）平成２９年度（２０１７年度）に生物生産学科に３年次編入する者の学籍番号 

    １７１５１５０１～ 

（８） 学生への周知方法 

  ・府中地区事務部学生支援室・教務第一係・教務第二係（以下，この履修案内において「教務係」 

   という）から学生への連絡は，原則としてWEB 掲示板に掲示することにより行います。 

  ・必要と判断された場合を除いて，学生個人に直接連絡することはありません。 

  ・毎日一回はWEB 掲示板と学籍メールを確認してください。 
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１）WEB 掲示板

本学ホームページの「学生生活」から見ることができます。

学外からもアクセス可能です。

本学ホームページURL http : //www.tuat.ac.jp/
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◆ＷＥＢ掲示板では「授業関係」「奨学金・授業料免除」の他、「遺失物情報」を検索することがで
きます。
重要な掲示を見逃さないよう、各自で確認し、有効に活用してください。

◆教室変更は「時間割情報」に掲載されます。（⑤）



  ３）学籍メール 

   呼び出しなど個人宛のお知らせについては，下記メールアドレスへ送信します。 

    500《学籍番号》＠st.tuat.ac.jp 

  ２）本館掲示板配置図 

   WEB 掲示板に掲載することができないクラス分けや多量の周知内容については，本館１F 教務 

  係前に掲示をします。 

   なお，その場合は，WEB 掲示板に掲示を開始した旨のお知らせをします。 

   ＊今後掲示板の配置が変わる場合もありますので，注意してください。 

 ◆メールの確認方法や，随時受信確認を行っているメールアドレスへ転送する方法については， 

  【総合情報メディアセンター利用の手引き】を参照して下さい。 
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（９） 教務係窓口受付時間について 

  教務係窓口では，修学に関する手続・質問等を取り扱っています。 

  教務係窓口受付時間は，以下のとおりです。 

 

  受付時間(平日および土曜・祝日開講日) ８：３０～１７：１５ 

 

  授業時間と窓口受付時間とは異なります。また，授業と授業の間の休憩時間は窓口が混雑しますの 

 で，履修している授業のない時間帯に来ると，各種手続きや申し込み等の用件を早く済ませることが 

 できます。 

 

（10） 本学ホームページのアドレスについて 

  学生生活に関わる情報は本学ホームページでも随時発信しています。 

  本学ホームページＵＲＬ http : //www.tuat.ac.jp/ 

 

 

２．授業科目区分と卒業要件 

 本学農学部を卒業するためには，在学中に一定の単位を修得する必要があります。その単位数などに

ついては学則，農学部教育規則その他の申し合せ事項で規定されています。これらについては学生便覧

に記載されていますので，熟読し理解しておいてください。 

 

（１） 単位数の算定基準 

  大学では各授業科目について，その科目を履修し合格と認められた者に，定められた単位を与える 

 単位制度により授業を行っています。 

  大学設置基準には「１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを 

 標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学修等を考慮して，次 

 の基準により単位を計算するものとする」と定められています。本学では，この基準に基づき，当該 

 授業による教育効果，授業時間外に必要な学修などを考慮して，次のとおり学則で定めています。 

  １）講義科目については，１５時間の授業をもって１単位とする。 

  ２）外国語，体育実技，演習科目などについては，３０時間の授業をもって１単位とする。 

  ３）実験・実習科目などについては，４５時間の授業をもって１単位とする。 

  従って，「１単位の授業を４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とする」 

 ということは，２単位の講義科目では３０時間の授業と，自ら行う６０時間の予習・復習が必要とな 

 ります。なお，本学では，授業時間割上の１コマ（９０分の授業）を２時間としていますので，２単 

 位の授業科目では９０分の講義が１５回行われます。 

  このように単位の修得のためには，教室内での授業の他に自主的な学修が不可欠となっていますの 

 で，履修計画には上記のことを十分留意してください。 
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（２） 授業科目の区分 

  １）教育課程上の授業科目区分 

   本学部の教育課程は，全学共通教育科目，専門科目および開放科目からなっています。各科目区 

  分の教育目的は次のとおりです。 

   ①全学共通教育科目（P.３２～） 

    自然科学基礎教育のための「TATⅠ・Ⅱ」科目と教養教育科目からなります。 

   ②専門科目（P.３６～） 

    主に学科の教育目的に即して専門の学術を修得するための科目です。 

    なお，専門科目の中には，すべての学科に共通する科目（学部共通専門科目）が含まれます。 

   ③開放科目（P.４８） 

    成績が優秀で大学院への進学意欲のある学部４年次生に対して開講される学府の授業科目です。 

  ２）開講上の形態による授業区分 

   教育課程上の授業科目を開講上の形態から，通常科目，通年科目，集中授業科目，卒業論文に分 

  けて示す場合があります。 

   ①通常授業科目は，前学期または後学期のいずれかで履修する科目です。 

   ②通年科目は，前学期から後学期にまたがって１年間で履修する科目です（ただし，共同獣医学 

    科では２年間の通年科目もあります）。 

   ③集中授業科目は，一定期間に集中してまたは不定期に行われる科目です。 

   ④卒業論文は，学科で開講期間が異なりAn は３年後学期から１年半，Bn・En は４年前学期か 

    ら１年間の開講となります。Rn は履修案内P.７３を参照してください。 

 

（３） 卒業について 

  １）卒業要件 

   卒業の要件は，次のとおりです。 

   ①修業年限を満たす。 

   ②卒業に必要な所定の授業科目の単位を修得する。 

  ２）卒業要件を満たすには 

   履修に関する相談は，教務係窓口および学科教育委員が受けますが，卒業要件の確認は学生個人 

  の責任で行われるべきものです。以下を参照し，年度毎に履修計画を見直し，卒業に必要な科目お 

  よび単位数に不足がないか確認してください。 

   ①学生便覧，履修案内の教育課程表および所属学科のページを熟読する。 

   ②正しく履修登録し，単位を修得する。 

   ③成績表，履修案内を参考に修得科目，単位数および不足単位等を確認する。 

  ３）卒業に必要な最低修得単位数 

   卒業するためには下記表に記載されている単位数が最低でも必要となります。なお，単位数以外 

  にも学科によって必修，選択必修および選択科目などの最低修得条件がありますので，履修案内の 

  教育課程表を必ず参照してください。 
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 ※自由選択単位に充当できる単位は下記のようになります。 

  ①自分の所属する学科が指定した各科目区分の卒業に必要な最低修得単位数を超えて修得した単位 

  ②自分の所属する学科が指定したカリキュラム以外で修得した単位 

  ただし，自由選択単位に充当できない授業科目もありますので注意して下さい。 

   例） 教職課程，博物館学芸員課程など 
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  ４）早期卒業 

   本学の標準修業期間は４年（共同獣医学科は６年）となっていますが，２年次後学期までの全学 

  期において成績優秀者（履修案内P.２５）として認定され，２年次後学期までの必修科目をすべて 

  修得済みである場合，早期卒業の申請をすることができます。早期卒業を認められた学生は，３年 

  以上の在学期間で卒業が可能となり，標準修業期間より短い期間で大学院への進学や新卒としての 

  就職が可能になります。 

   早期卒業対象者で申請を希望する学生は，３年次前学期開始時に教務係まで申し出てください。 

  ただし，下記の学生は早期卒業対象者となりません。 

   ①共同獣医学科学生 

   ②編入・転入・再入学者 

   ③転学部・転学科者 

   ④入学前既修得科目認定者 

   ⑤入学前在籍期間認定者 

 



  ５）６月・９月卒業 

   修業年限を満たし，なおかつ農学部で定められている所定の要件を満たした者は６月・９月卒業 

  の申請をすることができます。希望する学生は，学科教育委員と相談の上，所定の期日までに教務 

  係に申請してください。 

  ６）成績不振学生の取り扱い 

   留年した学生および卒業の見込みがない学生については，入学時に申請している連帯保証人へ学 

  業状況を通知します。なお，卒業の見込みがない学生とは，各学科で定められた基準（履修案内 

  P.９０）を満たさない学生であり，４年次５月中旬以降に発行できる『卒業見込証明書』の発行が 

  できません。 

 

 

３．GPA 制度およびCAP 制度について 

 GPA（単位あたりの評価平均値）制度は履修した科目の成績の評価を具体的な数値としてあらわす制

度であり，GPAを利用することにより到達目標や学習時間の設定などを計画的に行うことができます。

また，多くの科目について広く浅く学修するのではなく，精選した科目について十分な予習・復習の時

間を使って深く学修し，内容を真に身につけることを目的にCAP 制度を導入しています。 
 

（１） GPA（Grade Point Average）制度 

  履修登録した各科目の成績を５段階（S，A，B，C およびD）評価して，それぞれに４，３，２， 

 １および０の評価点を与え，各科目の評価点に単位数を乗じた合計を履修登録した科目の単位数の合 

 計で除して算出した値です。計算式は以下のようになります。 
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（授業科目の評価点×単位数）の総和 
授業科目の履修登録単位数 

※（授業科目の評価点×単位数）の総和をGPT (Grade Point Total) という。 

  GPA には，D 評価の履修登録単位数も計算式の分母に含まれます。例えば履修を途中で放棄してD  

 評価された科目がある場合は，GPA の値が大きく低下します。 

  GPA 対象科目の得点計算は，原則としてひとつの学期の終了時にその学期に行われた授業（GPA  

 対象科目）について行います。ただし，集中講義科目については，授業が行われた学期ではなく次の 

 学期のGPAとして計算します。また，通年科目については，授業が最終的に終了した学期のGPA と 

 して計算します。 

  下記の授業科目はGPA の対象科目になりません。 

  ・入学前既修得認定科目 

  ・他大学単位互換科目 

  ・教職課程の教職に関する科目 

  ・博物館学芸員課程科目 

  ・開放科目 

 

（２） 成績優秀者 

  学期中にGPA 対象科目を２０単位以上修得し，当該学期のGPA が３．５以上である学生は，成績 

 優秀者と認定されます。ただし，下記の学生は成績優秀者に認定されません。 

  ①再入学・転入学・編入学等により入学した学生。 

  ②本学の単位として認定された「入学前既修得科目単位（学生が本学入学以前に他大学等で修得し 

   た単位）」が２０単位を超える学生。 



（３） CAP 制度 

  CAP 制度とは１学期に履修登録できる単位数に上限を定めた制度です。 

  ただし，編入学により入学した学生にはCAP 制度は適用されません。 

  本学では，履修登録できる授業科目の単位数（合計単位数）の上限は，１学期あたり２６単位です。 

 しかし，成績優秀者として認定された学生は，認定対象となった学期の次の学期には１学期あたり３ 

 ０単位まで履修することができます。 

  ◎１学期あたり２６単位まで，成績優秀者として認定されたなら３０単位まで履修登録可能 

  CAP 制度の対象となる授業科目は，卒業要件の単位となる通常授業科目に限ります。下記の授業 

 科目はCAP制度の対象にはなりません。 

  ・集中講義科目（時間割表欄外に記載の集中講義科目および不定期開講科目） 

  ・通年科目 

  ・卒業論文 

  ・農学部特別講義Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（ ） 

  ・外国語検定等による認定科目 

  ・入学前既修得認定科目 

  ・他大学単位互換科目 

  ・共同獣医学科の実習科目 

  ・教職課程の教職に関する科目 

  ・博物館学芸員課程科目 

  ・開放科目 

 

（４） 卒業要件・GPA・CAP 対応表 

  科目区分における卒業要件・GPA・CAP 対応表は下記のとおりです。 

  なお，外国語検定等による認定科目，入学前既修得認定科目および他大学単位互換科目には卒業要 

 件認定単位数には上限があります。 
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  科  目  区  分   卒業要件 GPA CAP 備        考 

  通 常 の 科 目   ○ ○ ○   

  集 中 授 業 科 目 
( 不 定 期 開 講 科 目 を 含 む ) 

  ○ ○ × GPAは終了学期に算入 

  通 年 科 目   ○ ○ × GPAは終了学期に算入 

卒 業 論 文   ○ ○ × GPAは終了学期に算入 

農学部特別講義Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（ ）   ○ ○ × 

  外国語検定等による認定科目   ○ ○ ×   

  入 学 前 既 修 得 認 定 科 目   ○ × ×   

  他 大 学 単 位 互 換 科 目   ○ × ×   

  教職課程の教職に関する科目   × × ×   

  博 物 館 学 芸 委 員 課 程 科 目   × × ×   

  共 同 獣 医 学 科 の 実 習 科 目   ○ ○ ×   

  開 放 科 目   × × ×   



４．履修手続きについて 

（１） 履修とは 

  『履修』とは決められた教育課程を習い修めることで，『履修登録』から『単位修得』までの一連 

 の流れのことをいいます。『履修登録』とは，農学部が定めるルールに従って，学生各自が履修を希 

 望する科目を『履修登録』し，かつ履修登録内容確認期間内に本人が責任を持って『履修登録結果を 

 確認』する手続きです。 
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（２） 履修登録の期間 

  平成２7年度の履修登録期間は下記の日程を予定しています。次年度からの履修登録期間は掲示板に 

 掲示するので必ず確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ※確認および修正期間中に必ず「履修登録確認表」を受け取り，登録内容に漏れや誤りがないかどう 

  か，確認してください。ｗeb上での登録ミスにより単位が認定されない事例がみられるので「履修 

  登録確認表」によるチェックは重要です。 

登録学期
授業開講形態の

区分（注）
登録期間 確認及び修正期間 備考

平成27年度
前学期

　・通常科目
　・通年科目
　・集中授業科目
　・教職科目

４月9日～22日 4月24日～30日

平成27年度
後学期

　・通常科目
　・集中授業科目
　・教職科目

10月2日～15日
（予定）

10月19日～23日
（予定）

※日程変更がある
場合は、掲示しま
す。

合格し、単位を修得する

教育課程表を理解する

履修計画（時間割）を作成する

履修登録（web）を行う

履修登録の結果を確認する

履修登録した科目の授業を受ける

成績評価を受ける

履修

履修登録
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（３） 履修登録の手順 

  履修手続きは，次の手順に従って行ってください。 

 ※ｗeb履修登録の方法については，Ｐ.10８のSPICA基本操作手順（学生用）を参照して下さい。 

  また，卒業年次の後期など，履修登録の必要がない場合でも，ｗeb 履修手続は必要になります 

 （Ｐ.11６参照）。 

『学生便覧』 『履修案内』 『時間割』 『シラバス』等を参照し

履修計画をたてる。

授業に出席し、シラバスの内容の説明を聞いてから履修科目

を決定する。

履修計画表に履修を希望する科目の時間割番号を授業時間

割表を参照して全て記入する。

学務情報システムSPICA（ｽﾋﾟｶ）を利用して

Web履修手続を行う。

教務係で配布する「履修登録確認表」を受取り、自分が登録

した科目が登録されているか確認する。

履修登録完了

「履修登録確認表」を

卒業まで保管する。

履修登録完了

Web履修時間割で確認

する。

SPICA（ｽﾋﾟｶ）を利用し

履修修正を行う。

ミス

なし

ミス

あり

授業開始

履修登録期間

履修登録確認

・修正期間

履修登録完了

履修登録

修正期間

履修登録完了

Web履修時間割で確認

する。

（履修登録修正があった場合）

（４） 他学科履修の取扱いについて 

  １）他学科科目の履修の取扱いは下記の通りです。 

科目区分 履修条件 

全学共通教育科目 原則自学科 

他 学 科 専 門 科 目 自由選択として履修する場合，授業担当教員に許可を得て下さい。 

＊共同獣医学科の岩手大学開講科目は履修できません。 
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  ２）授業担当教員に許可を得る場合に，他学科・他学部科目履修願を受理してもらって下さい。 

  ３）他学科専門科目の同一名称科目であっても，自学科専門科目として振替ることはできません。 

  ４）他学科専門科目の同一名称科目を自由選択科目として修得した場合，自学科専門科目の同一名 

    称科目を履修することはできません。 

 

（５） 他学科・他学部科目履修願 

  授業担当教員の許可があれば履修することができます。ただし，他学部科目については学科教育委 

 員に相談してください。 

  履修を希望する場合は，履修願（下記参照）を授業担当教員に直接渡してください。履修許可を得 

 た科目は，履修登録を行ってください。 

（担当教員提出用）　　　教員各位：履修を許可する場合は受理し、授業終了まで保管してください。

受 講 学 科
年　　　 次

曜日 学科 

時限 年次 

　　　　　　　学科　　平成　　　年度入学　　　年次

 学籍番号（　　　　　　） 氏名

東京農工大学農学部

時間割番号 履　修　科　目 単位数 履修時間帯 担当教員名

　平成　　　年度　　　学期　　他学科・他学部科目履修願

（６） 履修手続きについての注意事項 

  １）履修登録は，各自が１年間および半期の履修計画を決める，卒業にも関わってくる最も重 

    要な手続きです。履修案内，掲示板およびガイダンス時の配付資料を熟読し理解のうえ， 

    必ず履修登録期間内に手続きを完了してください。期間外の登録は一切認められません。 

  ２）履修登録内容確認および修正は非常に重要な手続きです。学生自身のミスあるいはシステ 

    ムエラーにより申告した科目が正しく登録できない場合があります。これらを修正するた 

    めに履修登録確認および修正ができる制度を設けています。この所定の履修登録確認修正 

    期間に，履修希望科目が正しく登録されたか否かを，必ず確認してください。登録されて 

    いない科目は，授業に出席し試験に合格したとしても単位は認定されません。 

  ３）重複履修（同一時限に２科目以上重複して履修すること）はできません。 

  ４）既に単位を修得した科目については，再度履修登録することはできません。 

  ５）教育課程表・時間割等に従って，在学年次に応じた授業科目を順次履修して下さい。 

  ６）自分の所属する学科以外の学科に，同一名称科目が開講されていても，自分の所属する学 

    科開講科目を受講してください。 

  ７）履修登録に際し，オリエンテーションにより説明を行う科目がありますので，WEB 掲示 

    板で情報を確認し必ず出席してください。例えば，農学基礎ゼミ，自然科学科目，外国語 

    科目，スポーツ健康科学科目などです。 

  ８）不明な場合は，早めに各学科の教育委員に問い合わせてください。 



５．試験および成績 

（１） 試験 

  １）定期試験 

   試験は，原則として「定期試験」を学期末および学年末に行いますが，授業科目によっては学期 

  の途中で随時行うことがあります。また，病気等のやむを得ない理由で受験できなかった学生には 

  追試験を，不合格者には再試験を行うことがあります。 

  ２）受験心得 

   受験にあたっては，厳正な態度で臨み，不正な行為は行わないこと。受験中不正行為などがあっ 

  たと認められたときは，その行為が発覚した時点から謹慎処分となり，その学期における当該学生 

  の履修した授業科目すべての単位が無効となり，学則により相応の懲戒処分を受けることになりま 

  す。 

   ①受験する学生は，特別の指示のない限り試験開始の５～１０分前までに，所定の教室に入室す 

    ること。 

   ②特に指示のない限り，指定された座席で受験すること。 

   ③受験に必要な物品以外は，監督者の指示する場所に置くこと。 

   ④携帯電話は電源を切って，カバンの中にしまうこと。 

   ⑤学生証は，受験中必ず机上に置くこと。学生証を携帯しない者は，その試験が無効になること 

    があるので，必ず携帯すること。 

   ⑥受験中は，筆記用具類の貸借をしないこと。 

   ⑦受験中は，監督者の許可なく試験場外に出ないこと。 

   ⑧受験中は，騒音等を発し，他人の受験の妨げとなるようなことはしないこと。 

   ⑨試験開始後３０分以内は，退室をしないこと。 

   ⑩３０分以上遅刻した者は原則として受験することができない。ただし，事情によっては受験を 

    許可することがあるので，授業担当教員の指示をうけること。 

   ⑪答案に学科，入学年度，学籍番号，氏名の記載がないと無効になることがあるので，記載の確 

    認をすること。 

   ⑫試験時間が終了，または，終了前に答案を作成し終ったときは，特に指定がない限り，教卓上 

    に提出するか又は監督者に直接手渡して静かに退室すること。自己の机上に置いて退室しない 

    こと。 

   ⑬答案用紙の持ち帰りはしないこと。 

   ⑭履修承認を受けた正規受験者以外は入室しないこと。 
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（２） 成績 

  成績評価の通知は，学務情報システムのSPICA を通じて行われます。 

  前学期の成績は９月中旬，後学期の成績は３月中旬（卒業に関わる年次の後学期の成績は２月旬） 

 です。具体的な期日は，掲示にて周知します。 

  成績を閲覧し，単位を修得した授業科目を確認し，次学期以降の履修計画をたてる際に参考にして 

 ください。 

  学期ごとの成績は，パソコンからSPICA へログインをして，確認をしてください。 

  自動証明書発行機での印刷は，禁止とします。 

  １）成績評価基準 

   成績評価は，「S」（１００～９０点），「A」（８９～８０点），「B」（７９～７０点）， 

  「C」（６９～６０点），「D」（５９～０点）５段階評価で行われます。「S」，「A」，「B」， 

  「C」を合格とし，単位を付与します。「D」を不合格（途中放棄も含む）とし，成績表には表示さ 

  れますが，成績証明書には表示されません。 

※GPA は成績表には表示されますが，成績証明書には表示されません。 

  ２）成績確認制度  

   自分の成績評価に対しての疑問などがある場合は，学期ごとに成績の確認期間が設けられている 

  ので，所定の申請書により教務係まで申し出てください。学期末に詳細を掲示します。   

GPA，成績表および成績証明書記載事項の対応表 

評価 評点 達成状況 GPA評価点 成績表への表示 成績証明書への表示 

合格 

S 100～90点 到達基準を超えた成果を上げている。 4 あり あり 

A 89～80点 到達基準を十分達成している。 3 あり あり 

B 79～70点 到達基準を達成している。 2 あり あり 

C 69～60点 到達基準をおおむね達成している。 1 あり あり 

不合格 D 59～0点 到達基準に達していない。 0 あり なし 

認定 認定 
評価を認定したもの 

(入学前既修得単位認定等) 
なし あり あり 



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

農学基礎ゼミ 1.5 ＊ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

MORE SENSE 入門 0.5 ＊ ◎ ◎ ◎ ◎ ※

科学史 2 ＊

産業史 2 ＊

農業史 2 ＊ -

食料・環境問題 2 ＊

技術者倫理 2 ＊ ＊

知的財産権論 2 ＊ ＊

生命倫理 2 ＊ ＊

自然保護文化論 2 ＊ ＊

現代倫理論 2 ＊ ＊

現代宗教論 2 ＊

多文化共生論 2 ＊

ジェンダー論 2 ＊ -

共生社会政策論 2 ＊

国際平和論 2 ＊

哲学 2 ＊

文学・芸術学 2 ＊ -

心理学 2 ＊ ＊

教育学 2 ＊ -

日本国憲法 2 ＊ ＊

経済学 2 ＊ ＊

社会学 2 ＊

歴史学 2 ＊

Integrated English 1 ＊ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

Paragraph Writing 1 ＊ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

English Discussion 1 ＊ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

Essay Writing 1 ＊ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

English Presentation 1 ＊ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

English Reading 1 ＊ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

English Exam Preparation Course 1 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ -

Academic Reading 1 ＊ ＊ -

Academic Communication 1 ＊ ＊ -

共同獣医
学     科

社
会
の
構
造

持
続

可
能
な

地
球
の

た
め
の

科
学
技

術

応用生物
科 学 科

環境資源
科 学 科

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
生物生産
学　　科

こ

の

区

分

か

ら

6

単

位

以

上

を

修

得

す

る

こ

と

こ

の

区

分

か

ら

6

単

位

以

上

を

修

得

す

る

こ

と

こ

の

区

分

か

ら

6

単

位

以

上

を

修

得

す

る

こ

と

大学導入科目

自校教育

「

共

生

人

文

社

会

科

学

A
」

2

単

位

以

上
、

「

共

生

人

文

社

会

科

学

B
」

4

単

位

以

上
（

「

人

間

と

文

化
」

2

単

位
、

「

社

会

の

構

造
」

2

単

位
）

を

含

め

て

8

単

位

以

上

を

修

得

す

る

こ

と
。

◎印の授業科目は必修とする。共同獣医学科における履修方法については37ページを参照のこと(－印の科目は卒業に必要な単位としては認めない。）。
※印の科目は必修ではないが履修する事が望ましい。

人
間
と
文
化

「

共

生

人

文

社

会

科

学

A
」

2

単

位

以

上
、

「

共

生

人

文

社

会

科

学

B
」

4

単

位

以

上
（

「

人

間

と

文

化
」

2

単

位
、

「

社

会

の

構

造
」

2

単

位
）

を

含

め

て

8

単

位

以

上

を

修

得

す

る

こ

と
。

共
生
人
文
社
会
科
学
B

リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

必

修

を

含

め

6

単

位

以

上

を

修

得

す

る

こ

と
。

必

修

を

含

め

6

単

位

以

上

を

修

得

す

る

こ

と
。

必

修

を

含

め

6

単

位

以

上

を

修

得

す

る

こ

と
。

履

修

方

法

に

つ

い

て

は
、

3

7

ペ
ー

ジ

の

全

学

共

通

教

育

科

目
（

共

同

獣

医

学

科
）

を

参

照

の

こ

と
。

科
学
技
術
と
社
会

「

共

生

人

文

社

会

科

学

A
」

2

単

位

以

上
、

「

共

生

人

文

社

会

科

学

B
」

4

単

位

以

上
（

「

人

間

と

文

化
」

2

単

位
、

「

社

会

の

構

造
」

2

単

位
）

を

含

め

て

8

単

位

以

上

を

修

得

す

る

こ

と
。

共
生
人
文
社
会
科
学
Ａ

共
生
人
文
社
会
科
学

英
　
　
　
語

必

修

を

含

め

6

単

位

以

上

を

修

得

す

る

こ

と
。

こ

の

区

分

か

ら

6

単

位

以

上

を

修

得

す

る

こ

と

「

共

生

人

文

社

会

科

学

A
」

2

単

位

以

上
、

「

共

生

人

文

社

会

科

学

B
」

4

単

位

以

上
（

「

人

間

と

文

化
」

2

単

位
、

「

社

会

の

構

造
」

2

単

位
）

を

含

め

て

8

単

位

以

上

を

修

得

す

る

こ

と
。

地域生態
システム
学     科

区分 授業科目
単
位
数

開講年次
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●Ⅱ．教育課程表● 

全学共通教育科目（１） 

１．全学共通教育科目 
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

ドイツ語入門Ⅰ 1 ＊

ドイツ語入門Ⅱ 1 ＊

ドイツ語ステップアップ 1 ＊

ドイツ語中級 1 ＊ ＊ -

フランス語入門Ⅰ 1 ＊

フランス語入門Ⅱ 1 ＊

フランス語ステップアップ 1 ＊

フランス語中級 1 ＊ ＊ -

中国語入門Ⅰ 1 ＊

中国語入門Ⅱ 1 ＊

中国語ステップアップ 1 ＊

中国語中級 1 ＊ ＊ -

スペイン語入門Ⅰ 1 ＊ -

スペイン語入門Ⅱ 1 ＊ -

スペイン語ステップアップ 1 ＊ -

韓国語入門Ⅰ 1 ＊

韓国語入門Ⅱ 1 ＊

韓国語ステップアップ 1 ＊

Communication Skills for
Scientists

1 ＊ ＊ ＊ ＊

自
由
選
択
単
位

と
し
て
卒
業
に

必
要
な
単
位
に

算
入
で
き
る

。

自
由
選
択
単
位

と
し
て
卒
業
に

必
要
な
単
位
に

算
入
で
き
る

。

自
由
選
択
単
位

と
し
て
卒
業
に

必
要
な
単
位
に

算
入
で
き
る

。

自
由
選
択
単
位

と
し
て
卒
業
に

必
要
な
単
位
に

算
入
で
き
る

。

-

スポーツ健康科学理論 2 ＊ -

体力学実技 1 ＊ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

生涯スポーツ実技 1 ＊ ◎

日本語Ⅰ 2 ＊

日本語Ⅱ 1 ＊ ＊ ＊ ＊

日本語Ⅲ 1 ＊ ＊ ＊

日本事情Ⅰ 2 ＊

日本事情Ⅱ 2 ＊ ＊ ＊ ＊

共同獣医
学     科

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
生物生産
学　　科

応用生物
科 学 科

環境資源
科 学 科

地域生態
システム
学     科

区分 授業科目
単
位
数

開講年次

留
学
生
等
対
象

留
学
生
等
対
象

留
学
生
等
対
象

◎印の授業科目は必修とする。共同獣医学科における履修方法については 37ページを参照のこと(－印の科目は卒業に必要な単位としては認めない。）。

留
学
生
等
対
象

日本事情科目

日本語科目 留
学
生
等
対
象

履
修
方
法
に
つ
い
て
は

、
3
7
ペ
ー

ジ
の
全
学
共
通
教
育
科
目

（
共
同
獣
医
学
科

）
を
参
照
の
こ
と

。

国際コミュ
ニュケー
ション演習

スポーツ
健康科学

科目

必
修
1
単
位
を
含

め
て
2
単
位
以
上

を
修
得
す
る
こ

と

。

必
修
1
単
位
を
含

め
て
2
単
位
以
上

を
修
得
す
る
こ

と

。

必
修
1
単
位
を
含

め
て
2
単
位
以
上

を
修
得
す
る
こ

と

。

必
修
1
単
位
を
含

め
て
2
単
位
以
上

を
修
得
す
る
こ

と

。

リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

第
２
外
国
語

　
＊
１
　
同
一
言
語
の

「
入
門
Ⅰ

」

「
入
門
Ⅱ

」

「
ス
テ

ッ
プ
ア

ッ
プ

」
か
ら
2
単
位
を
修
得
す
る
こ
と

。

　
＊
2
　
中
級
は
当
該
言
語
の
入
門
2
単
位
を
履
修
条
件
と
す
る

。

　
＊
１
　
同
一
言
語
の

「
入
門
Ⅰ

」

「
入
門
Ⅱ

」

「
ス
テ

ッ
プ
ア

ッ
プ

」
か
ら
2
単
位
を
修
得
す
る
こ
と

。

　
＊
2
　
中
級
は
当
該
言
語
の
入
門
2
単
位
を
履
修
条
件
と
す
る

。

　
＊
１
　
同
一
言
語
の

「
入
門
Ⅰ

」

「
入
門
Ⅱ

」

「
ス
テ

ッ
プ
ア

ッ
プ

」
か
ら
2
単
位
を
修
得
す
る
こ
と

。

　
＊
2
　
中
級
は
当
該
言
語
の
入
門
2
単
位
を
履
修
条
件
と
す
る

。

　
＊
１
　
同
一
言
語
の

「
入
門
Ⅰ

」

「
入
門
Ⅱ

」

「
ス
テ

ッ
プ
ア

ッ
プ

」
か
ら
2
単
位
を
修
得
す
る
こ
と

。

　
＊
2
　
中
級
は
当
該
言
語
の
入
門
2
単
位
を
履
修
条
件
と
す
る

。



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

線形代数学Ⅰ 2 ＊ ◎ ◎ ◎ ◎ ※

微分積分学Ⅰ 2 ＊ ◎ ◎ ◎ ◎ ※

物理学 物理学 2 ＊ ◎ ◎ ◎ ◎ ※

化学 化学 2 ＊ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

生物学 生物学 2 ＊ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

線形代数Ⅱ 2 ＊ -

微分積分Ⅱ 2 ＊ -

数理統計学 2 ＊

力学 2 ＊ -

電磁気学 2 ＊ -

物理学実験 1 ＊ ＊ ◎ ○ -

物理化学Ａ 2 ＊ ※ -

物理化学Ｂ 2 ＊ -

有機化学 2 ＊ ※

無機化学 2 ＊ ※ -

化学実験 1 ＊ ＊ ◎ ◎ ◎ ○

生態学 2 ＊ ※

遺伝学 2 ＊ ◎

微生物学 2 ＊ ※

生物構造機能学 2 ＊ -

生物学実験 1 ＊ ＊ ◎ ◎ ◎ ○

地学 2 ＊ -

地球環境地学 2 ＊ ※ -

地学実験 1 ＊ ○ -

○
印
の
授
業
科
目
の
中
か
ら
2
単
位
以
上
修
得
し

、
合
わ
せ
て
1
6
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と

。

地域生態
システム
学     科

履
修
方
法
に
つ
い
て
は

、
全
学
共
通
教
育
科
目

（
共
同
獣
医
学
科

）
を
参
照
の
こ
と

。

◎印の授業科目は必修とする。共同獣医学科における履修方法については別表（３）を参照のこと(－印の科目は卒業に必要な単位としては認めない）。
※印の科目は必修ではないが履修する事が望ましい。

区分 授業科目

単
位
数

開講年次
生物生産
学　　科

共同獣医
学     科

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
応用生物
科 学 科

2単位以上
を修得する
こと。

2単位以上
を修得する
こと。

○印以外の
授業科目を
2単位以上
を修得する
こと。

○印以外の
授業科目を
2単位以上
を修得する
こと。

必修1単位
を含めて3
単位以上を
修得するこ
と。

○印以外の
授業科目を
2単位以上
を修得する
こと。

○印以外の
授業科目を
2単位以上
を修得する
こと。

2単位以上
を修得する
こと。

合
わ
せ
て
1
9
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と

。

環境資源
科 学 科

自
然
科
学
系
基
礎
科
目

T
A
T
Ⅱ
科
目

物理学

必修1単位
を含めて3
単位以上を
修得するこ
と。

T
A
T
Ⅰ
科
目

生物学

化学

必修1単位
を含めて3
単位以上を
修得するこ
と。

数学

数学

地学

必
修
2
単
位
を
含
め
て
1
6
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と

。

※
は
学
科
推
奨
科
目
を
示
す

。

必
修
2
単
位
を
含
め
て
1
8
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と

。
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全学共通教育科目（２） 



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

大学
導入 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙ 農学基礎ゼミ 1.5 * ◎

スポーツ健康・基盤 体力学実技 1 * ◎

スポーツ健康・発展 生涯スポーツ実技 1 * ◎

Integrated English 1 * ◎

Paragraph Writing 1 * ◎

English Discussion 1 * ◎

Essay Writing 1 * ◎

English Presentation 1 * ◎

English Reading 1 * ◎

哲学 哲学 2 *

倫理学 現代倫理論 2 *

憲法 日本国憲法 2 *

経済学 経済学 2 *

社会学 社会学 2 *

心理学 心理学 2 *

歴史学 歴史学 2 *

政治学 共生社会政策論 2 *

生物学 生物学 2 * ◎

化学 化学 2 * ◎

細胞学 微生物学 2 * ◎

情報学 情報処理学 2 * ◎

ドイツ語入門Ⅰ 1 *

ドイツ語入門Ⅱ 1 *

ドイツ語ステップアップ 1 *

フランス語入門Ⅰ 1 *

フランス語入門Ⅱ 1 *

フランス語ステップアップ 1 *

中国語入門Ⅰ 1 *

中国語入門Ⅱ 1 *

中国語ステップアップ 1 *

韓国語入門Ⅰ 1 *

韓国語入門Ⅱ 1 *

韓国語ステップアップ 1 *

科学史 2 *

知的財産権論 2 *

多文化共生論 2 *

自然保護文化論 2 *

産業史 2 *

食料・環境問題 2 *

技術者倫理 2 *

生命倫理 2 *

現代宗教論 2 *

国際平和論 2 *

MORE SENSE 入門 0.5 * ※

生態学 2 *

生物構造機能学 2 *

物理学 2 * ※

線形代数学Ⅰ 2 * ※

微分積分学Ⅰ 2 * ※

数理統計学 2 *

化学実験 2 * *

生物学実験 2 * *

有機化学 2 *

遺伝学 2 * ※

こ
の
科
目
群
か
ら
合
計
1
7
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と

。

備考

この科目群から10単位
以上修得すること。

人
文
社
会
科
学

※印の科目は必修ではないが履修する事が望ましい。

理数系アドバンス

理
数
系
基
盤

外国語アドバンス
同一言語から2
単位以上を修得
すること。

持続可能な環境・社会
2単位以上修得
すること。

６単位以上修得
すること。

配
置
大
学
特
色
科
目
群

スポーツ
健康

必修

外
国
語

基礎英語

１年次 ２年次 ３年次 ４年次科目群 共同獣医学科科目 授業科目

単
位
数

開講年次
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全学共通教育科目（共同獣医学科） 



前 後 前 後 前 後 前 後

生物生産学原論　 学科教員 ◎4 2 2

情報処理学　　　 (非常勤) *2 2 一部集中

生化学　　　　　 (非常勤) 2 2

農業微生物学　 横山(正)ほか 2 2

分析科学　　 田中(治)ほか 2 2

農産物製造学　 佐藤(幹)ほか 2 2 一部集中

生物統計学　　　　 (非常勤) 2 2 集中

生物生産学英語入門 学科教員 2 2

English Listening and Reading for
Biological productionⅠ

学科教員 2 2 AIMS科目

English Listening and Reading for
Biological productionⅡ

学科教員 2 2 AIMS科目

農業分野専攻実習  FS教員ほか 2 3 3

生物生産学実験基礎 学科教員 ◎4 12

アグリバイオ実験 学科教員 2 6

学外実習(農家)  本林ほか 1 3

学外実習(研究所) 学科教員 1 3

卒業論文 学科教員 8 4 6 6

作物栽培学 (非常勤) *2 2

土壌学 田中(治) *2 2

農業気象学 (非常勤) 1 1 集中

土壌物質循環・肥料科学 木村・田中(治)・横山(正)・大津 *2 2

作物保護学 寺岡・本林・藤井 *2 2

灌漑排水工学 加藤・大里・（非常勤） 2 2 Rn

農地工学 渡辺(裕) 2 2 Rn

フィールド実験実習Ⅰ 学科教員 ◎1 3

フィールド実験実習Ⅱ 学科教員 ◎1 3

植物生理学 金勝 *2 2

植物分子遺伝学 山田(哲) 2 2

植物生態生理学 大川 2 2

作物学 大川 *2 2

植物栄養学 横山(正)・大津 *2 2

園芸学Ⅰ 鈴木(栄)・荻原 *2 2

園芸学Ⅱ 荻原・鈴木(栄)・伴 2 2

植物育種学 山田(哲)・金勝 *2 2

植物生態学 藤井・岡崎 2 2

畜産学総論 佐藤(幹)ほか *2 2

農業昆虫学Ⅰ 横山(岳)・本林・天竺桂・伊藤 *2 2

家畜形態・生理学 新井(克)・竹村 2 2

農業昆虫学Ⅱ 横山(岳)ほか 2 2

家畜飼養学 佐藤(幹) 2 2

家畜繁殖学 杉村 2 2

家畜育種学 (非常勤) 1 1 集中

蚕糸学 横山(岳)・伊藤・(非常勤) 2 2

昆虫利用学 天竺桂・平岡・(非常勤) 2 2

家畜衛生学 竹原 2 2 Vn

担　当　教　員
（　　）非常勤

単
位
数

毎週授業時間数 開講形態
・

合併学科
履修要件1年次 2年次 3年次 4年次区分 授業科目

この中から必修
10単位を含め、
60単位以上を修

得すること。

学
科
共
通
科
目

生
産
技
術
環
境
系
科
目

植
物
生
産
系
科
目

動
物
生
産
系
科
目

- 36 - 

（１） 学科専門科目 

２．専門科目 

生物生産学科（An）教育課程表 



- 37 - 

前 後 前 後 前 後 前 後

農業経済学 山崎 *2 2

農業経営学 草処・千年 *2 2 Rn

食料システム経済学 成田・野見山 2 2

農業市場学 野見山 2 2 Rn

国際農業開発論 山田（祐）・千年 2 2

農業数量経済分析 草処・山浦 2 2

農業資源経済学 新井(祥) 2 2

サステイナブルツーリズム論 土屋 1 1 Rn

農業経営経済学総合演習 新井(祥)・成田・草処 1 3

農村社会調査実習 新井(祥)ほか 2 6

バイオマスエネルギー論 大川・千年・山田(祐)・岩岡・東城 2 2 Rn

遺伝子細胞工学 梅澤 2 2

生物生産学特別講義Ⅰ(環境系) (非常勤) 0.5 0.5 0.5 隔年・集中

生物生産学特別講義Ⅱ(植物系) (非常勤) 0.5 0.5 0.5 隔年・集中

生物生産学特別講義Ⅲ(動物系) (非常勤) 0.5 0.5 0.5 隔年・集中

生物生産学特別講義Ⅳ(経済系) (非常勤) 0.5 0.5 0.5 隔年・集中

食料リスクアナリシス (非常勤) 2 2 集中

地域パートナーシップ論 朝岡・土屋・（非常勤） 1 1 Rn

動物福祉論 武田・鈴木(馨)・竹村 2 2 Rn

備考　◎印の授業科目は、必修とする。
 ＊印の授業科目は、学科推奨科目である。

新
領
域
科
目

農
業
経
営
経
済
系
科
目

担　当　教　員
（　　）非常勤

単
位
数

毎週授業時間数 開講形態
・

合併学科
履修要件1年次 2年次 3年次 4年次区分 授業科目
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前 後 前 後 前 後 前 後

情報処理学 （非常勤） 2 2

有機化学Ⅰ 夏目・千葉 2 2

生化学Ⅰ 西河 2 2

分析化学Ⅰ （非常勤） 2 2

有機化学Ⅱ 梶田・北野 2 2

生化学Ⅱ 殿塚 2 2

分子生物学Ⅰ 山形 2 2

植物保護学 学科教員・（非常勤） 2 2

発生生物学 辻村 2 2

昆虫生物学 岩渕 2 2

分子細胞生物学 福原 2 2

分析化学Ⅱ （非常勤） 2 2

有機化学Ⅲ （非常勤） 2 2

生化学Ⅲ 西山・新井 2 2

植物生理学 森山・福原 2 2

免疫生物学 （非常勤） 2 2

分子生物学Ⅱ 森山・辻村 2 2

食品化学Ⅰ 服部(誠) 2 2

微生物生化学 竹内(道) 2 2

天然物有機化学 （非常勤） 2 2

生物相関学 佐藤(令)・未定 2 2

天敵微生物学 仲井・國見 2 2

バイオロジカルコントロール 井上・仲井 2 2

植物病理学 寺岡・小松 2 2

食品化学Ⅱ 好田 2 2

栄養化学Ⅰ 三浦 2 2

遺伝子工学 松下・佐々木・丹生谷 2 2

神経生物学 （非常勤） 2 2

応用微生物学 蓮見・鈴木(絵) 2 2

生理活性物質化学 川出 2 2

科学英語 （非常勤） 2 2

食品製造学 （非常勤） 2 2

専門自由科目(食品工学) （非常勤） 2 2

細胞工学 森山・岩渕・三浦 2 2

栄養化学Ⅱ 三浦 2 2

植物工学 川合 2 2

代謝工学 （非常勤） 2 2

蛋白学 高橋(信) 2 2

有機合成化学 千葉 2 2

生体高分子利用学 野村 2 2

農薬化学 夏目 2 2

植物病原微生物学 有江 2 2

昆虫生理学 平岡 2 2

食品衛生学 （非常勤） 2 2

国際展開力科目Ⅰ 学科長 2 AIMS留学者

国際展開力科目Ⅱ 学科長 2 AIMS留学者

区分 授業科目
担　当　教　員
（　　）非常勤

単
位
数

毎週授業時間数
開講形態

・
合併学科

学
科
共
通
科
目

この中から
必修2単位
を含めて、
62単位以
上を修得す

ること。

履修要件1年次 2年次 3年次 4年次

応用生物科学科（Bn）教育課程表 
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前 後 前 後 前 後 前 後

応用生物科学特別講義Ⅰ （非常勤） 1 1 隔年H30年開講

応用生物科学特別講義Ⅱ （非常勤） 1 1 隔年H29年開講

科学英語論文演習Ⅰ 学科教員 1 1 不定期開講

科学英語論文演習Ⅱ 学科教員 1 1

農場実習 ＦＳ教員 1 2 集中

応用生物科学共通実験Ⅰ 学科教員 ◎1 3

応用生物科学共通実験Ⅱ 学科教員 ◎1 3

応用生物科学専門実験Ⅰ 学科教員 1 3

応用生物科学専門実験Ⅱ 学科教員 1 3

応用生物科学専門実験Ⅲ 学科教員 1 3

応用生物科学専門実験Ⅳ 学科教員 1 3

応用生物科学専門実験Ⅴ 学科教員 1 3

応用生物科学専門実験Ⅵ 学科教員 1 3

応用生物科学実習 学科教員 1 3 集中

卒業論文 学科教員 8 ＊ ＊

備考　◎印の授業科目は、必修とする。

学
科
共
通
科
目

履修要件1年次 2年次 3年次 4年次区分 授業科目
担　当　教　員
（　　）非常勤

単
位
数

毎週授業時間数
開講形態

・
合併学科



前 後 前 後 前 後 前 後

情報処理学 （非常勤） 2 2

地球化学 高田・畠山・楊・木庭 2 2

生態系管理学 多羅尾 2 2

環境資源科学実習 A 学科教員 0.5 1.5 集中

環境分析化学 高柳 2 2

環境計測学 （非常勤） 2 2

環境資源熱力学 四方 2 2

森林資源科学 学科教員 2 2

環境資源科学実習 B 学科教員 0.5 1.5 集中

物質生化学 芳賀 2 2

資源材料力学 佐藤 2 2

代謝生化学 （非常勤） 2 2

機器分析学 Ⅰ 中田 2 2

水溶液化学 赤井 2 2

資源高分子物理学 四方 2 2

環境資源有機化学 芳賀 2 2

木質資源物理学 佐藤・近江 2 2

樹木生態生理学 （非常勤） 2 2 集中

微生物生理生態学 片山 2 2

森林実習 学科教員 1 3 集中

機器分析学 Ⅱ 高柳・中田 2 2

環境情報解析学 （非常勤） 2 2

環境気候学 （非常勤） 2 2 一部集中

環境統計解析学演習 （非常勤） 1 2

環境資源科学実験Ⅰ(物理学応用) 学科教員 1 3

環境資源科学実験Ⅱ(化学応用) 学科教員 1 3

環境資源科学実験Ⅲ(生物学応用) 学科教員 1 3

環境資源科学実験Ⅳ(地学) 学科教員 1 3

学
科
基
礎
科
目

この中から29単
位以上を修得す
ること。

※ただし，環境資
源科学実習A，
環境資源科学実
習Bおよび森林実
習に関しては，卒
業に必要な単位
として算入できる
のは合計で1.5単
位までとする。

この中から2単位
以上を修得するこ
と。

区分 授業科目
担　当　教　員
（　　）非常勤

単
位
数

毎週授業時間数 開講形態
・

合併学科
履修要件1年次 2年次 3年次 4年次
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環境資源科学科（En）教育課程表 



前 後 前 後 前 後 前 後

住環境学 安藤・近江 2 2

資源リサイクル学 岡山 2 2

地圏環境学 木庭 2 2

大気環境学 松田 2 2

海洋環境学 大地 2 2

大気化学 畠山 2 2

木質資源化学 粕谷・吉田 2 2

陸水環境学 楊 2 2

環境毒性学 渡邉(泉) 2 2

資源高分子化学 粕谷 2 2

植物組織形態制御学 船田 2 2

エコマテリアル学 近江・（非常勤） 2 2 一部集中

環境土壌学 橋本 2 2

環境汚染化学 高田・水川 2 2

環境微生物学 片山・多羅尾 2 2

生態系生態学 木庭・渡邉(泉) 2 2

生分解学 吉田 2 2

森林資源利用学 安藤・近江 2 2

森林資源形成学 （非常勤）・半・船田 2 2 一部集中

環境植物学 伊豆田・渡辺(誠) 2 2

紙パルプ科学 岡山 2 2

住環境構造学 （非常勤） 2 2

ライフサイクルアセスメント （非常勤）・安藤 2 2

資源分解・廃棄学 （非常勤） 2 2 集中

森林・林業論 Rn教員 2 2

環境分子生物学 （非常勤） 2 2 集中

環境アセスメント学 （非常勤） 2 2

環境資源科学特別講義Ⅰ （非常勤） 0.5 0.5 集中

環境資源科学特別講義Ⅱ （非常勤） 0.5 0.5 集中

環境資源科学特別講義Ⅲ （非常勤） 0.5 0.5 集中

環境資源科学特別講義Ⅳ （非常勤） 0.5 0.5 集中

環境資源科学特別講義Ⅴ （非常勤） 0.5 0.5 集中

環境資源科学特別講義Ⅵ （非常勤） 0.5 0.5 集中

環境活動指導法 佐藤・星野 2 2

科学英語論文講読 学科教員 1 1 不定期

卒業論文 学科教員 8 8 8

学
科
専
門
科
目

この中から32単
位以上を修得す
ること。

区分 授業科目
担　当　教　員
（　　）非常勤

単
位
数

毎週授業時間数 開講形態
・

合併学科
履修要件1年次 2年次 3年次 4年次
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履修形態

・

前 後 前 後 前 後 前 後 合併学科

地域生態システム学Ⅰ 学科教員 ◎2 2

地域生態システム学Ⅱ 学科教員 ◎1 1

地域生態システム学Ⅲ 学科教員 ◎1 1

地域生態システム学実習Ⅰ 学科教員 ◎1 3 集中

地域生態システム学実習Ⅱ 学科教員 ◎1 3 集中

地域生態システム学セミナー 学科教員 ◎1 2

地域生態システム学特別演習Ⅰ 学科教員 ◎1 2 集中

地域生態システム学特別演習Ⅱ 学科教員 ◎1 2 集中

地域生態システム学特別演習Ⅲ 学科教員 ◎2 2 集中

フィールド安全管理学 下田（政）ほか ◎1 1 一部集中

情報処理学 （非常勤） 2 2

インターンシップ 学科教員（インターンシップ委員会） 1 2～4年次

ECO-TOPインターンシップⅠ 学科教員 2 2～4年次

ECO-TOPインターンシップⅡ 学科教員 2 2～4年次

卒業論文 学科教員 8 4年次後期

生物多様性保全学 星野・佐藤（俊） 2 2

水資源管理論 加藤・（非常勤） 2 2

地域社会システム計画論 土屋・朝岡・中島・福田・高橋・榎本・澤 2 2

バイオマス利用論 東城・岩岡・大川ほか 2 2 An

森林生態学 戸田・崔・渡辺（直）・小池・吉田（智） 2 2

環境哲学 澤 2 2

野生動物保全学 梶 2 2

森林計画学 加用 2 2

人と動物の関係論 武田・鈴木（馨）・梶・金子・小池・吉田（智） 2 2

測量学 山下 2 2

植生管理学 星野・吉川 2 2

水文学 白木 2 2

土壌物理学 斎藤 2 2

地域パートナーシップ論 朝岡・土屋・（非常勤） 1 1 An

サステイナブルツーリズム論 土屋 1 1 An

農業経済学 Ａｎ教員 2 2 An

農の共生学 福田・高橋 1 1

空間情報学 山下 2 2

土壌生態管理学 豊田 2 2

山地保全学 石川・五味 2 2

森林生産システム学 岩岡 2 2

GISの基礎と演習 赤坂・辰己 2 2

樹木学 崔 2 2

応用力学 酒井 2 2

土質力学 向後 2 2

水理学 加藤 2 2

農村地域計画学 中島 2 2

農業機械学 渋澤 2 2

エコマテリアル 島田・（非常勤） 2 2

環境文化史 高橋 2 2

比較心理学 武田 1 1

比較行動学 武田 1 1

環境公法 榎本 2 2

環境経済学 吉田（央） 2 2

持続可能な開発のための教育(ESD) 朝岡・(非常勤) 2 2

農業経営学 Ａｎ教員 2 2 An

動物生態学 金子ほか 2 2

備考１年次 ２年次 ３年次 ４年次区 分 授　業　科　目
担当教員

（　）は非常勤

単
位
数

毎週授業時数

学
科
共
通
科
目

この中から必修12単位を含
めて64単位以上修得するこ

と。

パ

ッ
ケ
ー

ジ
科
目
・
推
奨
科
目

パッケージ科目・推奨科目、
実験・実習科目については、
ガイダンスで提示する履修プロ
グラムごとの履修方法を参考

にして修得すること。
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地域生態システム学科（Rn）教育課程表 



履修形態

・

前 後 前 後 前 後 前 後 合併学科

農村社会論 福田 2 2

健康アメニティ論 植竹 2 2

インタープリテーション技術 佐藤（敬）・星野 2 2

景観生態学 赤坂 2 2

動物環境生理学 鈴木 2 2

リモートセンシング論 五味 2 2

森林施設工学 松本 2 2

砂防工学 石川 2 2

森林立地学 戸田 2 2

農地工学 渡辺（裕） 2 2

地盤工学 向後 2 2

生物生産環境学Ⅰ 帖佐 1 1

生物生産環境学Ⅱ 帖佐 1 1

機械基礎工学 渋澤 2 2

熱工学 東城 2 2

構造解析学 島田 2 2

生態・環境情報工学 酒井 2 2

環境教育学 朝岡 2 2

環境倫理学 亀山 1 1

共生福祉論 甲田 2 2

地域環境社会学 （非常勤） 2 2

国際協力論 渡辺（司） 2 2

農業市場学 Ａｎ教員 2 2 An

応用水理学 大里 2 2

野生動物保全技術論 金子ほか 2 2

造園学 赤坂・渡辺（直）・（非常勤） 2 2

植生学 吉川・星野 2 2

環境生理生態学 下田（政） 2 2

森林施業論 戸田・崔 1 1

森林保護学 小池・渡邊（直）・吉田（智） 2 2

森林政策学 土屋 2 2

木質資源利用学 Ｅｎ教員 2 2 En

農産プロセス工学 東城・帖佐 2 2

灌漑排水工学 加藤・大里・（非常勤）・福田（信） 2 2

水利施設工学 加藤・島田 2 2

土壌物質動態学 斎藤・渡辺（裕） 2 2

動物福祉論 武田・鈴木（馨）・竹村 2 2 An

共生社会思想 澤 2 2

国際開発論 竹内・渡辺（司） 2 2

地方自治論 吉田（央）・榎本 2 2

ライフサイクルアセスメント Ｅｎ教員 2 2 調整中

環境アセスメント学 Ｅｎ教員 2 2 調整中

持続的森林管理論 土屋ほか 2 2

作物栽培学 An教員 2 2 An

土地利用学 辰己ほか 2 2

区 分 授業科目 担当教員
（　）は非常勤

単
位
数

毎週授業時数

履修要件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

パ

ッ
ケ
ー

ジ
科
目
・
推
奨
科
目
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履修形態

・

前 後 前 後 前 後 前 後 合併学科

基礎測量学実習 大里・白木・松本・山下 1 3

地域社会システム調査実習 朝岡・土屋・榎本 1 3 一部集中

森林計画学実習 土屋・加用 2 6 一部集中

山地測量学実習 白木・松本 1 3

空間情報学実習 山下・辰己 1 3

植生管理学実習 星野・吉川 1 3 集中

育林学実習 戸田・崔 1 3 一部集中

山地保全・砂防計画学実習 石川・白木・五味 2 6 一部集中

樹木学実習 渡辺（直）・小池・赤坂 2 6 一部集中

農業環境工学実験Ⅰ 大里・澁澤・酒井 2 6

農業環境工学実習 帖佐・東城・渡辺（裕）・加藤・島田 2 6

農村地域計画学演習 中島・（非常勤） 1 3

野生動物保全学実習 梶・鈴木（馨） 1 3 集中

比較行動学実験・実習 武田・鈴木（馨） 1 3 集中

森林保護・樹木医学実習 渡辺（直）・小池・吉田（智）・（非常勤） 1 3 集中

森林土壌学実験・実習 戸田・崔・吉田（智） 1 3 一部集中

森林生産システム学実習 岩岡・松本 2 6 一部集中

農業環境工学実験Ⅱ 齋藤・島田・向後 2 6

CAD設計演習 中島・東城・（非常勤） 2 6

履修要件

実
験
・
実
習
科
目

区 分 授業科目 担当教員
（　）は非常勤

単
位
数

毎週授業時数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
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前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

獣医学概論 学科教員 ◎2 学生移動 2

獣医倫理 学科教員 ◎2 2

獣医事法規 (非常勤) 1

運動器・神経系解剖学 柴田 ◎2 2

内臓・脈管系解剖学 谷口・中牟田 ◎2 遠隔授業  2

解剖学実習 柴田・金田 6 3

組織学 山本 ◎2 遠隔授業 2

組織学実習 柴田・金田 3

発生学 (非常勤) ◎1 1

統合生理学 渡辺・永岡 ◎2 2

器官制御生理学 橋爪・木崎 ◎2 遠隔授業 2

内分泌学 渡辺・永岡 2

生理学実習 渡辺・永岡 3

獣医遺伝育種学 (非常勤) 1

動物行動学 佐藤(俊)・小山 ◎2 2

実験動物学 古市 ◎2 遠隔授業 2

実験動物学実習 田中(あ) 3

基礎放射線学 (非常勤) 2

獣医基礎生化学 山田・木崎・橋爪 ◎2 遠隔授業 2

獣医代謝生化学 新井(克) ◎2 2

生化学実習 渡辺・永岡 3

基盤薬理学 下田・佐々木 ◎2 2

統合薬理学 鈴木（忠） ◎2 遠隔授業 2

薬理学実習 下田・佐々木 3

微生物学総論 谷口・古谷 ◎2 2

病原微生物学 村上 ◎2 遠隔授業 3

微生物学実習 谷口・白井・古谷・
長井・佐々 3 3

免疫学 松田・田中(あ) ◎2 2

原虫・原虫病学 板垣 ◎2 遠隔授業 2

蠕虫・蠕虫病・衛生動物学 板垣 ◎2 遠隔授業 2

寄生虫学実習 (佐伯) 3

動物感染症学 白井・長井・佐々 ◎3  3

家禽疾病学 御領 ◎2 遠隔授業 2

魚病学 水谷・(非常勤) 2

動物病理学総論 渋谷・鈴木(和) ◎2 2

動物病理学各論Ａ（主要臓器） 御領 ◎2 遠隔授業 2

動物病理学各論Ｂ（他臓器・組織） 渋谷・鈴木(和)・御領 2

病理学実習 渋谷・鈴木(和) 3 3

公衆衛生学総論 藤川 1

疫学 林谷・竹原 ◎2 2

人獣共通感染症学 (未定) ◎2 遠隔授業 2

環境衛生学 佐藤(至) ◎2 遠隔授業 2

公衆衛生学実習 藤川 3

毒性学 鈴木(和) ◎2 1

毒性学実習 鈴木(和) 3

動物衛生学 竹原・林谷 ◎2 2

動物衛生学実習 林谷・竹原 3

野生動物学 鈴木(馨) 1

食品衛生学 藤川 ◎2 2

食品衛生学実習 藤川 3

公衆衛生実践実習 竹原・藤川 * * * * * *

◎印の授業科目は必修とする。○印の授業科目の中から6単位を修得すること。

区分 授業科目
担　当　教　員
（　）は非常勤

単位数 毎週授業時間数

東京農
工大学

岩手
大学

備考
１年次 ２年次 ６年次

基
礎
獣
医
学
科
目
群

◎1

◎3

◎1

◎2

基
礎
獣
医
学
科
目

◎1

３年次 ４年次 ５年次

◎1

◎1

◎1

◎2

◎1

病
態
獣
医
学
科
目
群

◎2

◎1

◎2

◎2

◎2

応
用
獣
医
学
科
目
群

◎1

◎1

◎1

◎1

◎1

◎1

◎1
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共同獣医学科（Vn）教育課程表 



前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

内科学総論 松田・西藤・田中(あ) 1

呼吸器病・循環器病学 田中(綾)・福島 ◎2 2

消化器病学
田中(綾)・福島・大森・

西藤・井手・安田
2

外科学総論 町田・田中(綾)・清水 1

麻酔学・手術学
清水・小林・福島・

岸本・田中(綾)・伊藤
1

軟部外科学
町田・田中(綾)・福島・

小林・伊藤
1

小動物内科学実習・基礎編 西藤・井手・田中(綾) 3

小動物内科学実習・応用編 松田・田中(あ)・大森 3

小動物外科学実習・基礎編
清水・小林・田中(綾)・

福島・岸本・伊藤
3

小動物外科学実習・応用編
清水・岸本・小林・

田中(綾)・福島・伊藤
3

内分泌病・皮膚病学 西藤・井手 ◎2 2

代謝病・中毒学 田中(あ)・(非常勤) 1

血液免疫病学 松田・田中(あ)・井手 1

神経病・運動器病学 宇塚・未定 ◎2 遠隔授業 2

泌尿器病・生殖器病学 佐藤(れ) ◎2 遠隔授業 2

臨床病理学 町田・小林・伊藤 2

臨床薬理学 下田・佐々木 ◎１ 1

臨床腫瘍学 町田・小林 2

臨床栄養学 西藤・(非常勤) 1

画像診断学 清水・岸本 2

画像診断実習 清水・岸本 3

眼科学 田中(あ)・(非常勤) ◎１ 1

動物行動治療学 佐藤(俊)・小山 ◎１ 1

総合参加型臨床実習Ⅰ 臨床系教員 3

総合参加型臨床実習Ⅱ 臨床系教員 3

総合参加型臨床実習Ⅲ 臨床系教員 ◎1 3

総合参加型臨床実習Ⅳ 臨床系教員 ◎1 3

繁殖機能制御学 高橋 ◎2 遠隔授業 2

臨床繁殖学 田中(知) ◎2 2

繁殖機能制御学実習 田中(知) 3

臨床繁殖学実習 田中(知) 3

産業動物臨床学Ⅰ 佐藤(繁)・岡田 ◎2 遠隔授業 2

産業動物臨床学Ⅱ 山岸 ◎2 遠隔授業 2

馬臨床学 (非常勤) ◎１ 遠隔授業 1

大動物臨床実習・基礎編 (非常勤) 3

大動物臨床実習・応用編 (非常勤) 3

総合参加型臨床実習Ⅴ 臨床系教員 ◎1 3

総合参加型臨床実習Ⅵ 臨床系教員 ◎1 3

インターンシップ * * * * * *

海外実習 * * * * * *

人と動物関係学 (非常勤) ○2 2

動物品種論 (非常勤) ○2 2

食品安全管理学 FAMS教員 ○2 2

動物園動物学 (非常勤) ○2 2

国際感染症制御学 白井・竹原 ○2 2

動物病院経営学 (非常勤) ○2 2

獣医学演習 学科教員 * *

卒業研究 学科教員 * * *

◎印の授業科目は必修とする。○印の授業科目の中から6単位を修得すること。

岩手
大学

備考
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

実
証
獣
医
学
科
目

小
動
物
臨
床
獣
医
学
科
目
群

◎1

◎2

◎1

◎1

区分 授業科目
担　当　教　員
（　）は非常勤

単位数 毎週授業時間数

東京農
工大学

◎1

◎1

◎1

◎1

◎1

◎1

◎1

◎1

◎2

◎2

◎1

◎2

◎1

◎1

大
動
物
臨
床
獣
医
学
科
目
群

◎1

◎1

◎1

◎1

選
択
科
目

○1

○1

専修
科目

◎4

◎10
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前 後 前 後 前 後 前 後

2
野見山・成田・

(非常勤)
＊ ＊

2
教育委員会副委員長・

横山(正)・

(非常勤)

＊ ＊

2
木村・五味・

竹内
＊ ＊

2
渡邉(泉)・

岩渕・伊豆田
＊ ＊

2 佐藤(俊)・小山 ＊ ＊

0.5 農学部教員 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

0.5 農学部教員 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

0.5 農学部教員 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

0.5 農学部教員 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

0.5 農学部教員 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

0.5 農学部教員 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

2 (非常勤) ＊ ＊

自由選択単位として卒業に必要な単位
数に算入できる。
ただし、高等学校教諭１種免許状（農
業）を取得する者は、必修とする。

1 FS教員 ＊
自由選択単位として卒業に必要な単位
数に算入できる。

0.5 未定

1 未定

2

本表の授業科目は共同獣医学科の卒業要件の単位数に参入できない。

学
部
共
通
専
門
科
目

現代農業論

生物資源論

国際環境農学

環境生物相関論

動物と人間の行動

備　　　　　　考

海外特別実習Ⅱ

職業指導(農業）

FS実験実習

農学部特別講義Ⅰ（　）
開始前にテーマを定めて不定期で開講
する。自由選択単位として卒業に必要な
単位数に算入できる。

農学部特別講義Ⅱ（　）

農学部特別講義Ⅲ（　）

この中から2単位以上を修得すること。

海外特別演習Ⅰ

海外特別演習Ⅱ

海外特別演習Ⅲ

海外特別演習Ⅳ

海外特別実習Ⅰ

授業科目
単位数

（　　）非常勤
担当教員区分

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次
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（２） 学部共通専門科目 
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（３） 開放科目（整合教育） 

  学府と学部が協力して教育効果を高めるために，教育上有益と認められる場合，成績が優秀で大学 

 院への進学意欲のある学部４年次生に対して，学府で開講されている授業科目の履修を認め（これを 

 「開放科目」という。），進学後に単位を認定する制度です。 

  ①受講条件 

  （１）１～３年次後学期までの通算ＧＰＡ が３.０以上であること。 

  （２）本学開放科目を実施する専攻の進学希望者であること。 

  （３）３年次編入学生は対象外とする。 

  ②履修年次 

   ４年次とする。 

  ③修得単位の取扱い 

   履修した授業科目については，農学府の下記の２専攻に進学後に４単位までを認定し，修了要件 

   に算入することができます。 

  ④開放科目を実施する専攻および履修可能科目は，次の通りです。 

  生物生産科学専攻： 

    生物生産科学フロンティア講義Ⅰ～ⅩⅡ，作物生産学特論，家畜生産技術学特論，土壌環境学 

    特論，土壌生化学・物質循環特論，作物保護学特論，昆虫管理学特論，作物学特論，植物生態 

    生理学特論，園芸作物学特論，植物繁殖学特論，植物栄養・肥料科学特論，土壌微生物利用・ 

    バイオ肥料学特論，植物分子生理学特論，植物遺伝育種学特論，畜産学特論，動物組織機構学 

    特論，蚕糸科学特論，昆虫遺伝・発生学特論 

  共生持続社会学専攻： 

    環境共生思想，風土共生倫理学，環境生業文化史論，農村社会学特論，アニマル・ウェルフェ 

    ア特論，ヒトと動物の共生心理学，環境法特論，国際関係学特論，共生教育論，食育・食農教 

    育論，環境経済学特論，共生農業特論，地域農業システム特論，農業資源経済学特論，食料関 

    連産業特論，食農マーケティング論 

  ⑤履修方法 

   全ての受講条件を満たしており，所属学科長の承認が得られた場合に限り，所定の期日までに， 

   履修登録を行ってください。 

  ⑥その他 

  （１）CAP（履修登録単位数の上限設定）制度の対象外とする。 

  （２）履修した開放科目の試験に合格した場合，大学院進学後に当該科目の再履修は認めない。 

３．外国人留学生等科目 

前 後 前 後 前 後 前 後

日 本 語 Ⅰ 2 2

日 本 語 Ⅱ 1 2

日 本 語 Ⅲ 1 ２年次以降に開講

日 本 事 情 Ⅰ 2 2

日 本 事 情 Ⅱ 2 2

区　分 備　　　考

日本語科目

日本事情に
関する科目

2

外国人留学生等に適用する。

外国人留学生等に適用する。

環境資源
科 学 科

地域生態
システム
学　　科

共同獣医
学　　科

学　　　　科　　　　名毎週授業時間数
単
位
数

１年次 2年次 3年次 4年次

生物生産
学　　科

応用生物
科 学 科

授　業　科　目



１．全学共通教育の理念・目標 
 

 東京農工大学は，その基本理念を，「２０世紀の社会と科学技術が顕在化させた『持続発展可能な社

会の実現』に向けた課題を正面から受け止め，農学，工学およびその融合領域における自由な発想に基

づく教育研究を通して，世界の平和と社会や自然環境と調和した科学技術の進展に貢献するとともに，

課題解決とその実現を担う人材の育成と知の創造に邁進する」（大学憲章）としています。本学は，実

験・実習を通じて，研究マインドに裏打ちされた実践的な専門教育を行うことに特色があります。全学

共通教育は，自然科学基礎教育のための「TATⅠ･Ⅱ」と，「学問のすそ野を広げ，様々な角度から物

事を見ることができる能力」や「自分の知識や人生を社会との関係で位置付ける」能力を身に付けるこ

とを目指す教養教育から成っています。 

 教養教育には，外国語教育である「リテラシー科目」・「スポーツ健康科学」に加えて，「持続可能

な地球のための科学技術」と「共生人文社会科学」という本学独自の科目群が設定されています。これ

らの科目群においては，「科学技術と社会」・「農学と工学の融合」・「共生社会の諸問題」・「人間

と文化」・「社会の構造」が取り上げられ，科学技術に対する幅広い理解・専門的知識に社会的・人間

学的基盤を与えることを目標にしています。以下，科目群ごとの目標と内容を示します。 

 

 

２．科目群について 
 

（１） 大学導入科目 

  大学導入科目では，ほとんどの学生諸君が大学入学前までに経験してきた受動的な知識蓄積型学習 

 から脱却し，大学において自らが問題意識を持ち，自主的に勉学する方法を身につけることを目標と 

 します。 

  １）農学基礎ゼミ 

   ①教育の目標と内容 

     農学基礎ゼミは，農学部全学科の１年次学生を対象として，担当教員が用意した特定のテー 

    マに関して少人数で行うゼミ形式の授業です。大学生活のスタートはとかく戸惑いがちですが， 

    できるだけ早く大学生活に適応し，自発的な学習習慣を身につけることが農学基礎ゼミの目的 

    です。また，学科を越えて農学部教員と直接交流しながら，大学生としての自覚や人格の形成， 

    さらに社会人として活躍する上での基本的マナーなども学ぶことができます。 

   ②履修方法と単位の認定について 

     ４月の１年次オリエンテーションで履修ガイダンスを開催しますので，必ず出席してくださ 

    い。当日，担当教員およびその講義テーマを記載した「農学基礎ゼミ履修案内」を配付します。 

    また、講義内容の詳細はシラバスに掲載するので、これらを参考に履修を希望するクラスを選 

    択してください，原則として，各クラスは８名の単位で構成しますので，４月中には皆さんの 

    希望をもとにクラス編成を行います。授業開始までの流れは，次の通りです。 

    （１）履修ガイダンス 

    （２）クラス希望調査と調査結果の発表 

    （３）履修登録 

    （４）授業開始 

     農学基礎ゼミは１.5単位であり，農学部の全学科で必修科目に指定されていますので，必ず 

    履修しなければなりません。１年次前期の４月下旬～７月の木曜日の１時限または２時限に開 

    講されます。開講時限はクラスによって異なり，履修ガイダンスの際に配布する農学基礎ゼミ 

    履修案内に記載されています。 
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●Ⅲ．全学共通教育科目の履修について● 
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     また，４月の履修登録期間中にクラス編制の希望調査・調整等を行い，4月下旬から授業を 

    開始します。授業への参加が重視され，１／３以上欠席した場合は単位が認定されません。ま 

    た，配属が決まったクラス以外では履修できません。  

   ③履修上の留意点 

     クラス編成は希望調査に基づいて行います。希望調査用紙の提出がない場合は履修できない 

    ことがあります。クラス編成後にSPICA で履修登録を行ってください。他の科目と同様に，履 

    修登録を行わないと単位が認定されません。 

 

（２） 持続可能な地球のための科学技術 

  「持続可能な地球のための科学技術」は，MORE SENSE 入門（自校教育），科学技術と社会科目 

 から構成されています。MORE SENSE 入門では，本学の理念・歴史と共に，農学部における研究活 

 動，地域・社会への貢献，卒業生の活躍などに関する理解を深め，本学農学部における学びへの意欲 

 を増進すると共に，キャリア形成を理解することを目標とします。また，科学技術と社会では，持続 

 可能な地球を目指す本学の教育理念を実現するものであり，農学と市民教養のインターフェースとし 

 て科学技術教養を身につけることを目標とします。 

  １）MORE SENSE 入門 

   ①教育の目標と内容 

     本学は，２０世紀の社会と科学技術が顕在化させた持続発展可能な社会の実現にけた課題を 

    正面から受け止め，農学，工学およびその融合領域における自由な発想に基づく教育研究を通 

    して，世界の平和と社会や自然環境と調和した科学技術の進展に貢献するとともに，課題解決 

    とその実現を担う人材の育成と知の創造に邁進することを基本理念としています。この基本理 

    念を「使命志向型教育研究-美しい地球持続のための全学的努力」（ＭORE SENSE ：Mission  

    Oriented Research and  Education giving Synergy in Endeavors toward a  

    Sustainable Earth）と標榜し，自らの存在と役割を明示して，２１世紀の人類が直面してい 

    る課題の解決に真摯に取り組んでいます。MORE SENSE入門では，本学の理念・歴史と共に， 

    農学部における研究活動，地域・社会への貢献，卒業生の活躍などに関する理解を深め，本学 

    農学部における学びへの意欲を増進すると共に，キャリア形成を理解することを目的としてい 

    ます。 

   ②履修方法と単位の認定について 

     MORE SENSE 入門は，0.5単位の講義であり，農学部の全学科の１年次学生を対象とする 

    科目ですので，必ず履修しましょう。１年次前期の４月の木曜日の２時限に農学部講堂で開講 

    します。この講義は授業への参加が重視され，１／３以上欠席した場合は単位が認定されませ 

    ん。また，試験またはレポートの成績によって単位を認定します。 

   ③履修上の留意点 

     SPICA で履修登録を行わないと単位が認定されませんので，必ず行ってください。 

  ２）科学技術と社会 

   ①教育の目標と内容 

     「科学技術と社会」科目群では，持続可能な地球を目指す本学の教育理念を実現するもので 

    あり，農学と市民教養のインターフェースとして科学技術的教養を身につけることを目標とし 

    ています。 

   ②履修方法と単位の認定について 

     「科学技術と社会」科目群の各講義は２単位であり，試験またはレポートの成績によって単 

    位を認定します。 

   ③履修上の留意点 

     SPICA で履修登録を行わないと単位が認定されませんので，必ず行ってください。 
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（３）共生人文社会科学 

  １）教育の目標と内容 

   本学は，２１世紀の人類的課題を見据え，人間と自然および人間と人間が共生する「共生持続型 

  社会」の実現に貢献する教養豊かな科学技術者の育成を目指しています。本科目群は，この目的に 

  沿った人文科学・社会科学系の教養科目であり，次の三項目を学生の皆さんの学びの目標としてい 

  ます。 

   ①共生持続型社会の前提をなす「社会的共生」に関する現代の諸問題の理解 

   ②その根幹をなす人間・文化・社会の基礎的理解 

   ③理系学生にとっては異分野の学問である人文科学，社会科学のエッセンスの習得 

   これらを通して２１世紀の市民および科学技術者に不可欠の豊かな教養と幅広い多元的視野を形 

  成し，卒業後も共生社会や人文社会科学に関わる教養を自ら発展させうる基礎力を蓄えることを目 

  標にしています。 

  ２)教育の内容 

   上記の目的を達成するため，現代の人間と社会の基本的問題，人文科学・社会科学の諸分野の中 

  から，本学学生が学ぶにふさわしい基本的内容を精選し，下記の１４科目を設定しています。各科 

  目はそれぞれ上記の学びの三目標を含みますが，重点の相違によって，共生人文社会科学Aと共生 

  人文社会科学B に区分されます。 

   ・共生人文社会科学Ａ：社会的共生に関わって現代の人間・文化・社会の諸問題を理解し，人文 

              社会科学の視点を学びます。 

    《現代倫理論，現代宗教論，多文化共生論，ジェンダー論，共生社会政策論，国際平和論》 

   ・共生人文社会科学Ｂ：人間と文化の根本，および社会の基礎構造を理解し，現代の諸問題を通 

              じて人文科学，社会科学のエッセンスを学びます。 

    《人間と文化：哲学，文学・芸術学，心理学，教育学》 

    《社会の構造：日本国憲法，経済学，社会学，歴史学》 

   学生の皆さんの関心に従って，受講科目を選択できます。ただし，以下のように履修条件があり 

  ますので，注意してください。 

   ・共生人文社会科学Ａの科目群から１科目・２単位以上，共生人文社会科学Ｂの科目群から２科 

    目４単位以上（《人間と文化》群から１科目２単位以上，《社会の構造》群から１科目２単位 

    以上）を修得し，あわせて８単位以上修得することが必要です。 

    単位の認定は，科目ごとの基準に従って行われます。 

  ３）履修上の留意点 

   ①本科目の履修に際しては，高校までの教育とちがって，学生の皆さんが自ら主体的に学ぶこと 

    が，特に強く求められます。  

   ②特定科目に履修希望者が過度に集中した場合は，履修人数に制限を設けることがあります。 

 

（４） リテラシー科目 

  リテラシー科目は，それぞれの言語を学習して，文化や思考法の多様性について理解を深め，正確 

 な読解力や効果的な表現力を高めることによって，論文作成やプレゼンテーション能力の基礎を身に 

 付けることを目標とします。 

  １）英語 

   ①教育の目標と内容 

     リテラシー科目の英語では，「ライティング・スキル」，「コミュニケーション・スキル」， 

    「リーディング・スキル」の三つのスキル向上をめざします。 

     新入生はまず導入部として，１年前期に開講される必修科目Integrated Englishで，「読む， 

    書く，聞く，話す」の力を総合的に高め，今後の英語使用の基盤を形成します。各スキルを向 

    上させるのに必要なストラテジーを学び，活用できるようにします。 
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     ライティング・スキルに関しては，必修科目として１年次にParagraph Writing，２年次に 

    Essay Writingを開講し，自分の考えを英語で的確に表現する力，また一貫した論旨で英語の文 

    章を組み立てる力を身につけます。 

     コミュニケーション・スキルに関しては，必修科目として１年次にEnglish Discussion，２ 

    年次にEnglish Presentationを開講し，英語で積極的にコミュニケーションをはかる能力を伸 

    ばすとともに，アカデミックな環境で重要となる英語によるディスカッション能力，プレゼン 

    テーション能力を身につけます。 

     リーディング・スキルに関しては，必修科目として２年次にEnglish Readingを開講し，大 

    学レベルの高度な読解力を養うとともに，自発的なリーディング活動を身につけます。 

   ②履修方法と単位の認定について 

     英語科目は，必修科目６科目６単位を履修します。必修科目の他に，選択科目として３科目 

    ３単位（ English Exam Preparation Course, Academic Reading, Academic  

    Communication） を履修することができます。いずれの科目も，２／３以上出席しないと単 

    位は認定されません。また，自らの英語力を知り学習に役立てるため，１年前期，１年後期， 

    ２年後期の計３回，全員がG-TELPを受験します。受験日時の詳細については掲示で周知しま 

    す。 

     ライティング科目であるParagraph WritingおよびEssay Writingは習熟度別クラス編成と 

    なり，１年次前期に実施するG-TELPのスコアに基づき，上級クラスおよび標準クラスに分か 

    れます。２年後期のEnglish Readingでは，学生が自分の興味・関心に基づいて主体的に選択 

    できるクラス編成をとります。詳細は掲示で周知します。 

     成績については，毎回の授業への参加度，授業の課題（発表・テスト・レポート）を一定の 

    割合で評価します。１年次後期Paragraph Writing および２年次後期English Readingでは  

    G-TELPのスコアを一定比率で算入して評価する予定です。詳細はシラバスおよび授業時にお 

    知らせします。 

   ③外国語検定試験に基づく単位認定 

     下記の英語検定試験で単位認定の資格を取得した人には，２単位を上限として，これまでに 

    単位を取得していない科目の単位を認定します。認定可能な科目，単位数など詳しくは英語教 

    務担当教員に問い合わせてください。認定された場合，その科目の成績評価は，下記の要領で 

    ９０点（Ｓ）または８０点（Ａ）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    認定科目：下記科目から在学中２単位を限度として認定されます。 

      English Exam Preparation Course（１単位） 

      Integrated English（１単位） 

      Paragraph Writing（１単位）    １年次必修科目 

      English Discussion（１単位） 

 

      Essay Writing（１単位） 

      English Presentation（１単位）    ２年次必修科目 

      English Reading（１単位） 

    検定試験の成績による成績評価 

英語検定試験 
認定された場合の成績評価 

Ｓ Ａ 

ＴＯＥＩＣ 860点以上 730-859点 

ＴＯＥＦＬ-ＰＢＴ 600点以上 550-599点 

ＴＯＥＦＬ-iBＴ 100点以上 79-99点 

実用英語技能検定 1級 準1級 
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    （注意） 

     １．English Exam Preparation Courseは１～４年次のいずれの学年でも認定可能です。 

     ２．必修科目は，開講年次・時期の早い科目から順次認定します。 

     ３．単位認定の申請の際，各機関の発行する「公式認定証」の添付がない場合は受理しま 

       せん。 

       TOEFL，TOEICはスコア取得後２年以内に申し出ることとします。またTOEICについ 

       ては「公開テスト」によるもののみとします。 

     ４．申請時期は４月上旬と１０月上旬の２回です。申請期間等は別途掲示します。 

  ２）第二外国語 

   ①教育の目標と内容 

     本学で開講される英語以外の外国語，ドイツ語，フランス語，中国語，スペイン語，韓国 

    語を第二外国語と呼びます。 

     それぞれの言語の簡単な文章を，辞書を使って読解できるようになることが，最初の目標 

    です。次に，グローバル化する現代社会にふさわしく，英語以外の外国語を修得することで， 

    異文化への理解や関心を促し，英語と日本語では得られない多様な情報の収集と発信能力を 

    高めます。さらには，言語一般への理解を深めることを目標としています。 

   ②履修方法と単位の認定について 

     すべての学科は，同一言語の「入門Ⅰ」「入門Ⅱ」「ステップアップ」の中から２単位  

    が選択必修です。これを超えて修得した単位は，自由選択単位として卒業要件単位数に加算 

    できます。 

     第二外国語の基礎は、１年かけて完結しますので，各言語の「入門Ⅰ」と「入門Ⅱ」を修  

    得することが，学習の観点からは，望ましいのですが，単位取得状況によっては，「ステッ 

    プアップ」を含めて必修単位数を満たしてもかまいません。 

     ドイツ語，フランス語，中国語には，「中級」科目があります。「中級」を履修するため 

    には，「入門Ⅰ」と「入門Ⅱ」を修得していなければなりません。 

   ③履修上の留意点 

    １．入学手続き時に提出した「第二外国語選択希望調査票」に基づいて，１年次の第一回目の 

      授業までに，各外国語の「入門Ⅰ」のクラスが編成され，掲示されます。自分のクラスを 

      必ず確認してください。これに従って，履修登録をしてください。 

    ２．１クラス４０名程度で編成されますので，不本意ながら，第１希望が通らない学生が，ど 

      うしてもでてきてしまいます。その場合でも，残念ながら，他のクラスを選択することは 

      できません。授業を受けても単位はつきません。それでも，指定された以外の外国語を履 

      修したい場合，２年次以上になれば，認められますので，２年次以上で履修してください。 

    ３．辞書の案内を含め，ガイダンスは，第一回目の授業で行います。 

    ４．各科目とも出席をとります。５回以上欠席すると，成績評価はＤとなりますので注意して 

      ください。 

    ５．外国人留学生は，第二外国語として母語を選択することはできません。第二外国語の代わ 

      りに日本語（２単位まで）を選択することができます。 

    ６．外国籍の学生がその国籍の言語を第二外国語として履修することは，原則できません。母 

      語に相当しない等，特別な事情のある場合は，理由書を添えて教務係に申し出てください。 

   ④外国語認定試験の成績に基づく単位認定 

     下記の外国語検定試験で資格を取得した人には該当単位数を認定しますが，認定対象はそれ 

    までに取得していない科目の単位に限られるため，認定可能な単位数が減ってしまう場合もあ 

    ります。詳しくは第二外国語専任教員に問い合わせて下さい。認定された場合には，その科目 

    の成績評価は，すべて８０点（A）となります。 
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     ・ドイツ語技能検定：    ３級以上―４単位，４級―２単位 

     ・実用フランス語技能検定： 準２級以上―４単位，３級・４級－２単位 

     ・中国語検定：       ３級以上―４単位，４級―２単位 

     ・スペイン語技能検定：       ３級以上―３単位，４級―２単位 

     ・韓国語能力試験：             ３級以上―３単位，２級―２単位 

     ・ハングル能力検定試験：    ３級以上―３単位，４級―２単位 

    （認定例） 

      １年生の前学期に「ドイツ語入門Ⅰ」を履修してB の成績をもらい，後学期に単位認定の 

      申請をした場合： 

       独検３級を取得→残りの３科目がA 認定 

       独検４級を取得→「ドイツ語入門Ⅱ」１科目のみA 認定 

    （注意） 

     １．４単位認定の場合は各語「入門Ⅰ」「入門Ⅱ」「ステップアップ」「中級」が対象とな 

       ります。 

     ２．３単位認定の場合は各語「入門Ⅰ」「入門Ⅱ」「ステップアップ」が対象となります。 

     ３．２単位認定の場合は各語「入門Ⅰ」「入門Ⅱ」が対象となります。 

     ４．韓国語能力試験だけは，級数が大きくなるほど上級です。 

     ５．申請時期は４月上旬と１０月上旬の２回です。申請期間等は別途掲示します。 

  ３）国際コミュニケーション演習 

   ①教育の目標と内容 

     リテラシー科目のうち，国際コミュニケーション演習であるCommunication Skills for  

    Scientists科目は英語を用いた一連の演習を通して，広範な国際感覚を養成する講義科目です。 

    大学在学中に国際社会に対し幅広い関心を持ち，かつ自文化を深く掘り下げることによって多 

    文化を理解する基礎的な能力を身につけることを目標とします。また，グローバルな分野にお 

    けるキャリア形成への意識を高め，将来の研究やビジネスにも役立つコミュニケーション技能 

    を獲得することを目標にしています。 

   ②履修方法と単位の認定について 

     第１回目の授業でオリエンテーションを行いますので，必ず出席して下さい。当日，担当教 

    員およびその講義内容を記載したシラバスを配布します。原則として，クラスは３０名定員で 

    構成します。授業開始までの流れは，次の通りです。 

    （１）オリエンテーション 

    （２）履修登録 

    （３）授業開始 

     Communication Skills for Scientists は１単位であり，学部１～４年次を対象に自由選択 

    単位として卒業単位に加算できます。毎回の授業への参加度が重視され，１／３以上授業に欠 

    席した場合は単位が認定されません。 

   ③履修上の留意点 

     オリエンテーションの後，ｗeb 履修登録を行って下さい。他の科目と同様に，履修登録を 

    行わないと単位が認定されません。 
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（５） スポーツ健康科学 

  ①教育の目標と内容 

    スポーツ健康科学科目では，社会生活を送るうえで身に付けておくべき基本的知識および技能 

   の一環として，人間の身体や健康，スポーツに関する正しい知識を学び，自らの体力とその維持 

   増進方法を実践的に理解するとともに，個々人の目的に応じた身体運動・スポーツ活動を実践す 

   る能力の修得を目標とします。さらに，身体活動・スポーツの実践に伴う文化的側面の理解， 

   ルールの遵守や他者との協調等の課題を通じて，集団の中での個人の正しい振る舞いを学び，将 

   来の社会形成に貢献する能力を身に付けることも目標です。 

    これらの目標を達成するため，スポーツ健康科学科目の３科目（スポーツ健康科学理論，体力 

   学実技，生涯スポーツ実技）はそれぞれの独自性を保ちつつ，有機的に連携しています。各科目 

   の詳しい内容はシラバスを参照してください。 

  ②履修方法と単位の認定について 

    共同獣医学科を除く全ての学科で，必修科目である体力学実技の１単位のほか，生涯スポーツ 

   実技，スポーツ健康科学理論のいずれか１単位が選択必修となり，合計２単位が卒業に必要な最 

   低修得単位数となります。共同獣医学科では，体力学実技の１単位と生涯スポーツ実技の１単位 

   が必修で，合計２単位が卒業に必要な最低修得単位数となります。なお，２単位を超えて修得し 

   た単位は自由選択単位として卒業要件単位数に加算できます。ただし，共同獣医学科では，体力 

   学実技の１単位と生涯スポーツ実技の１単位が必修で，合計２単位が卒業に必要な最低修得単位 

   数となります。教職免許を取得するためには「体育」科目として２単位が必須です。「体育」科 

   目の履修方法・単位の修得方法については別途授業時間内に教員が説明します。 

    各科目の第１週目はオリエンテーションとして，科目の説明，受講クラスや種目等の選択を行 

   います。欠席すると希望のクラス，種目等を選択できない場合があります。実技科目は全出席を 

   原則とし，４回以上欠席すると成績評価はD となります。さらに毎年４月に実施される学生定期 

   健康診断を必ず受診してください。未受診の学生は，実技科目（体力学実技 と 生涯スポーツ実 

   技）の履修を認められないことがあります。 

  ③履修上の留意点 

    実技科目の履修に際しては，次のことに留意してください。 

   （１）身体的条件を整えたうえで授業に臨むようにしましょう。生理的に不適当な状態（不眠， 

      過労，病気等）のとき，心理的に不適当な状態（無気力，意欲減退，協調できない等）の 

      ときは，授業への参加を認めないことがあります。 

   （２）ケガをしたらすぐに担当教員に申し出てください。一見軽くても重大な障害は少なくあり 

      ません。申し出がないと傷害保険が適用されないことがあります。 

   （３）体育館用のシューズが必要です。屋外用のシューズと区別して使用してください。なお，   

      服装や用具について大学の指定するものはありません。運動に適したものを用い，清潔を 

      保つよう心がけてください。 

   （４）貴重品は各自で保管・管理し，盗難に遭わないよう注意してください。更衣室は授業開始 

      １０分前に開き，最終授業終了１０分後に施錠します。 

 

（６） 日本語・日本事情 

  ①教育の目標と内容 

    日本語科目は，留学生が大学で日本語を使って自学自習できるようになることを目標とします。 

   具体的には，学習に必要な教科書を読む，講義を聞く，レポートを書く，発表するといった活動 

   を，日本語でできるようになることです。日本語科目では，読解，作文力を育成します。 

    口頭発表練習，ビデオ等の視聴覚教材の利用を通して，高いレベルの日本語能力を育成します。 
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    日本事情科目は，留学生の日本の文化，社会に対する理解を深めることを目標とします。日本 

   事情Ⅰでは，大学生活や日本社会への適応を支援するために，前半で教員や日本人学生との関係 

   構築のために必要なスキルを学び，後半で日本社会の特徴や問題について議論を通して考察しま 

   す。日本事情Ⅱでは，日本における最近の科学技術に関する情報を日本語で理解できるようにす 

   ることを目標としています。具体的には，科学的な文章や，ビデオなどを利用して，理解を深め， 

   その後，内容について討論する構成で進めます。 

  ②履修方法と単位の認定について 

    日本語・日本事情科目は留学生のための科目です。日本語科目の単位は２単位まで英語の必修 

   単位を除く外国語の単位に振り替えることができます。それ以上履修した場合の単位は自由選択 

   単位として卒業要件単位数に加算できます。日本事情科目の単位は４単位まで，共生人文社会科 

   目の単位に振り替えることができます。 

    日本語科目は演習科目です。日本事情科目は講義科目です。いずれの科目も成績は，試験，レ 

   ポート，授業への参加度等で評価されますが，欠席が１／３以上ある場合は単位が認定されませ 

   ん。 

  ③履修上の留意点 

    高専からの編入生（留学生）が，日本語・日本事情の履修を希望するときは，日本語Ⅱ，日本 

   語Ⅲや日本事情Ⅱを履修することをすすめています。 

 

（７）TATⅠ・Ⅱ科目 

  TATⅠ科目は，本学の出身者として必ず身につけておくべき大学レベルの自然科学系科目（数学， 

 物理学，化学および生物学）であり，高大接続と専門基礎を融合した科目です。またTATⅡ科目は， 

 講義と実験からなり，直接専門とのつながりはなくても，幅広い自然科学基礎学力（数学，物理学， 

 化学，生物学および地学）を育成するための科目です。 

  １）数学 

   ①教育の目標と内容 

     微分積分学，線形代数学，数理統計学を学ぶことによって，農学系の諸分野に進むための数 

    学基礎学力を身に付け，社会科学やその他の分野にも応用が出来ることを目標にしています。 

    具体的な内容は以下の通りです。 

   （１） TATⅠ科目 

     ・微分積分学Ⅰ：いろいろな関数の微分，Taylor 展開，不定形の極限値， 

      有理関数の不定積分，広義積分。 

     ・線形代数学Ⅰ：行列，行列の階数，連立１次方式，行列式，逆行列。 

   （２） TATⅡ科目 

     ・微分積分学Ⅱ：多変数関数，偏微分，２変数関数の極値，重積分，体積・曲面積，級数。 

     ・線形代数学Ⅱ：ベクトル空間と線形写像，１次独立と１次従属，基底と次元，固有値と 

              固有ベクトル，実対称行列の対角化。 

     ・数理統計学：平均，分散，正規分布，標本，推定，検定。 

   ②履修方法と単位の認定について 

     TATⅠ科目（微分積分学Ⅰと線形代数学Ⅰ）は共同獣医学科を除く農学部全学科必修です。 

    単位の認定および評価方法については，科目ごとにシラバスで公表されます（共同獣医学科は 

    学科の指示に従うこと）。TATⅡ科目は各学科の指定に基づいて選択する科目です。 

     微分積分学Ⅱと線形代数学Ⅱおよび数理統計学を開講します。 

     単位の認定および評価方法については，科目ごとにシラバスで公表されます。 

   ③履修上の留意点 

     クラス編成に従って，SPICA で履修登録を行ってください。指定されたクラス以外での履 

    修は認められません。 
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  ２）物理学 

   ①教育の目標と内容 

     「今日，我々の生活のいたるところに物理学は浸み込んでいます。」これは朝永振一郎『物 

    理学とは何だろうか』の書き出しです。物理学は技術と相互に影響を及ぼしながら発展し，現 

    代文明はその恩恵に浴しています。また，物理学は素粒子から宇宙創成にまでその領域を広げ， 

    人間の自然観にも大きな影響を与えています。 

     この科目では力学と電磁気学の分野から代表的な現象を取り上げ，それらを数量的に取り扱 

    うことを通して，現象の観察結果からその現象の奥に潜む法則性を理解し，物理学の考え方や 

    方法を身につけることを目標とします。 

   ②履修方法と単位の認定について 

     TATⅠ「物理学」は農学部全学科必修です。４クラスを開講しますが，クラス分けについて 

    は本館掲示板に掲示します。（共同獣医学科は学科の指示に従うこと） 

     TATⅡ「力学」「電磁気学」「物理学実験」の履修については，学科ごとの指定に従ってく 

    ださい。成績は，授業中に行う小テストやレポート，期末試験の結果で評価します。 

   ③履修上の留意点 

     TATⅠ「物理学」の履修登録は，クラス編成に従って行ってください。指定されたクラス以 

    外での履修は認められません。本科目はTATⅡ「力学」「電磁気学」「物理学実験」の基礎と 

    なる科目です。 

     また，TATⅠ「物理学」は理科の中学教諭１種免許状および理科の高等学校教諭１種免許状 

    取得のための必修科目となっています。理科の中学校教諭１種免許状を取得しようとする学生 

    は，TATⅡ「物理学実験」も併せて履修してください。 

  ３）化学 

   ①教育の目標と内容 

     TATⅠ科目では，自然科学系の大学生として必ず身につけておくべき化学の基礎を講義しま 

    す。高校で化学を履修した学生はもとより，履修していない学生に対しても化学の基礎となる 

    べき概念をとりまとめ，わかり易くかつ興味深く解説します。 

     TATⅡ科目は，TATⅠ化学をもとにして，さらなる基礎学力を身につけることを目的とした 

    講義です。多くの学科に共通して必要とされる４つの講義科目（物理化学A〔主に熱力学的内 

    容〕 ，物理化学B〔主に構造化学的内容〕，無機化学，有機化学）と１つの実験科目が開講さ 

    れます。 

   ②履修方法と単位の認定について 

     TATⅠ科目の「化学」は，農学部全学生の必修科目です。 

     TATⅡ科目（物理化学A，物理化学B，無機化学，有機化学，化学実験）については，学科 

    ごとに指定された科目および単位数を履修してください。 

     全ての科目について，時間割上および掲示等で指定されたクラスで履修してください。単位 

    の認定および評価方法については，科目ごとにシラバスで公表されます。概ね授業参加度，レ 

    ポートおよび試験のうちのいくつかにより総合的に行なわれます。 

   ③履修上の留意点 

     特にありません。 

  ４）生物学 

   ①教育の目標と内容 

     生物は環境に適応し，様々に進化してきました。生命現象を物質から遺伝子，細胞，個体， 

    集団，生態系，様々なレベルで学ぶことで，現代の生命科学の基礎知識に根差した幅広い教養， 

    より専門的な学問領域を理解でき将来に生かせる学識や能力を養うことを目標とします。 
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     1年次前期TATⅠ「生物学」では、分子、遺伝子、細胞レベルから生命現象を理解するため 

    の細胞生物学の基礎を学びます。TATⅡ科目では、その他様々な生物学分野の基礎を学びます。 

    1年次後期の「生態学」で、個体から個体群、群集、生態系レベルで生態学の基礎を学びます。 

    1年次後期の「遺伝学」では、メンデル遺伝学に始まり、集団遺伝学、進化学、現代遺伝学の基 

    礎を学びます。2年次前期の「微生物学」では、微生物学の基礎から人間との関わりまで、様々 

    なトピックスを学習します。2年次前期の「生物構造機能学」では、動物と植物の系統分類、形 

    と生きるしくみ、人間との関わりを学びます。 

     学科により１年次後期または２年次前期に開講される「生物学実験」では，実際に生物を 

    扱った様々な実験を通して，技術や手法の基礎を習得しながら生命現象への理解を深めます。 

   ②履修方法と単位の認定について 

     TATⅠ科目の「生物学」は，農学部全学生の必修科目です。 

     いずれの科目も学科あるいは学籍番号で指定されたクラスで受講することになります。その 

    他成績評価の方法などについては，各科目のシラバスを参照してください。 

   ③履修上の留意点 

     同じ科目名でクラスが複数存在します。SPICA で履修登録する際には，受講するクラスで 

    正しく登録するよう注意してください。 

  ５）地学 

   ①教育の目標と内容 

     地学系科目は広い意味で農学や環境科学に深く関わる領域です。アグリサイエンスやエコサ 

    イエンスの基礎をかたち作る教養として，最近大きく体系化が進められている地球惑星科学と 

    いう骨組みに立って，地学分野の科学的知識と考え方を身につけることを目標とします。 

     講義科目は，「地学」と「地球環境地学」が設定されており，前者は地球内部や宇宙までの 

    範囲，後者は地球表層の範囲を対象にして現在の地球環境に関係する内容を講義します。 

     また実験科目として，「地学実験」を開講します。 

   ②履修方法と単位の認定について 

     「地学」および「地球環境地学」は定期開講科目ですが，「地学実験」は集中で開講します。 

    各科目の履修方法，評価方法はそれぞれのシラバスを参照して下さい。 

   ③履修上の留意点 

     「地学実験」の履修希望者は，１年次に開講の地学を修得しておくことを推奨します。 

     「地学」は理科の中学校教諭１種免許状，理科の高等学校教諭１種免許状の必修科目となっ 

    ています。理科の中学校教諭１種免許状の取得を希望する学生は，併せて地学実験も履修する 

    必要があります。なお，環境資源科学科はこの地学実験のかわりに，「環境資源科学実験Ⅳ 

    （地学応用）」を履修してください。 

 

（８）学部共通専門科目 

  この科目は各学科の専門科目とは別に農学部で開講される科目で、共同獣医学科以外の学科では、 

 特定の科目群の中から2単位以上修得する必要があります。なお、以下の科目については、履修につい 

 て通常とは異なる点があるので注意してください。 

  １）海外特別演習Ⅰ～Ⅳおよび海外特別実習Ⅰ～Ⅱ 

   海外の大学等で受講した語学研修や研究活動に対して単位を認定するものです。履修希望者は、 

  事前に教育委員、または教務係に相談してください。 

  ２）農学部特別講義Ⅰ～Ⅲ（ ） 

   学外からの寄附講座や、不定期で開催される特別講義を受講した場合に単位が認定されます。そ 

  の年度に受講できる科目や履修方法は、前期の履修登録期間にお知らせしますのでWEB掲示版等で 

  確認してください。 
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●Ⅳ．各学科の教育内容について● 

１．生物生産学科 
 

（１） 学科の教育方針 

  農業生産は，食料・飼料・バイオマスエネルギーや繊維・医薬品等の多彩な原料を供給することに 

 よって人間の生存および生活を広く支えています。また，農地とそこに形成される生態系は，自然と 

 深く結びついた環境構成要素であり，国土保全や環境保全に多面的な役割を果たしています。生物生 

 産学科では，農業を広く深く理解するとともに，農業に関わる植物科学，動物科学，生産技術と生産 

 環境の最先端のアグリサイエンスに関する基礎的知識を身につけ，さらに農業経営・経済学，市場学 

 の社会科学的知識とともに統合化・総合化を行い，農業生産，とくに食料生産の技術開発の発展およ 

 び普及に貢献しうる人材，地域農業の発展，食料自給率の向上，食糧問題などの国内外の社会的課題 

 の解決，アグリビジネスの展開など農業の発展に貢献しうる人材，生物の多面的な生産機能の活用， 

 環境と調和した食料・農業生産の確立に貢献しうる人材の養成を目指しています。 

  この目的のために，「生産技術環境」，「植物生産」，「動物生産（家畜・昆虫）」および「農業 

 経営経済」の４分野の基礎的事項を学ぶとともに，これらの分野における農業生産現場における関連 

 性をすべての学生が理解し，そのうえで，学生個人の興味・関心に基づき，個別分野に重点を置いた 

 履修や，全分野型の履修を選択して進めます。これらの教育は問題解決の能力や独創的発想を生み出 

 す能力を伸ばすことを意図して行われます。 

 

（２） 学科の教育内容 

  生物生産学は農産物の生産から消費までの人と自然にかかわる総合科学です。すなわち，遺伝・発 

 生・酵素反応など生物学の基礎から，光合成・養分吸収・窒素固定・泌乳生理など生物生産機能の解 

 析，群落構造・施肥管理・家畜飼養管理など生産プロセスの解析と改善，農業政策，農産物の流通・ 

 消費システムなど，きわめて多岐にわたる内容が体系的に構成されています。これらの内容に関する 

 講義と並行する形で，実際の題材を用いた生物生産学実験・生物生産学実習・農業経営経済学総合演 

 習等が行われ，理論と実際を効果的に学ぶことができます。 

  １～２年次で教養を身に付けるとともに，共通科目，生産技術環境系科目，植物生産系科目，動物 

 生産系科目，農業経営経済系科目および新領域科目の６つに分類された専門科目を履修していきます。 

 特に新領域科目では専門に関連した最新の話題や将来を見据えたテーマについて学びます。具体的な 

 カリキュラムは学科課程表（履修案内P.３６～３７）およびコースツリー（履修案内P.６１）を参照 

 してください。 

  これらの内容に関する講義と並行する形で，実際の題材を用いた生物生産学実験・農場実習・経営 

 経済学演習等が行われ，理論と実際を効果的に学ぶことができます。 

 

（３） 履修方法 

  本学科の授業科目は，全学共通教育科目および専門科目のいずれにおいても特に基礎的なもの以外 

 はすべて選択科目となっています。これは，個々の学生が自分自身の学問的関心や進路に合わせて必 

 要な科目を履修できるように配慮しているためです。また，履修科目を選択する際の道標として，い 

 くつかの履修プログラムを用意しており，これについては入学後のガイダンスで詳しく説明します。 

  １）学科専門科目 

   学科専門科目は６つに分類されていますが，特に学科共通科目は生物生産（農業）の概要を理解 

  するために必要な授業であり，できるだけ多く履修してほしい科目群です。卒業には，これらの専 

  門科目の中から必修の１２単位を含めて，６０単位以上修得することが必要です。 
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  ２）実験・実習・演習科目の履修について 

   基礎的な知識がないまま専門科目を履修しても，十分に理解することはできません。２年次以降 

  に開講される実験・実習・演習科目の履修には１年次において，全学共通科目である生物学実験と 

  化学実験並びに学科科目である生物生産学原論とフィールド実験実習Ⅰ・Ⅱを修得していることが 

  望ましいので必ず履修して下さい。 

  ３）卒業論文履修と研究室所属 

   卒業論文を選択する学生は，生物生産学科の研究室からなる１６研究室のいずれかに３年次後学 

  期から分かれて所属し，卒業論文作成の指導を受けます。 

   ３年次後学期からの卒業論文履修にあたっては，原則として，希望する研究室で指導を受けるこ 

  とができます。ただし，研究室には収容しうる学生数に制限があるため，著しい偏りが生じないよ 

  うに，学生間で調整してもらうことがあります。学生間での調整が困難な場合には，所属希望先の 

  教員による面接・試験等による選抜が行われることもあります。研究室への所属に際しては，別に 

  ガイダンスを行います。 

   生物生産学科には以下の４つの科目系があります。 

   ①生産技術環境系（土壌学，植物栄養学，農業生産技術学） 

     環境と調和した持続的な農業植物・動物生産のため，土壌環境，作物への養分供給，病害虫 

    などの物理，化学，生物的な生産環境制御に関わる科学と技術について教育と研究を行います。 

   ②植物生産系（植物生態生理学，園芸学，植物育種学，国際生物資源学，遺伝子細胞工学） 

     持続的な植物生産，品種改良の基盤となる農業植物の生態，生理，栄養，遺伝，育種，バイ 

    オテクノロジーなどの基礎と応用の科学と技術について教育と研究を行います。 

   ③動物生産系（畜産学，蚕学，昆虫機能生理化学，動物生化学） 

     家畜，家蚕，およびその他有用農業動物の持続的な生産と利用をめざし，これら動物の遺伝， 

    発生，生理，栄養，繁殖，生態，バイオテクノロジーなどの基礎と応用の科学と技術について 

    教育と研究を行います。 

   ④農業経営経済系（農業経済学，農業経営・生産組織学，農業市場学，国際地域開発学） 

     農業における生産，経営，市場，多面的機能および食糧消費構造等に関する経済学的基礎， 

    政策，国際関係および歴史について教育と研究を行います。 

 

（４） 取得できる資格など 

  本学科には，普及指導員の筆記試験に必要な専門科目の講義が充実しているため，その資格が得や 

 すくなります。これは従来の農業改良普及員に代わる資格で，国が実施する試験によって資格が得ら 

 れます。ただし，受験には，大学卒業後４年以上または大学院修了後２年以上の実務経験が必要で， 

 都道府県や農協等の職員として，試験研究，教育・普及指導などに一定期間従事したのちに，資格試 

 験を受けることになります。 

  また，本学科では家畜人工授精師の資格を得るために必要な履修科目（講義・実験）の大部分を開 

 講しているので，卒業後にその資格を得やすくなります。詳細については畜産学教育分野担当教員に 

 問い合わせて下さい。 

【コースツリーの説明】 

  生物生産学科の授業科目相互の関係を説明します。本学科では，３年次後学期から希望する研究室 

 に所属して卒業論文研究を開始します。研究室はおおまかに授業科目と同様，生産技術環境系，植物 

 生産系，動物生産系（家畜系と昆虫系）および農業経営経済系の分野に分かれています。しかし，入 

 学時から１つの分野の授業科目のみを履修したのでは生物生産学（農学）を理解したとはいえません。 

 教育方針にもあるように，広い分野を理解できる知識，専門分野における確かな技術，優れた問題解 

 決能力の３つが本学科の教育目標です。 

  



生物生産学科授業科目のコースツリー

大学院：生物生産科学専攻、共生持続社会学専攻
生物システム応用科学専攻、国際環境農学専攻

生産技術環境系科目

[4年]
卒業論文、農地工学
[3年]
土壌物質循環・肥料科学、
作物保護学、灌漑排水工
学
[2年]
土壌学、農業気象学
[1年]
作物栽培学、
フィールド実験実習Ⅰ･Ⅱ

植物生産系科目

[4年]
卒業論文
[3年]
園芸学Ⅱ、植物育種学、
植物生態学
[2年]
植物生態生理学、作物学、
園芸学Ⅰ、植物栄養学
[1年]
植物生理学、
植物分子遺伝学

動物生産系科目

[4年]
卒業論文
[3年]
家畜飼養学
蚕糸学、昆虫利用学、
家畜衛生学、家畜繁殖学、
家畜育種学
[2年]
家畜形態・生理学、
農業昆虫学Ⅰ･Ⅱ
[1年]
畜産学総論

農業経営経済系科目

[4年]
卒業論文、
ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙﾂｰﾘｽﾞﾑ論
[3年]
農業市場学、農業資源経
済学、国際農業開発論、
農業数量経済分析、
農業経営経済学総合演習、
農村社会調査実習
[2年]
農業経済学、農業経営学、
食料システム経済学

学科共通科目

[3年] 分析科学、農業微生物学、生物統計学、農産物製造学、
生物生産学英語入門、アグリバイオ実験、学外実習(農家)、
学外実習(研究所)、English Listening and  Reading for Biological ProductionⅠ･Ⅱ

[2年] 生化学、生物生産学実験基礎、農業分野専攻実習
[1年] 生物生産学原論、情報処理学

新領域科目

[4年] 地域パートナーシップ論
[3年] 生物生産学特別講義Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ、

食料リスクアナリシス、動物福祉論、
バイオマスエネルギー論

[2年] 遺伝子細胞工学

農学部共通科目
現代農業論 国際環境農学 生物資源論 環境生物相関論 動物と人間の行動 海外特別実習・演習

職業指導（農業） FS実験実習 農学部特別講義

大学導入科目（基礎ゼミ）
持続可能な地球のための科学技術
共生人文社会科学
リテラシー科目
スポーツ健康科学科目

自然科学系基礎科目
TATⅠ科目 線形代数学Ⅰ、微分積分学Ⅰ、物理学、化学、生物学
TATⅡ科目 線形代数学Ⅱ、微分積分学Ⅱ、数理統計学、力学、電磁気学、

物理学実験、物理化学A・B、有機化学、無機化学、化学実験、
生態学、微生物学、遺伝学、生物構造機能学、生物学実験、
地学、地球環境地学、地学実験

全学共通教育科目
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  本学科では全学共通科目群のうち化学実験および生物学実験を必修としていますが，これらは学科 

 専門実験の理解に必要であるためです。全学共通科目群には，哲学や心理学などの人文社会科学系科 

 目，数学や理科などの自然科学系科目，外国語科目，スポーツ科目等，健全な精神と健全な肉体を維 

 持・向上することにより，人格形成の糧となる科目があります。また，専門分野にやや近い教養科目  

 （農学部共通科目）も数多く設けられています。 

  これらの教養・基礎・専門教養科目を学びながら，学科専門科目を基礎的なものから応用的なもの 

 へと順に履修していきます。専門科目では，生物生産学の全体を理解するために学科共通科目群があ 

 り，そのうえに，卒業論文研究を行う比較的狭い専門分野の科目群が配置されています。 
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２．応用生物科学科 
 
 

（１） 学科の教育方針・教育内容 

  近年のバイオサイエンス，バイオテクノロジーに関する最先端科学と技術のめざましい発展によっ 

 て，生物自身の生命維持活動，生物間の相互作用，生物が生み出す物質の特性や機能などについて， 

 それらの解明および利用が可能になってきました。人類を含めて生物は互いに無関係ではなく，食物 

 連鎖を含めあらゆるレベルで関係をもって共存しています。生物のもつ生命現象や生物個体間相互作 

 用と共存様式の解明は，人類が「持続可能な発展（Sustainable Development）」を成し遂げてい 

 くために必要不可欠であり，これらの応用への道を拓くことは新しい時代の要請です。 

  本学科は，化学と生物学を基盤科学とし，分子，細胞，個体から生物群集の活動，相互作用にいた 

 る一連の生命現象と生物機能を解明，応用，発展させることをめざした教育と研究を行い，バイオサ 

 イエンス，バイオテクノロジーの分野で活躍できる基礎と応用能力，さらには開発能力を備えた指導 

 者となりうる人材を養成することを目標としています。 

  １，２年次では，人文社会科学，リテラシー科目などの教養科目，自然科学系の基礎科目，および  

 学科専門科目のうちの基礎的な科目（「有機化学」，「生化学」，「分析化学」，「分子生物学」な 

 ど）を履修して，広く豊かな教養を身につけるとともに専門教育の基礎力を養います。 

  学生実験は，１年次後期に基礎的な実験（化学実験・生物学実験）を履修し，２年次後期からは学 

 科の専門的な実験（応用生物科学共通実験Ⅰ・Ⅱ，応用生物科学専門実験Ⅰ～Ⅵ）を履修します。本 

 学科では実験を特に重視していることから，２年次後期と３年次前期は，午前中は講義，午後は学生 

 実験という生活を送ることになります。 

  学科専門科目は，１年次から３年次までに基礎的な科目から次第により専門的な科目へ，また時間 

 数も徐々に多くなるように配置されています。さらに，幾つかの「特別講義」が開講され，専門に関 

 連した最新の情報や広範な知識を習得する機会を設けています。 

  ４年次は，「卒業論文」の履修が中心になります。３年次までの学習によって形成された各自の関 

 心を基礎に，分子生命化学講座，生物機能化学講座，生物制御学講座のいずれかの教育研究分野に属 

 して，教員から指導を受けながらほぼ１年間にわたって研究に取り組み，論文を作成し，発表します。 

 本学科の専門教育の総仕上げである「卒業論文」には，８単位があてられ，毎日の大半を研究室で過 

 ごします。具体的なカリキュラムは学科課程表（履修案内P.３８～３９）およびコースツリー（履修 

 案内P.６５）を参照してください。 

 

（２） 履修上の注意 

  卒業には，応用生物科学共通実験Ⅰ・Ⅱを含めて，本学科専門科目６０単位以上の修得が必要です。 

 また，応用生物科学共通実験および専門実験の履修申告には，２年次前期終了時に次の要件を満たし 

 ていることが必要です。 

  １）全学共通教育科目を２５単位以上，ただし，化学実験，生物学実験を含めてTATⅡ科目を１２ 

    単位以上（但し有機化学は除く），リテラシー科目は５単位以上を修得していること。 

  ２）学科専門科目は，１８単位以上を修得していること。 

  ３）応用生物科学共通実験Ⅰ・Ⅱ，応用生物科学専門実験Ⅰ～Ⅵの単位を修得していないと，研 

    究室に所属して卒業論文を履修できません。 

  学科専門科目の実験は，２年次後学期から３年次前学期にかけて行われます。応用生物科学共通実 

 験ⅠおよびⅡは必修科目で，卒業までに必ず履修する必要があります。また，共通実験ⅠおよびⅡの 

 単位を修得していないと，３年次前学期の専門実験は履修できません。２年次での実験の履修は卒業 

 論文を履修して４年間で卒業するための条件の一つとなります。注意して履修計画を立てて下さい。 

  なお，実験（応用生物科学共通実験・専門実験）の履修に関しては，施設・設備の制約から２クラ 

 スに分けます。 
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（３） 講座の研究・教育分野と講座への所属 

  本学科には３つの講座があり，共同して学科の教育を担当しています。卒業論文作成のために所属 

 する講座を，学生は決定することができます。ただし，施設・設備・教員数等による制約から，各講 

 座に入室可能な学生数には上限が設けられています。 

  １）分子生命化学講座 

   生命を維持する上での生体物質の動的役割，すなわち，生物の代謝・生理，生物による物質変換， 

  遺伝情報と発現・調節，蛋白質の構造と機能などに関する教育を行います。この講座は，生物化学， 

  遺伝子機能制御学，構造生化学，発酵学，植物工学，遺伝子工学，細胞組織生化学の７つの教育研 

  究分野で構成されています。蛋白質・糖鎖の生理機能と生物工学，酵素の構造と機能と蛋白質工学， 

  遺伝子の構造と機能・発現調節機構の解明，微生物が生産する新しい生理活性物質（医薬など）と 

  酵素の検索およびその生化学，などの教育と研究を行います。 

  ２）生物機能化学講座 

   生体物質（生理活性物質，脂質，糖，蛋白質，酵素，遺伝子）などの構造と機能，生物との相互 

  作用などに関する教育を行います。この講座は，生物制御化学，生態情報化学，生物有機化学，食 

  品化学，栄養生理化学，応用蛋白質化学の６つの教育研究分野で構成されています。生理活性物質 

  の構造，活性，合成，生体高分子の構造・物性・機能改変，栄養素による機能調節・疾病改善作用， 

  およびこれらの分野と密接に関連した応用分野（医薬，農薬，香料，食品，生体高分子材料など） 

  に関する教育と研究を行います。 

  ３）生物制御学講座 

   生物の調節機能と生物間相互作用のしくみ，および生物の生存様式について教育を行います。こ 

  の講座は，植物病理学，応用昆虫学，応用遺伝生態学，発生生物学，細胞分子生物学，相関分子生 

  物学の６つの教育研究分野で構成されています。生物集団の動態，動植物と微生物の相互作用およ 

  びこれらの生理機能，発生，遺伝子発現，生殖のしくみなどについて蛋白質，遺伝子，細胞，個体， 

  個体群，群集などのさまざまなレベルで教育と研究を行います。 

 

（４） 卒業論文履修上の注意 

  卒業論文の履修は４年次からですが，所属する講座の決定は３年次後学期に行います。履修には， 

 ３年次前期終了時点で次の条件を満たしていなければなりません。 

  １）全学共通教育科目を３３単位以上，ただし，TATⅡ科目を１６単位以上（但し有機化学は除  

    く），リテラシー科目は６単位以上を修得していること。 

  ２）学科専門科目は実験も含めて３８単位以上を修得していること。 

  ３）化学実験，生物学実験，応用生物科学共通実験Ⅰ・Ⅱ，および応用生物科学専門実験Ⅰ～Ⅵを 

    すべて履修していること。 

  また「科学英語論文演習Ⅰ」と「科学英語論文演習Ⅱ」は，卒業論文を履修した者に対して講座に 

 おいて開講される科目であるため，卒業論文を履修しない者は選択することが出来ません。 

 

（５） 取得できる資格 

  １）別表の「食品衛生コース」カリキュラムを修めた者は，食品衛生監視員，食品衛生管理者の資 

    格が得られます。この資格は就職後，地方公共団体あるいは企業等を介し必要書類（成績証明 

    書とコース修了証明書）を添えて保健所等へ申請し，実務につくものです。但し編入学生は， 

    「食品衛生コース」の履修が原則不可能です。 
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区分 授  業  科  目 単位 備     考 区分 授  業  科  目 単位 備     考

分 子 生 物 学 Ⅰ 2 無 機 化 学 2

応 用 生 物 科 学 共 通 実 験 Ⅰ 1 微 生 物 学 2

応 用 生 物 科 学 共 通 実 験 Ⅱ 1 遺 伝 学 2

応 用 生 物 科 学 専 門 実 験 Ⅰ 1 分 析 化 学 Ⅰ 2

応 用 生 物 科 学 専 門 実 験 Ⅱ 1 生 化 学 Ⅰ 2

応 用 生 物 科 学 専 門 実 験 Ⅲ 1 食 品 化 学 Ⅰ 2

応 用 生 物 科 学 専 門 実 験 Ⅳ 1 有 機 化 学 Ⅰ 2

応 用 生 物 科 学 専 門 実 験 Ⅴ 1 生 化 学 Ⅱ 2

応 用 生 物 科 学 専 門 実 験 Ⅵ 1 分 析 化 学 Ⅱ 2

小     計 10 遺 伝 子 工 学 2

有 機 化 学 Ⅱ 2

有 機 化 学 Ⅲ 2

食 品 化 学 Ⅱ 2

食 品 製 造 学 2

食 品 衛 生 学 2

天 然 物 有 機 化 学 2

小 計 32

分 子 細 胞 生 物 学 2

細 胞 工 学 2

栄 養 化 学 Ⅰ 2

専門自由科目（食品工学） 2

植 物 病 原 微 生 物 学 2

代 謝 工 学 2

生 化 学 Ⅲ 2

応 用 微 生 物 学 2

植 物 栄 養 学 2
生 物 生 産 学 科

植 物 系 科 目

公 衆 衛 生 学 総 論 1

疫 学 2

①
50単位
以   上

②

選

択

科

目

32単位
以   上

82単位
以   上

(平成24年度改正）

　　　　　　　　別添「応用生物科学科教育課程表」に記載されている次の科目
　　　　　　　　・本カリキュラム選択必修科目で8単位を超えて修得した科目
　　　　　　　　・本カリキュラム以外の科目

選
択
必
修
科
目

選択必修科目については４科目８単位以上修得すること

　　　　　　　　必修科目及び選択必修科目合計

T A T Ⅱ 科 目

学 科 共 通 科 目

共 同 獣 医 学 科

応用獣医学科目群

専   　 門   　 科   　 目  　  合  　  計

東京農工大学農学部応用生物科学科「食品衛生コース」カリキュラム

学 科 共 通 科 目

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

必
修
科
目

学 科 共 通 科 目
（生物系実験）

学 科 共 通 科 目

学 科 共 通 科 目
（化学系実験）
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食品衛生学 蛋白学
食品製造学 代謝工学
生体高分子利用学
有機合成化学
栄養化学Ⅰ－Ⅱ
食品化学Ⅰ－Ⅱ
応用微生物学
微生物生化学
天然物有機化学
生化学Ⅰ－Ⅲ
有機化学Ⅰ－Ⅲ

全学共通教育科目（１）
農学基礎ゼミ MORE SENSE入門 科学技術と社会

共生人文社会科学 リテラシー科目 スポーツ健康科学科目

全学共通教育科目（２）（TATⅠ・Ⅱ）
線形代数学Ⅰ-Ⅱ 微分積分学Ⅰ-Ⅱ 物理学 化学 生物学 化学実験 生物学実験
数理統計学 力学 電磁気学 物理化学A・B 無機化学 生態学 遺伝学 微生物学
細胞生物化学 生物構造機能学

卒業論文
科学英語論文演習Ⅰ－Ⅱ

応用生物科学特別講義Ⅰ－Ⅱ
応用生物科学専門実験Ⅰ－Ⅵ

応用生物科学共通実験Ⅰ－Ⅱ
応用生物科学実習 科学英語

細胞工学 植物工学
遺伝子工学 免疫生物学
神経生物学 発生生物学

分子生物学Ⅰ－Ⅱ 分子細胞生物学
情報処理学 農場実習 分析化学Ⅰ－Ⅱ

生物制御科学専攻 応用生命化学専攻

応用生物科学科コースツリー

学科専門科目（学科共通科目）

１． １年次および２年次前期までは、全学共通教育科目を通じて、幅広い教養および基礎的な専門分野を学ぶ。

２． ２年次後期から３年次にかけて学科専門科目や専門実験を履修し、専門分野を学ぶ。

３． ３年次後期に研究室に所属し、４年次から卒業論文を履修し、卒業論文を作成する。

４． 本学科を卒業した者の多くは、応用生命化学専攻および生物制御科学専攻（大学院修士課程）に進学し、

より深くそれぞれの専門分野について履修する。

農薬化学
昆虫生理学

植物病原微生物学
バイオロジカルコントロール

生理活性物質化学
植物病理学

天敵微生物学
生物相関学
植物保護学
植物生理学
昆虫生物学
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３．環境資源科学科 
 

（１） 学科の教育方針 

  近代科学のめざましい発展と技術革新は，私たちの生活に豊かさを生み出しました。しかしながら，  

 急激な人口増加と化石資源に依存した大量生産・大量消費・大量廃棄は，大気・水・土壌など生物圏 

 の環境悪化を引き起こしています。その結果，地球上の生物は生存が脅かされる種々の難問に直面し 

 ています。 

  本学科は，環境と資源に関する教育と研究を通じ，人類が地球環境と調和しながら持続的に共存す 

 るための自然科学に貢献できる人材や，物質を循環させるメカニズムを総合的に理解して地球環境に 

 関する種々の問題の解決に貢献できる人材の育成を目指しています。 

 

（２） 学科の教育内容 

  本学科は，「環境と資源」というキーワードを機軸としています。生物学・物理学・化学および地 

 学の基礎知識を土台に，地球環境に関する基礎的な内容から，より専門性の高い内容まで，幅広く教 

 育を行っています。 

  近年重要性がいっそう増大している環境や資源に関する問題を理解するためには，自然科学を広く， 

 かつ，深く理解していることが不可欠です。本学科では，自然科学の基礎知識を豊富に身につけ，そ 

 れらを応用して人類が直面する環境と資源にかかわる諸問題を理解して解決への道筋を組み立てる思 

 考力を養成するための教育を実践しています。また，知識と思考力だけでなく，それらの実践に必要 

 な技能・技術も重視しており，そのために専門科目では実験科目と実習科目を採り入れています。具 

 体的なカリキュラムは，教育課程表（Ｐ.４０～４１）とコースツリー（Ｐ.６９）およびカリキュラム 

 マップ（Ｐ.8）を参照して下さい。  

  １年次と２年次では，主に大学導入科目，人文社会科学，リテラシー科目および自然科学系基礎科 

 目（TAT IとTAT II）を履修して，理科系の大学生としてふさわしい広い教養を身につけるとともに， 

 学科の専門教育に必要な基礎学力を養成します。 

  専門科目は，学科基礎科目と学科専門科目という２つの科目群に分類されます。学科基礎科目は基 

 礎的な性質のより強い科目で，広範囲に及ぶ環境資源科学のどの分野に進むにしても基礎として必要 

 とされる科目が該当します。一方，学科専門科目は応用的な性質が強い科目で，環境資源科学の中の 

 特定の専門領域を深く学ぶことができる科目が該当します。これらの専門科目は主に２年次以降に配 

 置されていますが，一部は１年次にも配置されたくさび形のカリキュラムをとっており，１年次から 

 学科の専門分野に触れることができるように配慮されています。 

  学科専門科目には特別講義が６科目含まれています。これらの科目では，学科の各分野に関係する 

 専門家を他大学や研究機関から講師としてお招きして，それぞれの専門分野を講義していただきます。  

 これらを受講することで，最先端の研究に触れて最新の知識を身につけることができます。 

  理科系の大学の多くがそうであるように，本学科でも実験科目を重視しています。まず１年次から 

 ２年次では， TAT II科目の物理学実験，化学実験および生物学実験の３科目を履修し，環境資源科学 

 を学ぶ以前に理科の専門家ならば誰でも修得していなければならない実験の基礎を学びます。これら  

 ３科目は必修科目です。次に２年次から３年次では，学科専門科目の実験科目である環境資源科学実 

 験IからIVの４科目を学びます。これらは必修科目ではありませんが，環境資源科学における実践能力 

 を身につけるために不可欠ですので，すべてを履修することが強く推奨されます。 

 論文を作成します。 
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  大部分の学生は，４年次には卒業研究に取り組みます。３年次までに培った知識や経験をもとにし 

 て，各自が関心をもつ分野のいずれかの教員の指導のもとで１年間，卒業研究に取り組みます。研究 

 して得られた成果は卒業論文にまとめ，発表会で発表します。卒業論文は必修科目ではありませんが， 

 専門科目の総仕上げであり，学力だけではなく自発的に学ぶ姿勢，直面する問題を打開する能力，プ 

 レゼンテーションの技術を身につける絶好の機会です。履修することが強く推奨されます。 

  本学科のカリキュラムの大きな特徴に，物理学・化学・生物学・地学の４科目を基幹科目として位  

 置づけている点があげられます。専門科目ではこれら理科４科目をまんべんなく学ぶことができます 

 ので，本学科の用意するカリキュラムを履修すれば，総合理科の専門家として社会で十分に通用する 

 能力が身につくはずです。 

 

（３） 専門科目の履修方法 

  卒業するためには，学科基礎科目の環境資源科学実験Ⅰ～Ⅳから2単位以上，それ以外の学科基礎 

 科目から2９単位以上，さらに学科専門科目から3２単位以上を修得しなければなりません。 

  教育課程表に用意されている多くの科目の中には，相互に密接に関係している科目があります。す 

 なわち，ある科目にとって別の科目を履修しておいた方が理解しやすい，という場合があります。こ 

 うした科目間の相互関係を示すために，科目相関表（Ｐ.７０）がありますので，履修計画を立てる際 

 には活用して下さい。 

 

（４） 卒業論文の履修方法 

  １）履修方法 

   ３年次に卒業論文の履修のためのガイダンスを開催し，教育研究分野の概要と卒業論文の履修方 

  法・要件について説明します。卒業論文の履修を希望する学生は，ガイダンスの内容に基づき希望 

  する教育研究分野を選び，その教員の指導のもとで研究を行います。４年次後学期の所定の期日の 

  卒業論文発表会で口頭発表し，卒業論文を作成して提出した学生は，単位が認定されます。 

   ただし，卒業論文の履修を申請するためには，３年次後学期終了までに以下の要件を満たしてい 

  なければなりません。 

  ２）履修要件 

   卒業に必要な１２４単位のうち９７単位以上を修得していること。ただし，全学共通教育科目は 

  卒業に必要な５５単位のうち４４単位以上（リテラシー科目６単位を含む），学科基礎科目（実験 

  科目を除く）と学科専門科目は卒業に必要な６１単位のうち４９単位以上を修得していなければな 

  りません。また，実験科目は TATⅡ科目の必修３科目および学科基礎科目の環境資源科学実験４科 

  目（Ⅰ～Ⅳ）の合計７科目の中から４単位以上を修得しておく必要があります。なお，卒業論文の 

  履修要件と卒業見込証明書の発行要件は同じです。 

 

（５） 教育研究分野 

  本学科には次の７つの教育研究分野があり，各教育研究分野はそれぞれ数名の教員から構成されま 

 す。卒業論文を履修する学生はその中の一人を指導教員として選んで卒業研究に取り組み，卒業論文  

 を作成します。 

  環境物質科学分野 

   物理化学，有機化学，無機化学，生物化学などの基礎化学を基盤として，以下の各項目について   

  の教育と研究を行う。①さまざまな物質が自然界で状態や構造を変える機構の解明。②環境にやさ 

  しい材料の開発と利用。③環境や資源の新しい分光分析手法の開発。④環境中で光によって誘発さ 

  れる有機化学反応の発見と反応機構の解明。 
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  環境汚染解析分野 

   国内からアジア，南北アメリカ，アフリカにまでわたる地球規模での，人間活動による汚染物質 

  の発生メカニズム，大気・水・土壌・生物圏における輸送過程と分布，それらの生物への蓄積・代 

  謝や影響を，化学的な手法により解析する教育研究を行う。主な研究対象は，①大気汚染物質，特 

  にエアロゾル（粒子状物質），②石油汚染，残留性有機汚染物質（POPs），環境ホルモン，医薬 

  品・抗生物質等の有機汚染物質，③重金属類や放射性元素など微量元素。 

  生物圏変動解析分野 

   地球生物圏に起こりつつある温暖化，大気汚染，酸性雨，内分泌攪乱物質による水域汚染等の重 

  大な環境攪乱について，温室効果ガスをはじめとする炭素，窒素等の生元素循環，大気や水域にお 

  ける汚染物質の広域的な挙動，気候変動や大気汚染の陸上生態系への影響，人工化学物質による海 

  洋生態系へのインパクトの点から解明し，地球環境問題の解決に貢献する教育研究を行う。 

  環境修復分野 

   地圏・水圏・大気圏からなる生物圏における様々な生態系が有する回復力のメカニズムを，微生 

  物学および土壌学の視点から明らかにし，それらの知見をもとにして，汚染された生態系，そして 

  人間活動による過度の利用のために劣化した生態系を修復すること，ならびに我々の生存にとって 

  不可欠である土壌資源・水資源の持続可能な利用に関する教育研究を行う。 

  植物環境分野 

   植物（農作物，樹木および絶滅危惧植物）に対する環境ストレス（大気汚染ガス，エアロゾル， 

  酸性降下物，地球温暖化など）の影響とそのメカニズムなどに関する教育研究を行う。植物バイオ 

  マス，特に木質バイオマスの特性や形成機構の細胞生物学的解析，組織培養法による有用樹木の開 

  発，環境変動下における樹木の適応性の生理学的解析などに関する教育研究を行う。 

  生活環境分野 

   生活環境，特に住環境で使われる木材を主とする森林資源材料について，その物性と機能の解析， 

  それら材料の物理的・工学的な先端加工技術，複合化・機能化等に必要な接着性・耐久性・寸法安 

  定性を目指す化学加工とそれらの応用による機能性植物資源材料の開発，循環型利用法の開発，さ 

  らにこれらの材料のライフサイクルにおける環境負荷やライフスタイルからみた評価と提案に関す 

  る教育研究を行う。 

  バイオマス・リサイクル分野 

   植物バイオマスの有効利用およびリサイクルに関する科学技術を基盤として，植物細胞壁由来の 

  高分子資源から石油系高分子に代替可能な特性・機能をもつ高分子材料の開発，植物の生分解機構 

  を利用したバイオマスからの有用物質生産，木造建築物の腐朽防止技術の開発，紙系廃棄物を中心 

  とした植物繊維資源のリサイクル技術および文化資源としての紙資料の保存処理技術の開発に関す 

  る教育研究を行う。 

 

（６） 取得できる資格 

  自然体験活動指導者  

   「森林実習」または，「環境活動指導法」を履修して最後の確認試験に合格し，所定の登録手数 

  料を支払うことで全国体験活動指導者認定制度の「自然体験活動指導者」の資格を取得できます。 

  本資格の詳細はＮＰＯ法人・自然体験活動推進協議会（ＣＯＮＥ）のホームページで 確認してくだ 

  さい。 

   ＣＯＮＥホームページＵＲＬ： http://cone.jp/ 



- 69 - 

環境資源科学科コースツリー 
 

情報処理学   環境情報解析学　
環境統計解析学演習
環境計測学   環境気候学   地球化学　
生態系管理学   微生物生理生態学　　
環境分析化学   環境資源熱力学　水溶液化学   
機器分析学I –II　　環境資源有機化学   
物質生化学   代謝生化学　
樹木生態生理学   森林資源科学　
資源材料力学   資源高分子物理学   木質資源物理学　　

実験・実習科目

環境資源科学実習A–B　
森林実習　
環境資源科学実験I（物理系）　
環境資源科学実験II（化学系）
環境資源科学実験III（生物系）　
環境資源科学実験IV（地学系）

講義科目

学科基礎科目

学科専門科目

卒業論文

環境物質科学分野

環境汚染解析分野

生物圏変動解析分野

環境修復分野

植物環境分野

生活環境分野

バイオマス・リサイクル分野

環境資源物質科学専攻　物質循環環境科学専攻　生物システム応用科学専攻

大学院

大気環境学   大気化学   環境毒性学   環境土壌学   環境汚染化学
地圏環境学   海洋環境学   陸水環境学   生態系生態学
生態系管理学   環境微生物学   環境分子生物学   環境アセスメント学
植物組織形態制御学   森林資源形成学   環境植物学
住環境学   エコマテリアル学   森林資源利用学   住環境構造学   ライフサイクルアセスメント   環境活動指導法
資源リサイクル学   木質資源化学   資源高分子化学   生分解学   紙パルプ科学   資源分解・廃棄学

大学導入科目
持続可能な地球のための科学技術
共生人文社会科学
リテラシー科目（英語，第二外国語）
スポーツ健康科学科目

全学共通教育科目（１）

TAT I科目：
　数学　物理学　化学　生物学
TAT II科目：
　数学（線形代数学II，微分積分学II）
　物理学（力学，電磁気学，物理学実験）
　化学（物理化学A，物理化学B，有機化学，無機化学，化学実験）
　生物学（生態学，遺伝学，微生物学，生物構造機能学，生物学実験）
　地学（地学，地球環境地学，地学実験）

全学共通教育科目（２）

 



- 70 - 

科目相関表 

科目名

学科基礎科目
環境分析化学
環境計測学
環境資源熱力学
環境気候学
物質生化学
資源材料力学
代謝生化学
機器分析学Ⅰ
水溶液化学
資源高分子物理学
環境資源有機化学
木質資源物理学
微生物生理生態学
機器分析学Ⅱ
環境資源科学実験Ⅰ
環境資源科学実験Ⅱ
環境資源科学実験Ⅲ

学科専門科目
住環境学
地圏環境学
大気環境学
海洋環境学
大気化学
木質資源化学
環境毒性学
エコマテリアル学
環境土壌学
環境微生物学
生態系生態学
生分解学
森林資源利用学
環境植物学

紙パルプ科学
住環境構造学
ライフサイクルアセスメント
資源分解・廃棄学
森林・林業論
環境活動指導法

注）＊をつけた科目は，対象科目と同学年の同学期に開講されることを示す．

関連する科目

化学
情報処理学，環境分析化学＊

微分積分学Ⅰ, 微分積分学Ⅱ，力学，物理化学A
線形代数学Ⅰ，微分積分学Ⅰ，物理学，化学，情報処理学
化学，生物学，有機化学，物理化学A
物理学，力学，物理学実験
化学，生物学，有機化学，物理化学A，物質生化学
化学，物理化学B，有機化学
化学, 物理化学A，無機化学
力学，物理化学A，資源高分子化学
有機化学，物理化学A, 物理化学B，無機化学
力学，物理学実験，資源材料力学
微生物学，環境微生物学，物質生化学，代謝生化学＊

化学，物理化学B，無機化学
物理学実験，物理学，化学
化学実験，化学，有機化学，物理化学A, 物理化学B，無機化学＊

生物学実験，生物学，生態学，遺伝学，微生物学，生物構造機能学

物理学
地球化学
線形代数学Ⅰ，微分積分学Ⅰ，物理学，化学
生物学，化学，地学＊，物理学，生態学＊

化学, 物理化学A，大気環境学
有機化学＊

生物学，化学，生態学，遺伝学＊，地学
有機化学，木質資源化学
化学，無機化学＊，地圏環境学，生物学，環境微生物学＊

微生物学，生態系管理学
生物学，環境毒性学，陸水環境学，大気環境学，海洋環境学
木質資源化学
物理学，有機化学，木質資源化学，木質資源物理学＊，力学
生物学，生物学実験，大気化学，大気環境学，
環境土壌学，樹木生態生理学＊，環境資源科学実験IⅢ
木質資源化学，資源リサイクル学，環境資源科学実験Ⅰ
住環境学，森林資源科学，資源材料力学，木質資源物理学
情報処理学，森林資源利用学，資源リサイクル学，エコマテリアル学
資源リサイクル学，生分解学
森林実習
森林実習
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４．地域生態システム学科 
 

（１） 学科の教育方針と教育内容 

  地域生態システム学科では，森林と田園や公園，農山村と都市など空間や関係性を一つの連続した 

 「地域」として捉え，その地域に広がる生態系や人間の関わりに着目した新しい教育研究を行ってい 

 ます。具体的には，野生生物や都市緑地，田園農地，森林緑地，河川などの地域資源や人間の関わり 

 についての基礎的教育をベースに，人と自然が共生し，持続可能な生産・資源管理を行うための計 

 画・設計・管理手法に関する教育，人々が快適にくらし，持続可能な新しい産業を生みだすためのシ 

 ステムを発展させる教育を行います。また，近年社会的ニーズの高い，地域における政策立案や環境 

 評価，地域連携・国際協力のあり方などについて総合的に理解し，それぞれの地域で主体的に活躍で 

 きる人材の育成を目指しています。 

  こうした理念を達成するため，関連するさまざまな知識や技術を基本的な素養として身につけて地 

 域社会の中で実際に応用できる能力を開発していくことが本学科の教育目的となります。すなわち， 

 本学科の教育課程は，２年次前学期までは学科共通科目を中心に基礎的な専門教育を行い，２年次後 

 学期から学生自身が受講する科目を選択することでその関心や希望する進路に沿って専門的な学習を 

 深められるようにできています。また，３年次からは皆さんが興味を持った教育研究分野を選び，演 

 習や実験・実習などの形で教員の指導による卒業研究を行い，４年次の所定の期日にその成果を発表 

 します。具体的なカリキュラムは学科課程表（履修案内P.４２～４４）およびコースツリー（履修案 

 内P.７５）を参照してください。 

 

（２） 履修方法 

  １）パッケージ・プログラムとは 

   本学科では，学科専門科目を組み合わせた独特のパッケージ・プログラム制による教育を行いま 

  す。パッケージとは，複数の授業にまたがる内容を系統的に学ぶことを容易にするため，２～３の 

  講義科目と実験・実習・演習科目を一組にしたものです。プログラムは，これらのパッケージを基 

  本単位として積み上げ（基本パッケージ），それらに関する学習の理解を広げる推奨科目を加えて 

  構成されています。基本パッケージ科目と推奨科目の履修指定はプログラムごとに異なりますが， 

  指定された要件を満たすとそのプログラムを修了したと認められ，本学科の卒業と同時にプログラ 

  ム修了認定証が授与されます。 

   学生は設定されたプログラムの中から１つ以上を選択し，卒業するまでの間に指定された要件に 

  従って履修します。プログラム登録は，４年次前期に行います。プログラム登録のためのガイダン 

  スは２年次前学期から開催し，具体的に説明します。 

   ただし，３年次編入生については，卒業単位の修得はおおよそ可能ですが，プログラムの履修は 

  難しい場合があります。 

  ２）本学科のプログラム 

   本学科には全部で８つのプログラムがあります。プログラムは，現実に生じている地域の複雑な 

  問題を多様な視点から捉え，的確に対応できる人材を養成するため設けたもので，社会の多様な 

  ニーズに応えるとともに，皆さんの将来の進路・職業選択にも役立つように設計されています。 

   ・生態系保全プログラム：自然生態系の管理に関わる諸問題の現場解決能力（情報収集，解析， 

    デザイン）を養うと同時に，自然環境保全，野生生物管理を実践する専門家を養成するための 

    教育を行います。 

   ・森林科学プログラム：森林と森林環境の創造および設計ができる知識と技術を修得し，森林を 

    とりまく諸問題の現場解決能力（情報収集，解析，デザイン）を養うと同時に，森林をさまざ 

    まな側面から理解できる豊かな人間性と国際感覚を養成するための教育を行います。 

   ・農業環境工学プログラム：都市・農村における生産環境，自然環境，生活環境の調和を図る地 

    域環境整備，および生産性向上と環境保全を同時に解決する持続的食料生産システム構築を担 

    う農業環境工学の専門家養成を目指す。 
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   ・共生持続社会プログラム：共生のあり方をめぐるあるべき理念と，現にある社会や文化の分 

    析・検討を多元的な方法論から体感することを通して，人文社会科学的な分析眼と思考力・想 

    像力をもって，人と自然・人と人との共生のあり方を考え，そのビジョンを示すことのできる 

    能力を育成する。 

   ・環境修復工学プログラム：環境の再生・修復に関して工学的観点から問題を解決する能力を養 

    い，同時に応用生態工学，農業工学分野におけるリーダーを育成するための教育と研究を行い 

    ます。 

   ・流域保全・管理プログラム：流域という自然的，社会的，文化的にまとまった広域の生態系を 

    様々な視点から把握すると共に，その管理・修復技術を既存の学の体系を超えて総合的に学ぶ。 

   ・人と動物の共生プログラム：人の生活圏から離れたところに生活する野生動物の保護管理およ 

    び飼育動物など人の生活圏の中にある動物との関係性の再認識等を通じての動物と人との共生 

    社会の実現を目指す。 

   ・農山村地域ガバナンスプログラム：農山村地域における，生態系と地域社会の持続可能性の維 

    持を目的として，様々な主体の合意のもとに自然資源管理計画・景観計画・土地利用計画・地 

    域振興計画を策定し，様々な主体の連携・協働によって諸政策を実行する。地域の持つ歴史 

    的・文化的・生態的特性を認識し，ガバナンスの各過程を主導的に担う人材の育成を目指す。 

  ３）コースツリー 

   本学科での授業科目の履修の流れを模式的に示したものがコースツリーです。授業科目は全学共 

  通教育科目，学部共通専門科目と学科専門科目があり，学科専門科目には学科共通科目とパッケー 

  ジ・推奨科目群があります。全学共通教育科目，学部共通専門科目の多くは１年次，２年次に開講 

  され，専門科目を履修するための基礎や，専門に直結する教養を身につけます。学科専門科目のう 

  ち，学科共通科目と多くのプログラムで共通する授業科目は全学共通教育科目，学部共通専門科目 

  と並行して１，２年次に履修できるようにカリキュラムが作られています。より専門性の高い学科 

  専門科目は２年次後学期以降に開講されます。３年次後学期からはゼミ形式の特別演習を履修し， 

  ４年次終了までの間に卒業研究を行います。希望する場合は卒業論文を作成することができます。 

   さらに進んで教育・研究を目指す人には，本学科の教育・研究をより専門的に学ぶために大学院 

  農学府のカリキュラムが用意されています。 

 

（３）実習科目の履修について 

  本学科の実習はフィールドで行われることが多く，安全管理の知識が不可欠であるため，1年次前期 

 のフィールド安全管理学は必ず履修してください。 

 

（４）地域生態システム学セミナー， 

        地域生態システム学特別演習Ⅰ～Ⅲ および卒業論文の履修について 

  １）地域生態システム学セミナーおよび教育研究分野の所属決定 

   地域生態システム学の様々な研究領域を知り，自分の専門分野を方向づけるための科目です。学 

  科教員全員が学科の理念に基づいてどのような活動をしているかについて紹介します。履修にあ 

  たっては，2年後期終了時点で卒業に必要な単位のうち56単位以上を習得していること。全学共通 

  教育科目は27単位以上，学科共通必修科目は7単位，学科専門科目は22単位以上を修得していなけ 

  ればなりません。 
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地域生態システム学科教育研究分野 
大学院（修士課程） 

関連する専攻 

景観生態学，野生動物保護管理学，植生管理学，健康アメニティ科学， 
森林土壌学，森林生態学，森林生物保全学，森林水文学，森林環境 
工学，森林－人間系科学，森林計画学，森林利用システム学，森林 
資源管理学，山地保全学 

農学府 
自然環境保全学専攻 

水利用学，生産環境システム学，生産環境制御学，地水環境工学， 
耕地栽培システム学，エネルギー利用学，施設構造工学，農村地域計
画学，ファイトテクノロジー，農業情報工学 

農学府 
農業環境工学専攻 

環境哲学，農村社会学，比較心理学，環境文化史，環境公法学， 
国際関係学，環境情報科学，環境教育学，共生福祉論 

農学府 
共生持続社会学専攻 

水利環境保全学，環境地盤工学，環境地域社会学，国際比較経済開
発論，農薬動態学，流域環境修復保全学 

農学府 
国際環境農学専攻 

土壌生態管理学 生物システム応用科学府 
（博士前期課程） 

   また，3年次後期より始まる地域生態システム学特別演習Ⅰ～Ⅲに先立っていずれかの教育研究分 

  野（研究室あるいは研究グループ）に分属する必要がありますが，地域生態システム学セミナーの 

  履修要件を満たしていないと教育研究分野への分属はできません。なお，施設設備・教員数等によ 

  る制約から，各教育研究分野に分属可能な学生には上限が設けられています。3年次の前学期に教育 

  研究分野への分属についてのガイダンスを開催し，具体的に説明します。 

  ２）地域生態システム学特別演習Ⅰ～Ⅲ 

   本学科では，さまざまな教育研究分野の教員が共同で授業を担当しています。学生は，3年次の後 

  学期から教育研究分野（研究室あるいは研究グループ）のいずれかに分属して「地域生態システム 

  学特別演習Ⅰ～Ⅲ」を履修します。この特別演習は，分属した教育研究分野でのゼミを通して学生 

  が主体的に進める卒業研究です。学生は，その卒業研究の成果を4年次後学期の所定の期日に発表し 

  ます。 

  ３）卒業論文の履修方法・要件 

   自ら進めてきた卒業研究を卒業論文の形でまとめることを希望する学生は，4年の後学期に「卒業 

  論文」を履修することができます。卒業論文は原則として所属する教育研究分野の指導教員のもと 

  で作成して提出します。4年次の前学期に卒業論文履修のためのガイダンスを開催し，卒業論文の履 

  修用件・方法について具体的に説明します 

  ４）本学科の教育研究分野 

   本学科を卒業し，専門分野についてさらに深く学ぼうとする学生は，本学大学院（修士課程）を 

  受験することができます。本学科の教育研究分野と，関連する大学院の専攻は次のとおりです。 
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（４） 取得できる資格など 

  地域生態システム学科の所属学生または卒業生は次のような資格を得ることができます。その取得 

 要件を示します。 

  １）測量士，測量士補 

   測量に関わる科目（測量学Ⅰ，測量学Ⅱ，測量学実習Ⅰ，測量学実習Ⅱ，リモートセンシング 

  論）を履修し，かつ，所定の履修プログラムを修了した者は，測量士補の資格が得られます。さら 

  に１年間以上の測量実務経験により，測量士の資格が得られます。 

  ２）ビオトープ管理士資格試験の筆記試験一部免除 

   指定された学科授業科目を履修しているか，年度内に履修見込みの場合，資格試験科目の受験が 

  一部免除されます。ビオトープ管理士資格試験の詳細は財団法人日本生態系協会のホームページ 

  （http : //www.ecosys.or.jp/eco-japan/）で確認してください。なお，該当する講義科目は別 

  に定められています。 

  ３）樹木医補 

   農学部の教育課程を修め，かつ樹木医に関わる講義分類８分野から６分野以上を選び１４単位以 

  上の履修，かつ，実験・実習において４科目を履修した者は，樹木医補の資格が得られます。さら 

  に１年間以上の実務経験を経て樹木医の受験資格が得られます。なお，該当する講義科目および実 

  験・実習科目は別に定められています。 

  ４）自然体験活動指導者 

   「インタープリテーション技術」を履修して最後の確認試験に合格し，所定の登録手数料を支払 

  うことで全国体験活動指導者認定制度の「自然体験活動指導者」の資格を取得できます。本資格の 

  詳細は，NPO法人・自然体験活動推進協議会（CONE）のホームページ（http ://cone.jp/）で確 

  認してください。 

  ５）東京都ECO-TOP プログラム 

   持続可能な社会の構築に向けて行動できる人材を育成するための「ECO-TOP プログラム」に， 

  農学部地域生態システム学科が認定されています。指定された科目を履修することで，卒業と同時 

  にプログラム修了者として東京都に登録されます。 

   ６）森林情報士２級 

   森林学の一般科目および森林情報士部門別科目を所定の分野および単位数を習得した者は，森林 

  情報士２級の資格が得られます。さらに２年間以上の実務経験を経て森林情報士１級の養成研修の 

  受講資格が得られます。なお，該当する講義科目および実験・実習科目は別に定められています。 

  ７）環境再生医 

   環境再生医は，環境の復元・再生の際に，あたかも町医者のように現状を診察（調査・診断）し， 

  処方（対策の計画）を立て，治療（施術・施工）を行い，さらにはケアー（維持管理）を持続的に 

  行う環境の“専門医”です。本学科は環境再生医初級資格認定校であり，認定には学科指定科目を 

  必要単位取得する必要があります。 

  ８）自然再生士補 

   「自然再生士」は，自然再生に必要な知識・技術・経験を有する，自然再生の推進者です。自然 

  再生に係る事業全体を把握し，調査・計画・設計・施工・管理の，各々の事業段階において行われ 

  るべき業務や活動において，これらをコーディネートして自然再生を実行します。地域生態システ 

  ム学科は，自然再生士補資格養成機関として認定され，所定の科目の履修状況によって，自然再生 

  士補の認定を受けることが出来ます。 



地域生態システム学Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ
地域生態システム学実習Ⅰ，Ⅱ
地域生態システム学セミナー

地域生態システム学特別演習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ
フィールド安全管理学

情報処理学
インターンシップ

学科共通科目

地盤工学
構造解析学
エコマテリアル

地域パートナーシップ論
サステイナブルツーリズム論

農村地域計画学
地域社会システム計画論

環境教育学
ESD

森林施設工学
森林生産システム学

水利施設工学
水資源管理学

野生動物保全学
野生動物保全技術論

動物生態学

森林施業論
森林立地学
樹木学

森林生態学
森林保護学

生態・環境情報工学
GISの基礎と演習

卒業研究･卒業論文

地域生態システム学特別演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

共生持続社会学専攻 自然環境保全学専攻 農業環境工学専攻

地域生態システム学科コースツリー

学科専門
パッケージ･
推奨科目群

景観生態学
造園学

環境倫理学
環境哲学

環境経済学
環境公法

インタープリテーション技術
生物多様性保全学

リモートセンシング論
測量学、空間情報学

植生学、植生管理学

応用力学、水理学、土質力学

農山村地域ガバナンス

流域保全・管理
環境修復工学

人と動物の共生

プログラム群

動物福祉論
人と動物の関係論

農村社会論
環境文化史

共生社会思想
農の共生学

環境生理生態学
健康アメニティ論

比較行動学
比較心理学

持続的森林管理論
森林政策学
森林計画学

バイオマス利用論
生物生産環境学Ⅰ,Ⅱ

機械基礎工学

農地工学
灌漑排水工学

砂防工学
山地保全学
水文学

国際開発論
国際協力論

農産プロセス工学
熱工学、農業機械学

農業市場論
農業経済学

土壌物質動態学
土壌生態管理学
土壌物理学

国際環境農学専攻

ECO-TOP

インターンシップⅠ，Ⅱ

地方自治論
地域環境社会学

単独科目：
動物環境生理学
土地利用学

全学共通教育科目（１）
農学基礎ゼミ、MORE SENSE入門
科学技術と社会、共生人文社会科学
リテラシー科目、
スポーツ健康科学科目

全学共通教育科目（２）：TATⅠ・Ⅱ科目
数学、物理学、化学、生物学、地学

ECO-TOP

共生持続社会 農業環境工学森林科学生態系保全

共生福祉論

全学共通教育科目＋学部共通専門科目
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５．共同獣医学科 
 

（１） 学科の教育方針 

  共同獣医学科では，本学と岩手大学との緊密な教育連携のもと，獣医師として社会で指導的な立場 

 で活躍できる人材の養成を行います。獣医師は，伴侶動物の診療や産業動物の治療・疾病予防・生産 

 性の向上といった業務を行うだけでなく，乳肉製品の衛生管理などを通して人の健康を守る公衆衛生 

 分野でも中心的な役割を果たしています。さらに，獣医師は，動物園動物や希少動物の診療・繁殖， 

 野生動物保護，動物用および人用医薬品の研究・開発，動物生命科学の基礎研究といった非常に幅広 

 い分野でも活躍しています。 

  しかし，獣医師免許取得後これらの分野のエキスパートとしてすぐに活躍できるわけではなく，例 

 えば，伴侶動物の臨床分野では，動物病院で研修医として経験を積むとともに，最新の診断法・治療 

 法などについては自ら勉強を続けて行かなければなりません。したがって，本学科では，単に獣医師 

 免許取得のためだけの技術的な教育のみではなく，その基盤となる高等動物の生命科学に対する十分 

 な教育・研究を行い，さらに，最新知識を自ら取り入れる姿勢や問題解決能力を養えるようなカキュ 

 ラムを用意しています。 

 

（２） 学科の教育内容 

  共同獣医学科専門教育科目では，基礎・病態科目（基礎獣医学科目）から応用・臨床科目（実証獣 

 医学科目）へと順序よく学んでいけるように授業科目が用意されています。まず１年次の最初に，専 

 門科目への導入として，獣医学概論で獣医学の概略を学びます。１～３年次の基礎獣医学科目では， 

 正常な高等動物の形態・機能や生体と薬物との相互作用について，２～４年次の病態獣医学科目では， 

 高等動物の病態時における形態・機能の変化や病原微生物・寄生虫について学修します。これら基 

 礎・病態獣医学科目を基盤として，３～４年次の応用獣医学科目で，疾病の予防や公衆衛生について 

 学びます。また，４～５年次の臨床獣医学科目では動物の疾病の診断，治療の基礎を学び，５～６年 

 次にかけては実際のフィールドにおいて総合参加型臨床実習を行います。１～４年次に開講される選 

 択科目では，獣医学に密接に関連する科目を中心に学修します。以上の授業科目では，講義と平行し 

 て実習が行われますので，各科目の理論と実際を効果的に学修できます。４～６年次の専修科目では， 

 本学（または一部岩手大学）のいずれかの研究室に所属し，それまでに学修した専門知識や技術を用 

 いて，基礎研究あるいは実証研究を行い，卒業研究論文を作成します。この論文作成を通して自ら学 

 んでいく姿勢，問題解決能力，プレゼンテーション能力を養います。具体的なカリキュラムは学科課 

 程表（履修案内P.４５～）およびコースツリー（履修案内P.７８）を参照して下さい。 

 

（３） 履修方法 

  １）学科専門科目の履修 

   共同獣医学科の学科専門科目はほとんどすべて必修科目です（教育課程表◎印）。これは農林水 

  産省が定める獣医師国家試験出題基準の内容が，基礎獣医学科目，病態獣医学科目，臨床獣医学科 

  目，応用獣医学科目のほとんどすべての講義，実習に相当するためです。本学で開講している科目 

  を履修しますが，いくつかの科目では遠隔講義システムを使って岩手大学の授業を受講することに 

  なります。（ただし，卒業研究指導を岩手大学で受ける場合は，同大学の専門教育科目を履修でき 

  る。）各年次で開講される必修科目の単位を修得できなかった場合には，他年次で単位を修得せざ 

  るを得ませんが，その場合「重複履修（P.２９を参照）」は認められませんので，６年間では卒業 

  できなくなる可能性が高くなります。さらに多くの単位を修得できなかった場合には，以下に示し 

  てある獣医学専修科目の履修条件を満たせず，６年間では卒業できなくなります。したがって，各 

  年次で開講される授業科目は必ずその年次で単位を修得するようにしてください。 
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  ２）履修計画等 

※研究室への配属決定については，課程によって必要単位数や履修科目等いくつかの条件があります 
 ので留意してください。 

  ３）履修上の留意点 

   ①本籍 

     本共同獣医学科においては，入学を許可された大学を本籍とします。 

   ②履修 

     履修は，原則として本籍の大学で行います。 

   ③専修科目の履修条件 

    （１）４年次後期から，基礎，病態，応用部門を包含した先端生命科学，並びに小動物と大動 

       物臨床における高度獣医療の２つの専修コースに分かれ，専修科目（獣医学演習および 

       卒業研究）を履修します。 

    （２）専修科目を履修するには，３年次終了時において，卒業に必要な共通教育科目（計４４ 

       単位）をすべて修得し，且つ，それまでの必修の学科専門教育科目のうち未修得単位が 

       合わせて８単位以下であることが必要です。 

    （３）卒業研究を履修するには，獣医学演習（４単位）を修得していることが必要です。 

    （４）若干名の学生（※１）は，５・６年次に本籍でない大学の共同獣医学科の専修コースに 

       おいて専修科目を履修することができます。その際には，本籍の大学において，４年次 

       終了時までの学科専門教育科目のうち，必修科目のすべての単位および選択科目から６ 

       単位以上を修得していなければなりません。 

       ※１ これらの学生は，本籍でない大学の共同獣医学科において，５・６年次に開講さ 

          れる学科専門教育科目のすべてを履修することになります。 

   ④総合参加型臨床実習Ⅰ～Ⅵ（※２）の履修条件 

     ５・６年次に開講される「総合参加型臨床実習Ⅰ～Ⅵ」を履修するには，４年次までに所定 

    の基準（※３）を満たす必要があります。 

    ※２ 本実習は，大学等の動物診療施設等において，指導教員の指導下で症例（一般市民が所 

       有する動物）に接する臨床実習です。本実習は，農林水産省通知「獣医学生の臨床実習 

       における獣医師法第１７条の適用において」（平成２２年６月３０日付け）により示さ 

       れた，「獣医学生が臨床実習において他者が所有する飼育動物に対して行う診療行為に 

       ついての，獣医師法上の考え方」に基づいて実施されます。 

    ※３ 獣医師の資格がない学生が臨床実習で症例に接する場合には，必要不可欠な知識，技能， 

       態度が備わっていることを動物の所有者に示し，その質を社会に保障する必要がありま 

       す。臨床実習に必要な最小限の知識，技能，態度の到達レベルを評価するための試験 

       （以下「共用試験」という。）を４年次終了時に行います。共用試験を受験するには， 

       上記③の２）を満たしている必要があります。 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

研究室配属

5年次 6年次1年次 2年次 3年次 4年次

全学共通教育科目
44単位

専門教育科目
138単位
選択科目
6単位

専修科目
14単位

（獣医学演習、卒業研究）

共同獣医学科

卒業要件単位数
202単位以上

4年次後期から研究室配属 ※
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（４） 取得できる資格など 
  共同獣医学科を卒業すると獣医師国家試験の受験資格が得られます。その他，以下の資格を得るこ 
 とが可能です。 
  ①受験資格 
    共同獣医学科を卒業すると受験できる資格です。獣医師国家試験 
  ②任用資格 
    共同獣医学科を卒業後，その資格に関連する職務についた場合に取得できる資格です。食品衛 
   生管理者，食品衛生監視員，環境衛生監視員，飼料製造管理者 
  
 【コースツリーの説明】 
  獣医学の専門教育を受け獣医師になるためには，共同獣医学科専門科目についてはもちろんのこと， 
 一般教養に関する広く深い知識も必要です。全学共通教育科目では，大学教育導入科目群，スポーツ 
 健康科目群，外国語科目群，人文社会科学科目群，理数系基礎科目群，配置大学特色科目群を受講し， 
 自然科学および人文社会科学全般の広い教養，外国語のコミュニケーション能力，自己の健康管理法 
 を身につけます。以上の全学共通教育科目を土台として，共同獣医学科専門科目を学んでいきます。 
 専門科目については「（２）学科の教育内容」をご覧下さい。 

大学教育導入科目群、スポーツ健康科目群、外国語科目群、
人文社会科学科目群、理数系基礎科目群、配置大学特色科目群

基礎獣医学科目群
獣医学概論、獣医倫理、獣医事法規、運動器・神経系解剖学、内臓・脈管系解
剖学、組織学、 発生学、統合生理学、器官制御生理学、内分泌学、獣医遺伝

育種学、動物行動学、実験動物学、基礎放射線学、獣医基礎生化学、
獣医代謝生化学、基盤薬理学、統合薬理学

病態獣医学科目群
微生物学総論、病原微生物学、免疫学、
原虫・原虫病学、蠕虫・蠕虫病・衛生動
物学、動物感染症学、家禽疾病学、魚
病学、病理学総論、病理学各論A（主要
臓器）、病理学各論B（他臓器・組織）

応用獣医学科目群
公衆衛生学総論、疫学、
人獣共通感染症学、

環境衛生学、
毒性学、動物衛生学、
野生動物学、食品衛生学

小動物臨床獣医学科目
内科学総論、呼吸器病・循環器病学、消化器病学、

外科学総論、麻酔学・手術学、軟部外科学、
内分泌病・皮膚病学、代謝病・中毒学、血液免疫病
学、神経病・運動器病学、泌尿器病・生殖器病学、
臨床病理学、臨床薬理学、臨床腫瘍学、臨床栄養

学、画像診断学、眼科学、動物行動治療学

総合参加型臨床実習

獣医学演習、卒業研究

基盤獣医学科目

実証獣医学科目

専修科目

共通教育科目

インターンシップ
海外実習

人と動物関係学
動物品種論

食品安全管理学
国際感染症制御学
動物園動物学
動物病院経営学

選択科目

共同獣医学科授業科目コースツリー

大動物臨床獣医学科目
繁殖機能制御学、臨床繁殖学、

産業動物内科学、
産業動物外科学、馬臨床学

総合参加型臨床実習
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●Ⅴ．教職課程の履修● 

 教職課程に定める「教養科目等」，「教職に関する科目」，「教科に関する科目」，「教科および教

職に関する科目」および「介護等体験（中学校教諭１種免許状取得希望者は必修）」を履修することに

より，中学校，高等学校教育職員免許状を取得することができます（共同獣医学科を除く）。 

 教職課程を希望する学生は，教員という人間形成に携わる責任の重い専門職であることを自覚し，教

員になる意志を強固に持ち，必要な科目の内容を確実に修得するよう努めてください。 

 なお，毎年４月中に教職課程ガイダンスを行い，免許状を取得するための詳細な説明を行いますので，

履修希望者は必ず出席してください。 

 教職課程については，「学生便覧：教職課程について」に記載されていますので，必ず熟読してくだ

さい。 

 不明なことがあったら，教務係又は教職課程専任教員に問い合わせてください。 

 
 

～教員免許状取得までの流れ～ 

1年次
　　4月

〈中学校教諭一種免許状の取得希望者〉 〈高等学校教諭一種免許状の取得希望者〉
1年次

10月頃

2年次
5月上旬頃

1月頃

3年次
10月頃 　教育実習事前指導

3月頃

4年次
5月頃～

7月頃

卒業時

介護等体験履修登録

介護等体験事前指導

介護等体験

社会福祉施設5日間

特別支援学校2日間

教育実習オリエンテーションⅠ

教育実習オリエンテーションⅡ

〔教育実習履修願（仮登録）〕

教育実習オリエンテーションⅢ

＊〔教育実習履修届（本登録）〕

新入生の教職課程ガイダンス

教育実習（3週間） 教育実習（2週間）

一括申請手続き説明会

一括申請事項確認

教育職員免許状交付

5月頃： 教員採用試験

受験申請

7月頃： 第1次選考検査

8月頃： 第2次選考検査

10月～ 登録発表

＊本登録までに取得が必要な科目があります
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単位数

必 修

生 涯 学 習 概 論 2 30 府　中 偶数年度開講予定

博 物 館 概 論 2 30 小金井

博 物 館 経 営 論 2 30 府　中 奇数年度開講予定

博 物 館 資 料 論 2 30 小金井

博 物 館 展 示 論 2 30 小金井

博 物 館 資 料 保 存 論 2 30 小金井

博物館情報・メディ ア論 2 30 府　中 奇数年度開講予定

博 物 館 教 育 論 2 30 府　中 偶数年度開講予定

博 物 館 実 習 3 90 小金井 通年開講

合　　　　　　計 19 320

授 業 科 目 時間数
開講

キャンパス
備　 　 考

●Ⅵ．博物館学芸員課程の履修● 

 博物館には専門的職員として学芸員を置くことが，博物館法第４条の３により定められています。本

学では博物館学芸員資格を取得しようとする者のために，博物館に関する授業科目を開設しています。

なお，博物館課程の履修は３年以上かかり，教職課程と並行して取得することは困難です。 

 また，３年次編入生は卒業までの課程修了は非常に厳しくなっています。３年次編入生で履修を希望

する者は，事前に必ず教務係に問い合わせてください。 

 【博物館学芸員資格を取得するために履修する科目・単位数等】 

  ・博物館に関する授業科目の単位は卒業に必要な単位としては認められません。 
  ・博物館に関する授業科目は集中講義で行われます。開講日程等は掲示板にてお知らせするので良 
   く確認してください。 

 【学芸員課程ガイダンスについて】 

  毎年４月に「学芸員課程ガイダンス」を開催します。履修を希望する者は，履修についての注意事 

 項などの説明を行いますので，必ず出席してください。開催日時および場所はWEB掲示板にてお知ら 

 せします。 

 【博物館実習について】 

 ・博物館実習は３年次以上が履修可能で，通年で開講されます。 

 ・博物館実習を履修するには２年次終了までに「博物館実習」以外の全科目を修得済みであることが 

  条件です。 

 ・３年次の博物館実習時期が所属学部の実習等に重複し，博物館実習の履修が出来ない場合は，博物 

  館実習の時期に所属する研究室指導教員の許可を得て４年次に履修することができます。 

 ・博物館実習の希望者が多数の場合は，日程などの調整を行うこともあります。 

 ・３年次の始めに「博物館実習オリエンテーション」を行いますので，博物館実習の履修を希望する 

  者は必ず出席して下さい。開催日時および場所はWEB掲示板にてお知らせします。 

 
  学芸員関係事項の日程 
    １年      ４月           学芸員課程ガイダンス（受講開始年度に参加） 
    １年・２年     夏休み        集中講義履修 
    ３年      ４～５月     博物館実習オリエンテーション 
            ５月～        博物館実習（通年） 
    ４年卒業時                        学芸員課程修了証書授与 
     ※ガイダンス・オリエンテーションの開催時期は目安であり，前後することがあります。詳細は 
   WEB掲示板等で確認して下さい。 
 
  単位取得者に対して，「博物館に関する科目の単位取得証明書」を教務係で発行しますので必要な 
  場合 は申し出て下さい。 



１．AIMSプログラムとは 
 

 AIMSプログラム（正式名称：ASEAN International Mobility for Students Programme）とは、

ASEAN（東南アジア諸国連合）地域および日本の大学生の相互交流を目的として実施されている国際

学生交流事業です。本学は2013年に本プログラム参加大学として文部科学省に選定され、「ASEAN

発、環境に配慮した食料供給・技術革新・地域づくりを担う次世代人材育成」をテーマに、提携大学と

の交換留学制度を開始しました。 

 

  AIMSプログラムが育成する人材像 

  ① ASEANで生じている諸課題の背景を理解し、解決するための幅広い教養と国際的に通用する専 

   門分野の知識を有し、自ら進んで課題解決に取り組む意欲と能力を有する人材 

  ②自国の文化だけでなく、相手国文化を敬意をもって学び、共に理解する姿勢と能力を有する人材 

  ③語学力、論理的思考力および総合的な視野を有し、協調性を持って合意形成を導くことができる 

   人材 

 

【AIMSプログラム提携大学】（2015年2月現在） ※今後追加の予定あり。 

（タイ）カセサート大学 

（マレーシア）マレーシアプトラ大学 

（インドネシア）ボゴール農科大学・ガジャマダ大学 

（フィリピン）フィリピン大学ロスバニョス校 

（ベトナム）ベトナム国立農業大学 

 

 

２．AIMSプログラムへの参加 
 

 目覚しい発展の渦中にあるASEANの現状に触れ、発展に伴う諸課題の解決へ向け貢献できる実践型

グローバル人材として、ASEANと日本との架け橋になる一歩を踏み出す機会です。 

【主な内容】「短期派遣プログラム」「セメスター派遣プログラム」「バディ制度」 

 派遣プログラムの応募には、英語力や成績の基準を満たすことが必要になります．大学で実施する

TOEFL ITPテストを受験するなど、早めに準備をしましょう。（実施日等はWEB掲示板で確認してく

ださい。） 

（１）AIMS農学部短期派遣プログラム 

  対 象 ：農学部1～2年次（共同獣医学科は3～4年次） ※書類及び面接により選考 

  内 容 ：英語研修、提携大学での見学・交流、現地の社会・文化の体験等 

  派遣時期：夏季休暇中2～3週間程度 

  派遣先 ：ASEANの提携大学（2013・2014年度はマレーシアプトラ大学） 

  応募資格：事前学習に参加できること。バディ制度に参加すること。 

       セメスター派遣プログラムへの参加意欲を有すること。 

       TOEFL（iBT）54点以上、TOEFL（PBT/ITP）480点以上、TOEIC530点以上など         

       の英語力を有していること。 
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●Ⅶ．AIMSプログラムを通じたASEANの大学への留学● 



（２）AIMS農学部セメスター派遣プログラム 

   ＊参加を希望する者は学科教育委員と履修について事前に相談すること。 

   対 象 ：農学部3～4年次（共同獣医学科は5年次） ※書類及び面接により選考 

   内 容 ：単位取得を目的とした派遣先大学での科目受講、現地の社会・文化体験、現地学生と 

        の交流等 

   派遣時期：一学期間、後学期（8・9月～12・1月頃） 

   派遣先 ：ASEANの提携大学 

   応募資格：事前学習に参加できること。バディ制度に参加すること。 

        原則としてGPA2.5以上。 

        TOEFL (PBT/ITP) 500点・TOEFL (iBT) 61点程度以上の英語力を有していること。 

 

（３）バディ制度 

   対 象 ：農学部・農学府・連合農学研究科の学生 

   内 容 ：AIMSプログラムを通じてASEAN地域から受け入れる留学生のサポート 

        （来日時の出迎え、各種手続や買物への同行、滞在中の交流会やフィールドトリップ  

        等の実施、ガイドブックの作成等） 

   実施時期：通年（前期：準備期間、後期：留学生受入期間） 

   登録資格：ASEANの留学生と交流したい、仲良くなりたい、学びあいたいといった意志がある 

        こと。英語力や海外経験は全く問いません。 

   登録方法：下記問い合わせ先へ登録用紙を請求してください。 

 

 

３．問合せ先 
 

 ・AIMS農学部コーディネーター（二ノ宮リム さち） 

  Global Information Office（農学部本館1階） 

  TEL：042-367-5920、E-mail：sachinl@cc.tuat.ac.jp 

 ・学生支援室教務第一係 

  TEL：042-367-5662、E-mail：akyomu1@cc.tuat.ac.j 
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（A．地球環境基礎力養成プログラム課程表）

前 後 前 後 前 後 前 後

農業微生物学 横山(正)ほか 2 * ●

土壌物質循環・肥料科学
田中(治)・横山(正)

木村・大津
2 * ●

作物保護学 寺岡・本林・藤井 2 * ●
天敵微生物学 仲井・國見 2 * ●

バイオロジカルコントロール 井上・仲井 2 * ●
農薬化学 夏目 2 * ●
地球化学 高田・畠山・木庭・楊 2 * ●
地圏環境学 木庭 2 * ●
環境情報解析学 （非常勤） 2 * ●
生態系管理学 多羅尾 2 * ●
環境毒性学 渡邉(泉) 2 * ●

水文学 白木 2 * ●
土壌生態管理学 豊田 2 * ●
景観生態学 赤坂・(非常勤) 2 * ●
疫学 林谷・竹原 2 * ●
公衆衛生学総論 藤川 1 * ●
野生動物学 鈴木(馨) 1 * ●

上記課程表より、6単位以上（自学科の科目は2単位までとする）を修得すること。

備考生物生産

学科

授業科目
担当教員
()は非常勤

1年次 2年次 3年次 4年次

開講年次
単
位
数

応用生物

科学科

環境資源

科学科

地域生態
システム
学科

共同

獣医学科

学科名

１．はじめに 
 

 学科横断プログラムとは，ひとつのテーマに沿って文字通り学科間を横断し，既存のカリキュラムだ

けでなく，多様化する現在のニーズに迅速に対応する学びのプログラムです。本学では，刻々と変化す

る社会ニーズに応えるために，こうした形での学びの機会を提供しています。 

 入学時に選択した専門分野だけではなく，もう一歩踏み出して学びたいと考える学生諸君には，ぜひ

このプログラムの積極的な活用を期待します。本プログラムを修了した場合，卒業時に修了認定証を発

行します。 

 

 

２．修了について 
 

（１）修了要件 

  各プログラムの課程表より，６単位以上（自学科の科目は２単位までとする）を修得し，かつ，卒 

 業すること。 

 ！注意事項！ 

  ①学科名の欄に●印のある科目は該当学科の授業科目となり，他学科科目として認められません。 

  ②他学科科目の履修については，（P.２８～２９）『(4)他学科履修の取扱いについて』および 

   『(5)他学科・他学部科目履修願』を確認して下さい。 

  ③課程表記載の他学科科目は，原則的に他学科学生受入れが可能な科目ですが，履修制限のあるも 

   のがありますので，必ず，事前に授業担当教員に確認し，履修の許可を得てください。 

 

（２）登録申請 

  本プログラムを履修する場合には，登録申請は不要です。上述の修了要件を満たしたすべての学生 

 に対し，修了認定証を発行します。 

  なお，岩手大学に籍を置く共同獣医学科の学生は認定対象になりません。 

 

（３ ）プログラム  

  現在用意されているプログラムは下記の4プログラムです。 

  Ａ．地球環境基礎力養成プログラム 

  環境科学分野において，ミクロからマクロまで幅広く学び，地球環境全体に配慮しながら持続的社 

 会構築とは何かを考える基礎力を養成します。 

●Ⅷ．学科横断プロジェクトの履修● 
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 （D．食の基礎力養成プログラム課程表）

前 後 前 後 前 後 前 後

(非常勤) * ●

An教員 * ●
食料システム経済学 野見山・成田 2 * ●

野見山 * ●
An教員 * ●

食料リスクアナリシス (非常勤) 2 * ●

食品化学Ⅰ 服部(誠) 2 * ●
栄養化学Ⅰ 三浦 2 * ●
食品製造学 (非常勤) 2 * ●
食品衛生学 (非常勤) 2 * ●

機器分析学Ⅰ 中田 2 * ●
微生物生理生態学 片山 2 * ●
生分解学 吉田(誠) 2 * ●

農村社会論 福田 2 * ●
野生動物保全学 梶 2 * ●
食品衛生学 藤川 2 * ●

作物栽培学 2

授業科目
担当教員

()は非常勤

単
位
数

備考

開講年次 学科名

1年次 2年次 3年次 4年次
生物生産
学科

応用生物
科学科

環境資源
科学科

地域生態

システム
学科

共同
獣医学科

農業市場学 2

上記課程表より、6単位以上（自学科の科目は2単位までとする）を修得すること。

 （B．地球活性基礎力養成プログラム課程表）

前 後 前 後 前 後 前 後

農業経済学 山崎 2 * ● ●

農業経営学 草処・千年 2 * ● ●
国際農業開発論 山田(祐)・千年 2 * ●
資源リサイクル学 岡山 2 * ●
環境汚染化学 高田・水川 2 * ●
ライフサイクルアセスメント 安藤(恵)・(非常勤) 2 * ●

地域社会システム計画論
土屋・朝岡・中島・
福田・高橋・榎本・澤

2 * ●

人と動物の関係論
武田・鈴木(馨)・梶
金子・小池・吉田(智)

2 * ●

* ●
* ●

* ●
* ●

環境哲学 澤 2 * ●
環境文化史 高橋(美) 2 * ●
環境倫理学 亀山 1 * ●
国際協力論 渡辺(司) 2 * ●

* ●
* ●

地方自治論 吉田(央)・榎本 2 * ●

サステイナブルツーリズム論 1

地域パートナーシップ論 1

動物福祉論 2

土屋

武田・鈴木(馨)・竹村

朝岡・土屋・（非常勤）

担当教員

()は非常勤

単
位
数

開講年次 学科名

1年次 2年次
共同

獣医学科
生物生産
学科

応用生物
科学科

環境資源
科学科

地域生態

システム
学科

上記課程表より、6単位以上（自学科の科目は2単位までとする）を修得すること。

3年次 4年次
備考授業科目
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  Ｂ．地域活性基礎力養成プログラム 

  農村地域等における，諸問題の解決･改善の手法を幅広く学び，地域活性化について自ら考え行動す 

 るための基礎力を養成します。 

  Ｃ．バイオマス基礎力養成プログラム 

  バイオマスの生産･利用並びにエネルギーコントロールに関して幅広く学び，バイオマス管理の技術 

 的素養を身につけるための基礎力を養成します。 

  Ｄ．食の基礎力養成プログラム 

  食物の生産，加工，流通および消費に至る総合的な知識を習得することで，食に関する諸問題を解 

 決･改善するために必要なことは何かを考える基礎力を養成します。 

 （Cバイオマス基礎力養成プログラム課程表）

前 後 前 後 前 後 前 後

植物栄養学 横山(正)・大津 2 * ●

植物育種学 山田(哲)・金勝 2 * ●
家畜飼養学 佐藤(幹) 2 * ●
天然物有機化学 (非常勤) 2 * ●

植物工学 川合 2 * ●
生体高分子利用学 野村 2 * ●
植物組織形態制御学 船田 2 * ●

紙パルプ科学 岡山 2 * ●
森林資源利用学 近江・安藤(恵) 2 * ●

森林生産システム学 岩岡 2 * ●
木質資源利用学 En教員 2 * ●

バイオマスエネルギー論
大川・千年・山田(祐)

岩岡・東城
2 * ●

バイオマス利用論 東城・岩岡・大川ほか 2 * ●

野生動物学 鈴木(馨) 1 * ●

生物生産

学科

応用生物

科学科

環境資源

科学科

地域生態
システム
学科

共同

獣医学科

授業科目
担当教員
()は非常勤

単
位

数

開講年次 学科名

備考
1年次 2年次 3年次 4年次

上記課程表より、6単位以上（自学科の科目は2単位までとする）を修得すること。



１．はじめに 
 

 スーパーフィールド実習プログラムは，フィールドで起こる多様で複雑な現象を，総合的に追求する

ための実習科目群です。 

 環境科学，生物生産科学，森林科学，生態学などの一般的知識は，書物や講義からも得ることができ

ますが，より実践的な知識は，観察やフィールドでの働きかけがなければ得ることはできません。都内

近郊で有数の規模と多様性を持つ，本学の実習・研究施設（自然林・二次林・農地・都市緑地など）を

活用し，より深く学ぶために，ぜひこのプログラムを利用してください。 

 本プログラムを修了した場合に，卒業時に修了認定証を発行します。 

 

 

２．修了について 
 

（１）修了要件 

  修了の要件は次の通りです。 

   ■スーパーフィールド実習プログラムⅠ 

    課程表より，基礎グループ科目から2単位以上および、応用グループ科目から1単位以上を修 

    得し，かつ卒業すること。 

   ■スーパーフィールド実習プログラムⅡ（上級） 

    課程表より，基礎グループ科目から3単位以上および，応用グループ科目から2単位以上およ 

    び学外グループ科目から1単位以上を修得し，かつ卒業すること。 

  ！注意事項！ 

   ①他学科科目の履修については，（P.２８～２９）『(4)他学科履修の取扱いについて』および 

    『(5)他学科・他学部科目履修願』を確認して下さい。 

   ②課程表記載の他学科科目は，原則的に他学科学生受入れが可能な科目ですが，履修制限のある 

    ものがありますので，必ず，事前に授業担当教員に確認し，履修の許可を得てください。 

 

（２）登録申請 

  本プログラムを履修する場合には，登録申請は不要です。上述の修了要件を満たした全ての学生に 

 対し、修了認定証を発行します。 

  なお，岩手大学に籍を置く共同獣医学科の学生は認定対象になりません。 

 

（３）プログラム 

   ■スーパーフィールド実習プログラムⅠ 

    基礎的な実習体験を通し，一般的知識をフィールドでの実践的知識へ深化させることを目的と 

    しています。 

   ■スーパーフィールド実習プログラムⅡ（上級） 

    Ⅰのプログラムをさらに発展させ，学外での実習を通じて，社会に通用する実用的な力を養う 

    ことを目的としています。 
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●Ⅸ．スーパーフィールド実習の履修● 



 

前 後 前 後 前 後 前 後

FS実験実習 1 * ● ● ● ● ● 夏季集中
里山・森林・農耕地の3コースがある

学部共通科目

フィールド実験実習Ⅰ 1 * ● 他学科学生：履修不可

フィールド実験実習Ⅱ 1 * ● 他学科学生：履修不可

農場実習 1 * ●

地域生態システム学実習Ⅰ 1 * ● 集中
コースによって該当しないものがあるので

Rn教育委員に問い合わせのこと

地域生態システム学実習Ⅱ 1 * ● 集中
コースによって該当しないものがあるので

Rn教育委員に問い合わせのこと

農業分野専攻実習 2 * * ●

環境資源科学実習A 0.5 * ● 集中

環境資源科学実習B 0.5 * ● 集中

植生管理学実習 1 * ● 集中

育林学実習 1 * ● 一部集中

山地保全・砂防計画学実習 2 * ● 一部集中

樹木学実習 2 * ● 一部集中

農業環境工学実習 2 * ●

野生動物保全学実習 1 * ● 集中

森林生産システム学実習 2 * ● 一部集中

森林保護・樹木医実習 1 * ● 集中

海外特別実習Ⅰ 0.5 * * * * * * * ● ● ● ● ● 学部専門共通科目

海外特別実習Ⅱ 0.5 * * * * * * * ● ● ● ● ● 学部専門共通科目

学外実習(農家) 1 * ● 夏季集中

インターンシップ 1 ● ２～４年次

ECO-TOPインターンシップⅠ 2 ● ２～４年次

ECO-TOPインターンシップⅡ 2 ● ２～４年次

インターンシップ 1 ● ３～５年次

海外実習 1 ● ３～５年次
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外
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講
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物
生
産
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科
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用
生
物
科
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科

環
境
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科
学
科

地
域
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態
シ
ス
テ
ム

学
科
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同
獣
医
学
科

グ
ル
ー

プ
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位
数
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ら
1
単
位

以
上
修
得
す
る
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Ⅰ
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（課程表） 

３．Ｑ＆Ａ 
 

 Ｑ．本プログラムを修了しなくても卒業できますか？ 

 Ａ．はい。卒業要件に関しては，履修案内P.２３～２４を参照して下さい。 

 

 Ｑ．学科横断プログラムで履修した他学科科目の取扱いはどうなりますか？ 

 Ａ．他学科科目は，履修案内P.２８～２９に掲載されている他学科科目の取扱いと同様となります。 

   詳しくはP.２８～２９を参照して下さい。 

 

 Ｑ．スーパーフィールド実習プログラムⅡ（上級）の要件を満たした場合，Ⅰの要件を自動的に満た 

   すことになりますが，修了認定証はⅠとⅡ（上級）の両方を発行して貰えますか？ 

 Ａ．修了認定証は，一人につき，ⅠとⅡ（上級）のどちらかの発行となります。Ⅱ（上級）の修了認 

   定証が発行された場合，Ⅰの要件を満たしていても，Ⅰの認定証は発行されません。 



１．単位互換制度の概要 
 

 本学は，単位互換協定校（東京外国語大学・東京学芸大学・電気通信大学・一橋大学・国際基督教大

学・琉球大学および長岡技術科学大学）と相互の交流と教育課程の充実を図ることを目的として，単位

互換を実施しています。 

 この制度は，本学在学中に協定校において履修した授業科目について修得した単位を，本学において

修得した単位として認定するものです。学生便覧「国立大学法人東京農工大学における学生の派遣，留

学および受入に関する規程」を必ず参照してください。 

 この制度により本学から他大学へ送り出す学生を『派遣学生』 ，本学が他大学から受け入れる学生を

『特別聴講学生』といいます。 

 

 

２．出願資格 
 

 多摩地区国立５大学協定校および国際基督教大学 

   派遣時に本学に在学する２年次以上の学部学生。 

 琉球大学および長岡技術科学大学 

   派遣時に本学に在学する２年次および３年次の学部学生。 

 

 

３．出願手続 
 

（１） ガイダンスへの出席 

   出願希望者は、派遣時期に関係なく、１月中旬に実施するガイダンスに必ず出席してください。 

  各大学における開放科目も、ガイダンス時に配布いたします。なお，一度派遣学生を経験した学生 

  であっても，次年度に協定校の授業科目履修を希望する場合は，年度毎に内容や注意事項が変わる 

  可能性があるので必ずガイダンスに出席しなければなりません。 

   ガイダンスの日程等詳細は12月上旬にWEB掲示板に掲示します。 

    

（２） 履修計画の作成 

  多摩地区国立５大学協定校および国際基督教大学 

    本学から受入れ大学までの通学時間を考慮の上，無理のない履修計画を立てるようにしてくだ 

   さい。 

  琉球大学および長岡技術科学大学 

    琉球大学および長岡技術科学大学との単位互換にあたっては国内留学の形式をとっています。 

    したがって，派遣期間中は本学授業科目の単位の修得ができません。卒業必要単位数を念頭に 

   おき，本学授業科目への振替可能な授業科目を積極的に履修することが必要となります。シラバ 

   ス等を参考にして，所属学科の教育委員と十分相談して履修計画を立てるようにしてください。 

 

（３） 出願書類の提出 

   受講希望者は，各学科教育委員の承認を得て受付期間に「他大学の授業科目の履修願」などの書 

  類を教務係に提出してください。受付期間を過ぎた書類は，一切受け付けません。 

   なお，選抜方法など詳細は，ガイダンスにて周知します。 
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●Ⅹ．単位互換制度について● 



（４） 受入可否の確認 

   協定校における派遣受入可否の結果は，掲示板にて掲示します。 

 

 

４．単位認定および学業成績 
 

（１） 多摩地区国立５大学協定校および国際基督教大学 

  受入れ大学からの成績通知に基づき，単位が授与されている授業科目について，原則として自由選 

 択単位として認定されます。なお，卒業要件単位として認定可能な単位数を超えた授業科目について 

 は課程外履修科目として取扱われます。単位認定を受けた授業科目の成績は，原則として当該大学の 

 授業科目名および単位数がそのまま表記され，評価が本学評価基準に対応させて記載されます。 

 

（２） 琉球大学および長岡技術科学大学 

  受入れ大学からの成績通知に基づき，単位が認定されます。 

 

 

５．その他 
 

（１） 授業料 

  派遣学生は，本学の授業料を納入しなければなりません（国立大学法人東京農工大学における学生 

 の派遣，留学および受入に関する規程，第９条）。ただし，派遣学生は，派遣先大学において検定料， 

 入学料および授業料は徴収されません。 

 

（２） 試験実施方法 

  受験上の取扱および追試験等の実施については，受入れ大学の規則によります。受入れ大学と本学 

 の試験日時が重複した場合には，本学の授業科目について追試験等の措置が講じられますので，履修 

 者本人が本学の授業担当教員と相談してください。 

 

（３） 受入れ大学の施設の利用 

  履修上必要な施設・設備（附属図書館，食堂等）を利用することができます。 

  その際，受入れ大学が発行する「特別聴講学生証」および本学学生証を携行して下さい。 
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●ⅩⅠ．各種手続きについて● 

１．学籍異動（休学，退学など） 
 

（１） 各種願出（届出）書 

  願出（届出）書の配布および受付は，教務係で行っています。 

  手続きには時間がかかる場合があるため，余裕を持って教務係に受取り・相談に来るようにしてく 

 ださい。 

期    日 備      考 

休 学 願＊ 

４月１日からの休学 
 ：３月２０日まで 
１０月１日からの休学 
 ：９月２０日まで 

連帯保証人の署名捺印，指導教員，所属学科の所属長，
学生生活委員，教育委員の捺印が必要。 
病気による休学の場合は医師の診断書を添付すること。 
学期の途中からの休学の場合，授業料の取り扱いが変わ
るため，教務窓口に問い合わせること。 

復 学 願 復学をする日 
休学期間満了前に休学の理由が消滅し，復学をする場
合に必要。 

退 学 願＊ 

３月３１日付の退学 
 ：３月２０日まで 
９月３０日付の退学 
 ：９月２０日まで 

連帯保証人の署名捺印，指導教員，所属学科の所属長，
学生生活委員，教育委員の捺印が必要。 
学期途中での退学の場合，当該在学期間中の授業料納
付が必要。 

留 学 願 
渡航する前月２０日
まで 

その他にも提出書類があるので，教務係に確認してくださ
い。 

転学部・転学科願 １月中旬 
連帯保証人の署名捺印，指導教員，所属学科の所属長，
教育委員の捺印が必要。 

他大学等受験願 
他大学などを受験す 
る前 

連帯保証人の署名捺印，学科教育委員の捺印が必要。 
本学を再受験する場合も届出が必要。 

＊学期の途中からの休学または退学の場合：前月２０日まで 

（２） 注意事項 

  ①休学または退学しなければならない場合は，事前に学科教育委員および学生生活委員の先生に相 

   談してください。 

  ②休学期間は，通算して３年を超えることはできません。ただし，共同獣医学科については，通算 

   して５年，再入学，転入学および編入学した学生の休学期間は在籍年限の２分の１を超えること 

   ができません。なお，在学または休学について定められた期間を超えたときは退学処分となりま 

   す。その他休学に関する取扱いについては学則を参照してください。 

  ③本学に在学のまま他大学の入学試験（本学への再入学試験を含む）を受ける場合は，学科教育委 

   員に相談し，「他大学受験届」を提出してください。なお，合否の結果は直ちに教務係に報告し， 

   他大学に入学する場合（本学への再入学も含む）は「退学願」を提出してください。 
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２．証明書の交付 
 

（１） 証明書自動発行装置 

  府中地区事務部学生支援室・学生生活係に設置されている証明書自動発行機により発行できる証明 

 書は下記の通りです。（利用時間平日および土曜・祝日開講日８：３０～１７：１５） 

発行方法 
交付 

注      意 
和 文 英文 

学割証 自動発行機 即 日 － 在学中 

在学証明書 自動発行機 即 日 即 日 在学中（休学中は発行不可） 

成績証明書 自動発行機 即 日 即 日 現学期以前までの分（成績開示以降） 

健康診断書 自動発行機 即 日 － 在籍中（学内の健康診断を受診した場合） 

卒業見込証明書 自動発行機 即 日 即 日 
卒業年次の5月中旬から発行可。 
ただし，下記（2）の発行基準参照のこと。 

 ※その他の証明書については学生便覧を参照してください。 
 ※卒業後の証明書については，本学ホームページ《卒業生の方へ》を参照してください。 
 

（２） 卒業見込証明書の発行に関する注意事項 

  卒業見込証明書は，卒業年次の５月中旬から証明書自動発行装置により即日発行可能となります。 

 ただし下記の卒業見込証明書発行基準を満たさない場合は，発行することができません。 

 
  卒業見込証明書発行基準（卒業年次前年度の後学期終了時における成績） 

学    科 発   行   基   準 

生物生産学科 卒業に必要な１２４単位のうち，９０単位以上を修得していなければならない。 

応用生物科学科 
卒業に必要な１２４単位のうち，９７単位以上を修得していなければならない。 
ただし，外国語については７単位以上とする。 

環境資源科学科 

卒業に必要な１２４単位のうち９７単位以上を修得していること。ただし，全学 
共通教育科目は卒業に必要な５５単位のうち，４４単位以上（リテラシー科目６ 
単位を含む），学科基礎科目（実験科目を除く）と学科専門科目は卒業に必 
要な６１単位のうち４９単位以上を修得していなければならない。また，実験科 
目はTATⅡ科目の必修３科目および学科基礎科目の環境資源科学実験４科 
目（Ⅰ～Ⅳ）の合計７科目の中から４単位以上を修得しておく必要がある。なお，
卒業論文の履修要件と卒業見込み証明書の発行要件は同じ。 

地域生態システム学科 卒業に必要な１２４単位のうち，８４単位以上を修得していなければならない。 

共同獣医学科 卒業に必要な２０２単位のうち，１４９単位以上を修得していなければならない。 
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●ⅩⅡ．学修に関する相談● 
 平成２６年度のクラス担任，教育委員，学生生活委員は下記のとおりです。学科の各委員は年度ごと

に交代します。各年度の委員の氏名および所在地は，年度始めに本館掲示板に掲示します。 

 

 

１．１年次のクラス担任 
 

 クラス担任とは，学生生活や勉学，将来の進路についての情報の提供，その他身近な問題について相

談に乗ってくれる教員です。 

学    科 略号 氏     名 所在（府中キャンパス） 

生 物 生 産 学 科 An 鈴木 栄 / 横山 岳 ６号館３０６ / ２号館３３１Ｂ  

応 用 生 物 科 学 科 Bn 好田 正 / 平岡 毅 １号館２２０ / ２号館４２４ 

環 境 資 源 科 学 科 En 

○班担任 伊豆田 猛 ５号館３０５ 

木庭 啓介 ２号館１１６ 船田 良 １号館３２６ 

安藤 恵介 １号館３１８ 中田 宗隆 BASE本館３３０ 

赤井 伸行 BASE本館３２９ 橋本 洋平 BASE本館４１３ 

地域生態システム学科 Rn 

○助言教員 土屋 俊幸 １号館４２４ 

斎藤 広隆 ３号館３０９ 加藤 亮 新２号館３０３ 

五味高志 新２号館３０４ 榎本 弘行 ２号館１０４Ａ 

山下 恵 ３号館３１３ 吉田 智弘 本館２階 

共 同 獣 医 学 科 Vn 古谷 哲也 新４号館２５１ 

２．学科教育委員 
 

 教育委員とは，授業科目の履修および単位の修得など学修について相談に乗ってくれる教員です。 

学    科 略号 氏     名 所在（府中キャンパス） 

生 物 生 産 学 科 An 
鈴木 栄 ６号館３０６ 

新井 祥穂 ２号館２０８ 

応 用 生 物 科 学 科 Bn 
好田 正 １号館２２０ 

平岡 毅 ２号館４２４ 

環 境 資 源 科 学 科 En 
多羅尾 光徳 ５号館３０１ 

佐藤 敬一 １号館３１７ 

地域生態システム学科 Rn 
中島 正裕 ３号館３０５ 

戸田 浩人 １号館４１６ 

共 同 獣 医 学 科 Vn 
鈴木 和彦 ７号館２０８ 

福島 隆治 ４号館１１２ 



４．学生相談室の利用 

 学生相談室（農学部本館１階）にて，学生生活委員およびクラス担任の教員が，学生生活全般につい 

て相談に乗ってくれます。（予約不要） 

 （相談受付時間  毎週木曜日  １５：００～１７：００） 

５．身体に障がいがある者の受講措置 

 身体障害などで受講上特別な措置および配慮などを必要とする学生は，学科教育委員に申し出て下さ

い。 
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３．学生生活委員 

 学生生活委員とは，主に学生生活を送るうえで生じる身近な問題について相談に乗ってくれる教員で

す。 

学 科 略号 氏 名 所在（府中キャンパス） 

生 物 生 産 学 科 An 横山 岳 ２号館３３１Ｂ 

応 用 生 物 科 学 科 Bn 北野 克和 １号館２２６ 

環 境 資 源 科 学 科 En 安藤 恵介 １号館３１８ 

地域生態システム学科 Rn 土屋 俊幸 １号館４２６ 

共 同 獣 医 学 科 Vn 井手 香織 ４号館２２７ 
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●ⅩⅢ．履修案内Q & A●

教務係の窓口でよく聞かれる質問事項です。参考にしてください。 

Q & A にある「掲示板」とは，WEB 掲示板または本館１F 教務係前の掲示板です。 

Q  A 

履修申告について 時間割表の配布はいつからですか？ 

CAP 制度はどのような科目が対象ですか？ 

前学期から開講される通年科目の登録を忘
れました。後学期に履修登録することはで
きますか？ 

前年度に単位を落としてしまった科目と本
年度の必修科目との開講が重なっています。
両方の科目を履修すること（重複履修）が
できるでしょうか？ 

４年次学生で履修する科目がありません。
履修登録をしなくてもよいですか？ 

履修登録の期間を過ぎてしまいましたが受
け付けてもらえますか？ 

履修科目を学期途中で追加したいのですが
どうすれば良いですか？ 

農学基礎ゼミや融合科目の履修登録はどの
ようにすればよいですか？ 

外国語科目は，どの担当教員の授業を履修
すればよいですか？ 

第２外国語科目が希望のクラスに配属され
ませんでした。他の外国語を履修すること
はできますか？ 

上の学年の授業内容に興味があり履修した
いのですが，履修することは可能ですか？ 

他の学科の全学共通教育科目の単位が取り
やすいと聞きました。他の学科の授業を履
修してもいいですか？ 

授業開始１週間前から配布します。 

履修案内P.２６を参照してください。 

前学期から開講される通年科目の登録を後
学期から行うことはできません。履修登録
対象学期にかならず履修登録するようにし
てください。 

重複履修はいかなる場合も認めていません。 

履修科目がない場合でも必ず学務情報シス
テムSPICA(スピカ)上で「今学期は履修し
ない」を選択し，登録をしてください。 

原則として受け付けません。ただし，止む
を得ない事由がある場合は学科教育委員に
相談してください。 

原則として認めていません。ただし，止む
を得ない事由がある場合は，その事由を授
業担当教員および学科教育委員に相談して
ください。 

クラス編成後に学務情報システムSPICA(ス
ピカ)上で登録してください。 

授業開始前にクラス編成一覧表を掲示しま
す。掲示板で担当教員を確認し，学務情報
システムSPICA(スピカ)上で登録してくだ
さい。 

自分が配属されたクラス以外での履修はで
きません。外国語科目は授業規模に限りが
ありますので，配属されたクラスの授業を
必ず履修してください。（２年生以上にな
れば、希望のクラスでの履修がみとめられ
ます。） 

教育課程表・時間割等に従い，また学科教
育委員に相談の上，履修科目を決めてくだ
さい。 

同じ授業科目でもその学科の教育分野に
よって授業内容が変わってくる場合があり
ます。自学科の全学共通教育科目を履修す
るようにしてください。 
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Q  A 

授業について 

他学科の科目を履修したいのですが履修す
ることは可能ですか？ 

他学科履修では，なぜ履修願（他学部・他
学科・年次外科目履修用）を出すのです
か？ 

他学科の集中授業科目を履修したいのです
が，自学科の集中授業科目と重なっていま
す。日程調整していただけませんか？ 

１年次の教職課程オリエンテーションに出
席していないのですが，教職課程を履修す
ることはできますか？ 

後学期から休学したのですが，前学期に登
録した通年科目の履修はどのような扱いに
なりますか？ 

２単位の学科専門科目を１単位は学科専門
科目として，１単位は自由選択単位として
充当したいのですが可能ですか？ 

学芸員課程を履修したいのですが，どうす
ればいいですか？ 

単位互換制度を利用して他大学での履修を
したいのですが，どうすればいいですか？ 

自学科で取得出来る資格について知りたい
のですが？ 

風邪（葬式・事故・入院等）で授業を休み
ました。欠席届を出したいでのですが？ 

授業担当教員の許可があれば履修すること
ができます。（履修案内P.２８～参照） 

科目によっては基礎知識がないと授業につ
いていけない場合があります。あなたの基
礎知識がその授業に足りるか否かを授業担
当教員に判断してもらうために提出する必
要があります。 

集中授業科目および補講の日程調整は，同
じ学科内においてのみしか行っていません
ので，他学科科目および集中授業科目を履
修する場合は期間が重なる可能性があるこ
とを承知のうえ履修登録してください。ま
た同じ学科内においても年次が違う科目を
取ろうとする場合は充分注意してください。 

教職課程は１年次前期から履修することを
原則とします。１年次後期以降から教職課
程を履修する場合は教職担当教員の指導を
受けてください。本学のカリキュラムでは
途中から教職課程を履修した場合，学部卒
業時に教職課程を修了できなくなる場合が
あります。 

休学した時点で履修登録は無効となります。
ただし，特別な理由があるときは履修を認
める場合がありますので，学科教育委員に
相談してください。 

可能です。 

学芸員課程ガイダンスに出席しなければな
りません。詳しいことは履修案内P.８０を
参照してください。 

１月中旬にガイダンスが行われます。詳し
いことは履修案内P.８７を参照してくださ
い。 

履修案内の各学科の教育内容に記載してあ
ります。詳しいことは，各学科の教育委員
に相談してください。 

本学では公欠制度を採用していませんので，
授業を休んだときは，欠席となります。た
だし，学校保健安全法施行規則に定める伝
染病については授業欠席として扱わないよ
うな配意をしています。伝染病に罹ったら
教務係へ電話（０４２－３６７－５６６
２）連絡し，指示をうけてください。なお，
共同獣医学科の学生は，本籍大学の基準に
よります。 
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Q   A 

単位・成績について 

レポートを提出期間内に提出できませんで
した。どうすればよいですか？ 

授業担当教員と連絡を取りたいのですがど
うすればよいですか？ 

レポート・課題に本やインターネットの内
容を使うことができますか？ 

授業で配られた教材をweb上で公開するこ
とはできますか？ 

授業内容を撮影・録音することはできます
か？  

外国語検定試験等に基づく単位認定はいつ
受付けていますか？ 

履修登録を忘れましたが，授業に出席して
いました。試験に合格したら単位をもらう
ことができますか？ 

成績はいつ発表されるのですか？ 

成績に疑問があるのですがどうすればよい
ですか？ 

卒業できるか否かを確認したいのですが？ 

授業担当教員に相談してください。なお，
教務係では期限を過ぎたレポートは一切受
け取りません。 

本学の教員の場合は履修案内の巻末（P.９
７～）を参照してください。また，非常勤
講師の連絡先は，シラバスまたは担当する
講義の始めに指示があります。指示された
連絡先あるいは講義の前後に直接連絡を
取ってください。 

本やインターネットの情報をレポート・課
題にそのまま使うことは許されません。一
部分を引用して使う場合でも引用箇所や出
典を示す必要があります。 

授業で配られた教材はあくまで学生が個人
で利用するためのものです。勝手にweb上
に公開を行うと著作権の侵害になる場合が
あります。 

担当教員の許可をもらってから行ってくだ
さい。また，撮影・録音をしたデータは個
人的な利用のみ認められています。 

４月と１０月の上旬に申請を受け付けてい
ます（卒業に関わる年次は1月下旬にも受け
付け）。詳しい日程については申請期間の
１ヶ月前に掲示板にて周知します。 

履修登録していない科目は，たとえ出席し，
試験に合格したとしても単位は認定されま
せん。 

前学期の成績は９月下旬，後学期の成績は
３月中旬（卒業に関わる年次の後学期の成
績は２月中旬）に発表します。詳しい日程
についてはWEB掲示板にて周知します。 

成績発表後に成績確認申請期間があり，確
認申請を受け付けています。詳しい日程に
ついては申請期間１ヶ月前に掲示板にて周
知します。 

履修案内と成績表を参照し自分で卒業でき
るかを確認してください。卒業認定は３月
上旬の教授会にて行われます。どうしても
卒業することができるか不安な人は，学科
教育委員へ問い合わせてください。 
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Q  A 

証明書を即日に発行してもらえますか？ 

窓口で申請した証明書の受け取りの際に学
生証を忘れました。受け取れますか？ 

窓口で申請した証明書などの書類の受け取
りを代理人に頼めますか？ 

休学の申請はいつまでに行えばよいでしょ
うか？ 

証明書の種類によって異なりますので履修
案内P.９０を参照してください。 

証明書は個人情報ですので，学生証がなけ
れば証明書を渡すことはできません。 

止むをえない事情により証明書を受け取れ
ない場合は，委任状にて代理人が受け取る
ことができます。 

休学は教育委員会等で審議しなくてはいけ
ませんので，休学の意思が固まった時点で
直ちに教務係に申し出てください。なお，
一度支払った授業料は学期の途中で返付す
ることができませんので注意してください。 
休学の申請は原則として，４月１日から休
学する場合は３月２０日までに，１０月１
日から休学する場合は９月２０日までに 
行ってください。 

各種書類について 



●ⅩⅤ．体育施設等の使用，建物配置図など●

１．施設の使用 

 以下にグラウンドをはじめとする体育施設等の使用手続および心得を記載しました。熟読のうえ使用

して下さい。 

（１） グラウンド（府中地区および小金井地区） 

  １）使用手続 

①授業，クラブ活動等で使用しない月曜日から金曜日までの１０時～１６時半まで，２）の使用

上の注意に従って使用できる。

②平日１６時半以降および休日にクラス，講座，その他任意の団体が使用を希望する場合は，以

下のとおり開かれる運動施設運営協議会に代表が出席し，使用日程等の調整を受ける。

③府中地区グラウンドの運動施設運営協議会は，原則として毎月第２水曜日の１７時から掲示で

指定された場所で開催される（長期休暇前は，前月にまとめて２ヵ月分の調整をすることがあ

る）。

④小金井地区グラウンドの運動施設運営協議会は，毎月第３木曜日の１６時３０分から掲示で指

定された場所で開催される。

  ２）使用上の注意 

①雨天，雨天後，冬季など，グラウンドの軟弱な時は，原則として使用してはならない。試合な

どで，どうしても使用しなければならない時は，責任を持って事後の整理をすること。

②ビン類・花火その他の危険物を持ち込まないこと。

③車輌（自転車を含む）で立ち入らないこと。

④授業時間中は，その授業以外の学生はグラウンド内に立ち入らないこと。

⑤グラウンド内での飲食および喫煙は禁止する。

⑥使用後は，必ず「ブラシ」または「とんぼ」をかけ整備すること。

（２） 総合屋内運動場（体育館・武道場・トレーニングルーム）（府中地区および小金井地区） 

  １）使用手続 

①授業，クラブ活動等で使用しない月曜日から金曜日までの１０時～１６時まで，２）の使用上

の注意に従って使用できる。ただし，管理人のいない時は原則として使用できない。

②トレーニングルームの利用はマシン類の操作等を伴うので，事前に講習を受けた者に限定する。

講習会は，掲示で指定された日時・場所で開催される。

③平日１６時半以降および休日にクラス，講座，その他任意の団体が使用を希望する場合は，以

下の通り開かれる運動施設運営協議会に代表が出席し，使用日程等の調整を受ける。

④府中地区総合屋内運動場の運動施設運営協議会は，原則として毎月第２水曜日の１７時から掲

示で指定された場所で開催される（長期休暇前は，前月にまとめて２ヵ月分の調整をすること

がある）。

⑤小金井地区総合屋内運動場の運動施設運営協議会は，毎月第３木曜日の１６時３０分から掲示

で指定された場所で開催される。

  ２）使用上の注意 

①体育館シューズを着用すること。土足，はだし（武道場は除く）は認めない。

②総合屋内運動場内での飲酒および喫煙は，禁止する。

③使用後は必ず清掃すること。

④体育館管理人の指示に従うこと。
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（３） テニスコート（府中地区および小金井地区） 

  １）使用手続 

①授業等で使用しない時は，府中地区は学生部事務棟西側（オムニコート），小金井地区はグラ

ウンド東側（オムニコート）のテニスコートに限り，２）の使用上の注意に従って使用できる。

各地区学生生活係において，学生証と引換にコート入口の鍵を受け取り，当該施設を使用でき

る。ただし，使用できる日時は次のとおりである。

両地区とも月～金  ９：００～１０：２０  １０：３０～１１：５０ 

１３：１０～１４：４０  １４：５０～１６：３０ 

②平日１６時半以降および休日にクラス，講座，その他任意の団体が使用を希望する場合は，以

下のとおり開かれる運動施設運営協議会に代表が出席し，使用日程等の調整を受ける。

③府中地区テニスコートの運動施設運営協議会は，原則として毎月第２水曜日の１７時から掲示

で指定された場所で開催される（長期休暇前は，前月にまとめて２ヵ月分の調整をすることが

ある）。

④小金井地区テニスコートの運動施設運営協議会は，毎月第３木曜日の１６時３０分から掲示で

指定された場所で開催される。

  ２）使用上の注意 

①コートの状態が悪い時は使用できない。判断に迷う時はスポーツ健康科学担当教員または担当

係に相談し，指示を受けること。

②使用に当たっては必ずテニスシューズを着用すること。

③使用後は「イージースイープ」または「コートブラシ」をかけること。

④コートを退去する際，他に使用者がいない場合はコート出入口を施錠すること。

⑤コート内での飲食および喫煙は禁止する。

⑥担当係の指示に従うこと。

（４） ゴルフ練習場（府中地区） 

  １）使用資格 

ゴルフ練習には危険が伴うので次の者を使用適格者として限定する。 

①授業でゴルフを履修した者

②一般学生の場合はスポーツ健康科学担当教員の認定を受けた者

２）使用手続 

①授業，クラブ活動等で使用しない月曜日から金曜日までの１０時～１６時半まで使用できる。

ゴルフ練習場（以下「練習場」とする）使用適格者はスポーツ健康科学担当教員の発行する証

明書を学生生活係に提示し，学生証・証明書と引換に練習場入口の鍵を受け取り，３）の使用

上の注意に従って使用できる。

②使用資格を持つ者で平日１６時半以降及および休日にクラス，講座，その他任意の団体が使用

を希望する場合は，以下のとおり開かれる運動施設運営協議会に代表を出席させ，使用日程等

の調整を受ける。

③上記の運動施設運営協議会は，原則として毎月第２水曜日の１７時から掲示で指定された場所

で開催される（長期休暇前は，前月にまとめて２ヶ月分の調整をすることがある）。

  ３）使用上の注意 

①使用にあたっては体育館シューズを使用することとし，土足禁止とする。

②マットを使用する。

③規定のキャンバスを使用する。



   ④規定の打席内から打球する。 

   ⑤他者が打球中は自分の打席から決して前方に出ない。 

   ⑥複数の者が使用する場合は，ボールの回収を一斉に行う。 

   ⑦他者が打球中は，その打席には決して入らない。 

   ⑧練習場を退去する際，他に使用者がいない場合は練習場出入口を施錠すること。 

   ⑨ゴルフの練習は危険を伴うので，練習場内での飲食および喫煙は，禁止する。 

   ⑩その他，この施設を使用するに当たってはスポーツ健康科学担当教員の定める決まり，指示に 

    従うこと。 

 

（５） 工学部合宿研修施設 

  学生の正課および課外活動等の研修，合宿練習のための合宿研修施設があり，その利用を希望する 

 者は，サークル代表者会議に出席して学友会の調整を受け，「工学部合宿研修施設使用願」を小金井 

 地区学生支援室学生生活係へ使用開始日の７日前までに提出し，「東京農工大学合宿研修施設使用心 

 得」を遵守して使用できる。 

 

（６） 運動用具 

  ①各地区学生生活係に，ソフトボール，テニスラケット，サッカーボール等の用具が備え付けてあ 

   るので，使用することが出来る。なお，借用する場合には，運動用具貸出簿に記入し，学生証と 

   共に受付に提出すること。 

  ②総合屋内運動場（府中地区および小金井地区）には，次の用具および器具が備え付けてあるので， 

   各施設内の受付（体育館管理人）に申し出てその許可を得て使用することが出来る。 

   卓球用具一式，バドミントン用具一式，バレーボール用具一式，バスケットボール等。 

 

（７） 図書館 

  開館時間および休館日 

 

 

 

                    ※授業が開講される土曜・祝日・振替休日は 

                     9：00～18：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８） 自習室（農学部本館２５室） 

  開放時間：７時（開錠）～２１時（施錠） 

   ※各自のノートパソコンを接続することができます。接続する際には，ブラウザで外部サイトを 

    開いて，検疫・認証を受けてください。 

 〔注意事項〕 

  ・飲食は禁止，私語は控えましょう。 

  ・最後に退室する人は空調（冷暖房），蛍光灯の電源を必ず切りましょう。 

  ・ごみ，消しゴムのカス等は各自で片づけましょう。 

  ・忘れ物に注意してください。特にUSB メモリを忘れないようにしてください。 

   ※コピー用紙やトナーがなくなったり，エラーが起きた場合は教務係（本館１F）まで。 
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開館時間 

通常開館 

月～金 8：45～21：00 

土（府中図書館） 10：00～17：00※ 

土（小金井図書館） 12：30～19：30※ 

日 13：00～17：00 

短縮開館（夏季・冬季休業および3月） 

月～金 8：45～17：00 

土～日 休館 

休館日 

国民の祝日（授業開講日は除く） 

授業期を除く8月・9月・12月・2月・3月の末日（その日が土曜・休日の時はその前日） 

年末年始（12月28日から翌年の1月4日まで） 

この他に臨時に休館することがあります。 
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２．建物配置図 
 

（1）農学部構内図 
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（2） 教室配置図 

  １） 農学部第一講義棟 

  ２） 農学部本館 

※遠隔講義システム

1講-16号

実験室
(物理・地学）

1講-13号
1講-12号 1講-18号 1講-17号

　　　　　※

1講-23号
　　　　　※

1講-22号 1講-21号

１階

(

女

）

(

男

）

実験室(化学）
1講-14号

実験室(生物）
1講-15号

２階

(

女

）

(

男

）

1講-24号

　　　　※

１講-25号

W.C

W.C

玄関

玄関
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 ３） １ 号 館  4） ２ 号 館 

EV

2-21号

PC教室

管理室

WC

[男]

WC

[男]

WC

[女]

F-2C

F-2B

F-2A

WC

[女]

WC

[女]EV

WC

[女]

WC

[女]

WC

[女]

WC

[男]

WC

[男]

WC

[男]

WC

[男]

2-11号

玄関
玄関

２号館２階 ２号館３階

WC

(男）

WC

(女）

1-11号

EV 2-

12号

WC

[女]

2-

14号

2-

13号
WC

[女]

WC

[女]WC

(男） 多目的

講義室

(N103）

WC

[男]

WC
[車イス]

１号館１階 ２号館１階

WC

[男]

WC

[男]
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 ５） 農学部第２講義棟  ６） ４号館，新４号館 

 ７） ５号館1階 

2講-11号 2講-12号

2講-21号 2講-22号

１階

視聴覚教室

４階

２階

WC[女]

４号館

新４号館

　　　※

4-32号

※遠隔講義システム

WC

女

WC

男

5-11号

5-12号

5-13号

玄関

WC[女]

WC[男]















→
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